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第1章
はじめに
日本版仕様書は、米国OLE for Retail POS Committeeにおいて標準化された“Application Programmer’s Guide Release 1.5”に準拠して作成されています。
OLE for Retail POSコントロール
OLE for Retail POSとは？
OLE for Retail POSは、POS用の周辺装置をMicrosoft Windows®95/98、Microsoft Windows-NT®およびMicrosoft Windows®2000に基づくPOSシステムに容易に統合できるオープンデバイスドライバアーキテクチャを提供するものです。
OLE for Retail POS（略して"OPOS"）の目的は次のとおりです。
· Win32ベースPOSデバイスアクセス用アーキテクチャの定義
· POSソリューションのサポートに十分適応できるPOSデバイスインタフェースの定義
OPOSの本リリースは次のものからなります。
· Application Programmer’s Guide 日本版仕様書：アプリケーションディベロッパおよびハードウェアプロバイダ向け（本マニュアル）
· Control Programmer’s Guide 日本版仕様書：ハードウェアプロバイダ向け
· OPOSで定義するヘッダファイル
· ソフトウェアコンポーネントはない：これらのコンポーネントは ハードウェアプロバイダ、サードパーティが開発提供
マニュアル対象者
本マニュアルの対象読者は、主としてPOS周辺装置にアクセスするアプリケーション開発者およびハードプロバイダです。OPOSコントロールを作成するシステム開発者も対象になります。
本マニュアルでは、読者が以下に精通していることを前提としています。
· POS周辺装置の一般的特徴
· ActiveXコントロールおよびOLEオートメーションの用語とアーキテクチャ
· Microsoft Visual Basic 、Microsoft Visual C++ など、ActiveXコントロールコンテナ開発環境に精通していることが望ましい
OLE for Retail POSコントロール概要
OLE for Retail POSコントロール（OPOSコントロール）はActiveXコントロール仕様に準拠します。プロパティ、メソッド、イベントをアプリケーションに提供します。コントロールは実行時には見えず、アプリケーションだけが、メソッドおよびプロパティを通じて処理要求を行います。アプリケーションは、メソッドの戻り値とパラメータ、プロパティ、イベントを通じて、処理結果を受け取ります。

OPOSソフトウェアは、次の図に示すようなレイヤを使用してインプリメントされます。
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OPOS関連用語の説明
デバイスクラス
プロパティ、メソッド、イベントのセットを共有するPOSデバイスのひとつのカテゴリです。たとえば、ドロワー、POSプリンタなどです。
デバイスの中には2つ以上のデバイスクラスをサポートするものがあります。たとえば、POSプリンタでドロワー制御機能を組み込んだものがあります。また、バーコードスキャナには、秤が組み込まれているものもあります。
コントロールオブジェクト(CO)

デバイスクラスごとに、プロパティ、メソッド、イベントのセットをアプリケーションに提供するものです。このマニュアルではこれらのAPIについて説明します。
COは標準ActiveX(OLEの32ビット)コントロールで、実行時には見えません。ひとつのクラスのコントロールオブジェクトのすべてのインプリメントが互換になるように、COインタフェースを設計してあります。したがって、同じクラスの別のサービスオブジェクトとは独立してコントロールオブジェクトを開発できます。
サービスオブジェクト(SO)

コントロールオブジェクトより呼び出されOPOSが規定する機能を、各デバイス向けに実行するものです。
SOはオートメーションサーバとしてインプリメントします。COが呼び出すメソッドのセットを提供します。COが提示した特殊メソッドを呼び出し、イベントをアプリケーションに通知することもできます。
複数のデバイスクラスをサポートするため、1つのサービスセットに複数のメソッドセットを含むこともできます。
サービスオブジェクトは、通常インプロセスサーバとして（DLLで）インプリメントします。理論的には、アウトプロセスサーバとして（.EXEで）インプリメントしてもかまいません。しかし、アウトプロセスサーバとして構築する場合には注意が必要です。詳細については、「Contorol Programmer’s Guide日本版仕様書」を参照願います。
OPOSコントロールまたはコントロール
OPOSコントロールはデバイスクラスに対応して存在し、通常、デバイスクラス用のコントロールオブジェクト(CO)とサービスオブジェクト(SO)で構成されます。
COはアプリケーションインタフェースを提供し、SOはAPIを実行します。SOはCOのクラスのデバイスをサポートしなければなりません。
このマニュアルでは、通常、単に「コントロール」と言います。場合によっては、COが実行する機能とSOが実行する機能を区別しなければなりません。その場合には、レイヤを明示します。
OPOSコントロール使用方法
アプリケーションが最初に行わなければならないことは、Openメソッドを呼び出すことです。このメソッドのパラメータで、コントロールと関連するデバイス名を選択します。Openメソッドは以下のステップを実行します。
· デバイス名でリンクを確立します。
· OpenResult,Claimed、DeviceEnabled、DataEventEnabled、FreezeEvents、AutoDisable、DataCount、BinaryConversion プロパティを、OPOSコントロールレイヤのコピーライト記述およびバージョン番号と同様に初期化します。その他のクラス固有プロパティも初期化されます。
いくつかのアプリケーションが、同時にOPOSコントロールをオープンします。従って、デバイスをオープンした後、一般に、デバイスに排他アクセスするため、アプリケーションがClaimDeviceメソッドを呼び出さなければなりません。多くの場合、まずデバイスの排他アクセス権を獲得しなければなりません。ClaimDeviceメソッドの後、コントロールはメソッドやプロパティへのアクセスを許可します。排他アクセス権を獲得すると、ほかのアプリケーションがそのデバイスへアクセスすることはできません。
アプリケーションは、ほかのアプリケーションとデバイスを共有できる場合、たとえばトランザクション終了時、排他アクセス権をReleaseDeviceメソッドにより、解放することもできます。
アプリケーションがデバイスを使用するには、まず、DeviceEnabledプロパティをTRUEに設定しなければなりません。この値でデバイスはイネーブルになりますが、FALSEではデバイスをディセーブルにします。たとえば、スキャナコントロールをディセーブルにすると、（可能ならば）デバイスが物理的にディセーブルにされます。デバイスを物理的にディセーブルにするかしないかに関わらず、イネーブルにするまで、デバイスからの入力は受け付けられません（無視されます）。
アプリケーションがデバイスの使用を終了した後、Closeメソッドを呼び出してデバイスと関連のある資源を解放する必要があります。DeviceEnabledプロパティがTRUEであれば、Closeメソッドは、デバイスをディセーブルにします。ClaimedプロパティがTRUEの場合、Closeは排他アクセスのロックを解除します。アプリケーションは、終了する前に、オープンしているOPOSコントロールのすべてをクローズする必要があります。
要約すると、アプリケーションは以下の一般的シーケンスに従います。
· Openメソッド：コントロールオブジェクトをサービスオブジェクトにリンクするために呼び出します。
· ClaimDeviceメソッド：デバイスに排他アクセスできるようにするために呼び出します。排他使用するデバイスでは必須であり、共有可能デバイスには任意のメソッドです。（詳細については、「デバイス共有モデルについて」を参照してください。）
· DeviceEnabledプロパティ：デバイスを動作させる場合TRUEに設定します。（共有可能デバイスの場合、デバイスを先にClaimDeviceメソッドで排他アクセスとせずに、イネーブルしてもかまいません。）
· デバイスを使用します。
· DeviceEnabledプロパティ：FALSEに設定してデバイスをディセーブルにします。
· ReleaseDeviceメソッド：デバイスの排他アクセスを解除するために呼び出します。
· Closeメソッド：サービスオブジェクトをコントロールオブジェクトから解放するために呼び出します。
メソッドとプロパティの使い方
メソッド
Openが成功する前に、ほかのメソッドを呼び出してはなりません。呼び出した場合、OPOS_E_CLOSEDステータスが戻るのみです。
排他使用デバイスの場合、アプリケーションがClaimDeviceメソッドを呼び出し、DeviceEnabledプロパティをTRUEに設定してから、ほかのメソッドを呼び出す必要があります。
共有可能デバイスの場合、DeviceEnabledプロパティをTRUEに設定してからほかのメソッドを呼び出します。
各メソッドに特有の条件については、各デバイスクラスの章の「一覧」の節を参照してください。
プロパティ
Openに成功しないと、大半のプロパティの値は初期化されません。書込み可能プロパティを設定しようとしても無視されます。以下のプロパティは必ず初期化されます。
	プロパティ
	値

	State
	OPOS_S_CLOSED

	ResultCode
	OPOS_E_CLOSED

	ControlObjectDescription
	コントロールオブジェクトコピーライト記述

	ControlObjectVersion
	コントロールオブジェクトバージョン番号


機能の有無を示すプロパティは、Openが呼び出された後に初期化されます。
排他使用デバイスの場合、アプリケーションがClaimDeviceメソッドを呼び出し、DeviceEnabledプロパティをTRUEに設定してから、ほかのプロパティの初期化や書込みを行う必要があります。
共有可能デバイスの場合、DeviceEnabledプロパティをTRUEに設定してからほかのプロパティの初期化や書込みを行います。
プロパティがいつ初期化される、もしくは書き込み可能になるかについては、各デバイスクラスの「一覧」およびプロパティの説明を参照してください。
これらの条件を満たす前に書込み可能プロパティを設定しても、書込みは無視され、ResultCodeプロパティをOPOS_E_NOTCLAIMEDまたはOPOS_E_DISABLEDに設定します。
初期化されていないプロパティを読み取ると、特に指定されていない限り、以下の値が戻されます。
	プロパティタイプ
	値

	Boolean
	FALSE

	Long
	0

	String
	“[Error]”  – かぎ括弧を含む。


プロパティを初期化した後は、排他アクセス要求やイネーブルにしてもプロパティを再初期化することはありません。Closeメソッドが呼び出されるまでは初期化されたままです。
ステータス、結果コード、状態モデル
次の表に示すように、共通なプロパティ、イベント、メソッドの中には、ステータス、結果コード、状態モデルが設定されているものがあり、クラス固有コンポーネントによってサポートされます。
名前
意味
State
コントロールの現在の状態を含むプロパティです。
　　　　　　　　　　OPOS_S_CLOSED

　　　　　　　　　　OPOS_S_IDLE

　　　　　　　　　　OPOS_S_BUSY

　　　　　　　　　　OPOS_S_ERROR

ResultCode
直前のメソッドか直前で変更した書込み可能プロパティのステータスを示すプロパティです。OPOS_SUCCESS
OPOS_E_CLOSED
OPOS_E_CLAIMED
OPOS_E_NOTCLAIMED
OPOS_E_NOSERVICE
OPOS_E_DISABLED
OPOS_E_ILLEGAL
OPOS_E_NOHARDWARE
OPOS_E_OFFLINE
OPOS_E_NOEXIST
OPOS_E_EXISTS
OPOS_E_FAILURE
OPOS_E_TIMEOUT
OPOS_E_BUSY
OPOS_E_EXTENDED

ResultCodeExtended
直前のメソッドか直前で変更した書込み可能プロパティの拡張ステータスを示すプロパティです。値はResultCodeの値とデバイスクラスで変わります。
StatusUpdateEvent
クラス固有の状態かステータス変数が変化したときに発生するイベントです。

第1.3版以降：すべてのデバイスに対し、デバイスの電源状態を通知できるAPIが用意されました。（詳細については、「デバイス電源通知モデルについて」の項目を参照して下さい。）
ErrorEvent
StateがOPOS_S_ERRORに変化したときに発生するイベントです。
ステータスモデル
ステータスモデルの規則は次のとおりです。
· ステータスモデルがすべてのデバイスクラスに共通にもつ唯一の機能は、アプリケーションに警報を出すことで、StatusUpdateEventの通知によって行います。
· 各デバイスクラスは、デバイスで発生する固有のステータス変化を決めています。デバイスクラス固有のステータス変化の例を次に示します。
· ドロワー位置の変化（たとえば、オープンからクローズへの遷移。）
· POSプリンタセンサの変化（たとえば、スリップが挿入されたことを示す「用紙有り」センサのアクティブ化。）
結果コードモデル
結果コードモデルの規則は次のとおりです。
· どのメソッドも結果コードを戻します。このコードはResultCodeプロパティにも格納されます。
· 書込み可能プロパティを設定すると、結果コードがResultCodeプロパティに格納されます。
· ResultCodeがOPOS_SUCCESSであれば値0が割り当てられます。ゼロ以外の値はエラーか警告を意味します。
· コントロールは結果コードに、一覧に示す値のどれか1つを選択します。報告された結果をこれらのコードで表すことができない場合、ResultCodeにOPOS_E_EXTENDEDに設定し、ResultCodeExtendedに、各デバイスクラスの章で記述されている値を設定します。
コントロールがResultCodeをOPOS_E_EXTENDED以外の値に設定した場合、サービスオブジェクトはResultCodeExtendedプロパティをサービスオブジェクトに特有の値に設定できます。アプリケーションがこれらの値を使用する場合、サービスオブジェクトに特有の値を追加する必要があります。（アプリケーションがそのようなコードを追加する必要がある場合、ServiceObjectDescription、DeviceDescriptionまたはDeviceNameプロパティに問い合わせて、扱っているサービスオブジェクトを確認することができます。）
状態モデル
状態モデルの規則は次のとおりです。
· コントロールのStateプロパティの初期値はOPOS_S_CLOSEDです。
· Openメソッドを呼び出して、その結果がOPOS_SUCCESSの場合、StateプロパティはOPOS_S_IDLEに変化します。
· OPOSが出力処理中のとき、StateプロパティはOPOS_S_BUSYに設定されます。正常に終了すると、OPOS_S_IDLEに戻ります。
· 以下の場合、OPOS_S_ERRORに変化します。
· 非同期出力がエラー状態になりました。
· イベント駆動入力の収集または処理時にエラーが発生しました。
OPOSは、StateプロパティをOPOS_S_ERRORに変更した後、ErrorEventを通知します。このイベントのパラメータは、結果コード、拡張結果コード、エラーの発生場所、およびアプリケーションがエラーに応答するポインタです。発生場所としては、次の3つのエラー位置が定義されています。
· Output – 以前にキューされた出力を処理するときにエラーが発生しました。
· InputWithData –イベント駆動入力で、入力データ処理をしているときにエラーが発生しました。すでにバッファリングされたデータはアプリケーションで利用できます。このエラー位置の場合、InputNoData値で次のErrorEventを受信するまで、アプリケーションは入力の処理を継続できます。あるいは、入力をクリアできます。
· InputNoData –イベント駆動入力で、入力データ処理をしているときにエラーが発生し、入力済のデータをすべて処理したか、利用できる入力データがないことを示します。
アプリケーションは、ErrorEventから戻るとき、応答パラメータを変更できます。以下の応答値があります。
· Retry – エラー位置の値がOutputの場合：　非同期出力を再試行し、エラー状態を終了します。再試行中にエラーが発生すると、別のErrorEventが生成されます。
エラー位置の値がInputの場合：　SOによる再試行が可能ならば、デバイスによっては入力を再試行します。
このRetryはエラー位置の値がOutputのときのデフォルト応答です。
· Clear – 非同期出力かバッファリングされている入力データををクリアし、エラー状態を終了します。このClearはエラー位置の値がInputNoDataのときのデフォルト応答です。
· Continue – エラー位置の値がInputWithDataの場合だけ使用できます。この応答はエラーを容認し、コントロールに処理を継続させる場合に指定します。コントロールはエラー状態のままで、DataEventEnabledプロパティの指示に従ってデータイベントを発生します。すべての入力がイベント処理された後、DataEventEnabledプロパティを再度TRUEに設定すると、エラー位置の値がInputNoDataで別のErrorEventが通知されます。このContinueはエラー位置の値がInputWithDataのときのデフォルト応答です。
コントロールは、アプリケーションがErrorEventを処理している間、別のErrorEventを通知しないようにします。
デバイス共有モデルについて
OLE for Retail POSのデバイス共有モデルは、複数のアプリケーションが部分的または全面的に共有できるデバイスのほか、同時にはひとつのアプリケーション1 が排他的に使用するデバイスをサポートします。（詳細については、「メソッドとプロパティの使用方法」を参照してください。）全てのOPOSコントロールは、一つ以上のアプリケーションにオープンされます。しかし、コントロールで実行できるアプリケーションの動作の中には、デバイスへのアクセス権を獲得するアプリケーションを制限するものがあります。
排他使用デバイス
もっとも一般的なデバイスタイプは「排他使用デバイス」で、一例がPOSプリンタです。物理的特性、動作上の特性により、このデバイスは同時には1つのアプリケーションでしか利用できません。アプリケーションは、大半のメソッド、プロパティ、イベントが有効になる前に、ClaimDeviceメソッドを呼び出して排他アクセスできるようにしなければなりません。排他アクセス権を獲得するまえに、メソッドを呼び出したり、プロパティを設定したりすると、OPOS_E_NOTCLAIMEDエラーが発生し、イベントはアプリケーションに通知されません。
密接に関連する2つのアプリケーションが共有方式で排他使用デバイスを使用したい場合、一方のアプリケーションは一部の時間だけデバイスを排他アクセスして、その後、他方のアプリケーションも使用できるように、排他アクセスを解除するという方法もあります。
ClaimDeviceメソッドが再び呼び出されると、設定可能なデバイスの特性を示すプロパティはReleaseDeviceメソッド時の状態に復元されます。復元される例としては、ラインディスプレイの輝度、磁気ストライプリーダの読み取りトラック、プリンタの行あたりの文字などがあります。プリンタのセンサプロパティのような状態を示すものは復元されません。その代わり、現在の状態に設定されます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1．アプリケーションは1プロセスだけからなるものとしています。複数のプロセスからなるアプリケーションを生成することもできますが、一般的ではありません。技術的にはプロセス単位でデバイスを共有します。しかし、単一プロセスアプリケーションでは、共有をアプリケーションレベルとして見ることができます。

共有可能デバイス
いくつかのデバイスは共有デバイスです。一例がキーロックです。共有可能デバイスの場合、複数のアプリケーションでそのメソッドを呼び出して、プロパティにアクセスすることが可能となります。また、デバイスをオープンしたすべてのアプリケーションにイベントが通知されます。ただし、共有可能デバイスを排他アクセスしたアプリケーションにより、一部のメソッドやプロパティのアクセスを制限することや、そのアプリケーションだけにイベントを通知させることもできます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
備考
アプリケーションをできる限り柔軟にするためには、すべてのデバイスを共有可能にすべきであると考えるかもしれません。しかし、実用上、このような柔軟性は有効ではありません。下位層が、かなり複雑で、正確さに欠けるインプリメントになります。
アプリケーションを開発するのに十分、堅牢であり、ハードウェア製造者が実装可能な仕様としており、本仕様では大半のデバイスを排他使用デバイスと規定し、複数のアプリケーションによる同時使用に効果的であるデバイスのみを共有可能デバイスとしました。
イベント
OLE for Retail POSはイベントを使用してOPOSコントロールでの様々な動作や変化をアプリケーションに通知します。イベントには以下の5つがあります。後の章でその定義を示します。
· DataEvent：入力データがデバイスクラス固有のプロパティに格納されています。
· ErrorEvent：イベント駆動入力中または非同期出力中にエラーが発生しました。
· StatusUpdateEvent：デバイスの状態変化を報告します。
· OutputCompleteEvent：非同期出力が正常に完了しました。
· DirectIOEvent：このイベントは、サービスオブジェクトプロバイダによって定義され、本仕様でカバーできないものを提供します。
サービスオブジェクトはイベントが発生するとイベントをキューイング(Enqueue)します。これらのイベントは、アプリケーションのスレッドではなくしばしばワーカースレッドによってキューイング(Enqueue)されます。キューイング(Enqueue)されたイベントは通知可能な状態になるとアプリケーションに通知(Deliver)されます。イベントの引き渡しを遅らせる要因には以下のものがあります。
· アプリケーションスレッドが他のメッセージ処理のためビジーである場合。OPOSコントロールはOLE Apartment Threadingモデルに従わなければなりません。OLE Apartment Threadingの規定によると、イベントはCOMオブジェクトを作成したスレッドで通知(Deliver)されなければならず、それは通常アプリケーションのメインスレッドとなります。アプリケーションが他のメッセージを処理している場合は、その処理が終了するまで、イベント引き渡し(Delivery)を待たなければなりません。
· アプリケーションがFreezeEventsプロパティをTRUEに設定している場合。（ FreezeEventsプロパティを参照。）
· イベントタイプがDataEventまたは入力ErrorEventで、DataEventEnabledプロパティがFALSEである場合。（「入力モデルについて」参照。）


以前にキューイング(Enqueue)されたイベントが上記のいずれかの理由により待たされているときは、それ以降のすべてのイベントもまた待たされる場合もあります。すなわち、キューイング(Enqueue)されたイベントの通知(Delivery)は一般的にFIFOに従います。キュー内のいかなる種類のイベントも特に優先順位は持ちません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
“Application Programmer’s Guide Release 1.3”（英語版）において、イベントの通知に関する用語の解説が下記のとおり追加され、仕様書内で一貫して使い分けられています。日本版仕様書においては、本項「イベント」以外ではこれらの使い分けは行っていませんが、参考のため掲載しています。
備考－用語
下記のイベントに関する用語はこの仕様書の中で一貫して使用されるものです。実装によってはここで説明するモデルと若干異なるかもしれませんが、実質的には同様です。
· Enqueue：　SOがアプリケーションに対しイベントの通知の必要性を決定したとき、SOが内部のイベントキューにイベントを詰め込みます。一般的にイベントの詰め込みは、SO内部の1つまたはそれ以上のワーカースレッドによって行われます。
· Deliver：　イベントキューが空でなく、キューの先頭のイベントについてのすべての条件が揃ったとき、このイベントはキューから外され、アプリケーションに対するイベント通知要求が実行されます。一般的にイベント通知要求は、SO内部の専用スレッドにより管理されます。このスレッドは、アパートメント・スレッディング・モデルに従うため、コントロールを生成したスレッドのコンテキストにおいてイベント通知要求する必要があります。
· Fire：　キューイングと通知要求の組み合わせと言えます。時にこの用語は大まかに使用され、これらのステップの片方だけしか意味しない場合もあります。読者は前後関係からこれらを識別しなければなりません。
イベントのキューの管理に関する規定は以下の通りです。
· コントロールは、デバイスがイネーブルである間は新しいイベントをキューイング(Enqueue)するのみです。
· コントロールは、アプリケーションがReleaseDeviceメソッド（排他使用デバイス）またはCloseメソッド（その他のデバイス）を呼び出すまで、キューイング(Enqueue)されたイベントの通知(Deliver)を行う可能性があります。また、前記メソッド実行時には残存しているイベントは削除されます。
· 入力デバイスでは、ClearInputメソッドはデータとエラーイベントをクリアします。
イベントハンドラ内で、アプリケーションはプロパティにアクセスしたり、メソッドの呼び出しを行えます。しかし、 アプリケーションはReleaseDeviceメソッドやCloseメソッドをイベントハンドラ内から呼び出してはなりません。 ReleaseDeviceメソッドはイベントハンドリング（イベントを通知(Deliver)させるスレッドを含んでいる）を閉鎖してしまい、Closeは戻る前にイベントハンドリングを閉鎖しなければならないためです。
入力モデルについて
OLE for Retail POSの入力はイベント駆動入力をサポートします。入力データはDeviceEnabledがTRUEに設定された後に受信できるようになります。受信されたデータは、条件が満たされている場合に、アプリケーションに引き渡されるDataEventとしてキューイングされます。データ受信時にAutoDisableプロパティがTRUEの場合、コントロールはDeviceEnabledをFALSEに設定して自動的にデバイスをディセーブルにします。これはコントロールが更に入力をキューイングするのを妨げ、可能な場合は物理的にデバイスをディセーブルにします。
アプリケーションは、デバイスからの入力を受信する準備ができたらDataEventEnabledプロパティをTRUEに設定します。入力を受信すると（通常、ハードウェア割込みの結果として）、コントロールはDataEventを生成します。（入力がすでにキューイングされている場合は、DataEventが通知されます．）このイベントには数値パラメータによって入力ステータス情報を持つことがあります。コントロールは、イベントを通知する直前に、入力データと、必要に応じてその他の情報をデバイス固有プロパティに格納します。
イベントを通知する直前に、OPOSはDataEventEnabledプロパティをFALSEに設定することによって、それ以上のデータイベントをディセーブルにします。これによりアプリケーションが現在の入力と関連のプロパティを処理している間、それ以上の入力データはOPOSによってキューイングされます。現在の入力の処理を終了し、次のデータを受け付ける準備ができたとき、アプリケーションはDataEventEnabledをTRUEに設定してイベントの通知を再開するようにします。
入力デバイスが排他使用デバイスの場合、アプリケーションは、入力の読取りを開始する前に、そのデバイスの排他アクセス権の獲得とイネーブルの両方を行わなければなりません。
共有可能な入力デバイスの場合、アプリケーションは、入力の読取りを開始する前に、そのデバイスをオープンして、イネーブルにしなければなりません。アプリケーションはOPOSがDataEventを使用してデータを送る前に、ClaimDeviceメソッドを呼び出してデバイスの排他アクセスを要求しなければなりません。イベント駆動入力を受信したとき、アプリケーションがデバイスを排他アクセスしていない場合、アプリケーションがデバイスの排他アクセス権を獲得する（かつDataEventEnabledプロパティがTRUEになる）まで、入力はキューイングされます。これによって、複数のアプリケーションがデバイスを順番に共有でき、アプリケーション間で入力フォーカスを効果的に受け渡すことができます。
イベント駆動入力によりデータの入力処理をしているときにOPOSがエラーを見つけると、 OPOSはその状態をErrorに変更し、ErrorEventを通知してアプリケーションにエラー状態の警報を出します。DataEventEnabledプロパティがTRUEになるまで、このイベントは通知しないので、アプリケーションは順序よく処理することができます。エラーイベントは、次のエラー位置を示すデータを有して通知されます。
· InputWithData (OPOS_EL_INPUT_DATA) –入力データが前もってバッファリングされている間にエラーが発生した場合に通知します。このイベントはすべての入力データより先にキューイングされます。（一般的な実装では、このイベントをイベントキューの先頭にセットします。）このイベントにより、アプリケーションは入力を直ちにクリアするか、オプションでユーザにエラーの警報を出して、バッファリングされた入力済のデータを処理することができます。
後者のケースはスキャナコントロールで有効です。ユーザに直ちにエラー警報を出すことができるので、エラーが解除されるまで後続のアイテムはスキャンされません。エラー復旧を実行する前に、以前スキャンしたアイテムを正常に処理できます。
· InputNoData (OPOS_EL_INPUT)－エラーが発生し、利用できるデータがないときに通知します。（一般的な実装では、このイベントをイベントキューの末尾にセットします。）エラーが発生したときに入力データの一部をすでにキューイングした場合、エラー位置がInputWithDataのErrorEventがまず発生し、このエラーイベントはすべてのキューイングデータが処理されたことを示します。（ “InputWithData”のイベント通知によるアプリケーションのイベントハンドラが、”Clear”応答した場合、本 “InputNoData”を有するイベントは通知されません。）
コントロールは以下のいずれかが行われた場合に、Error状態を終了します。
· アプリケーションのイベントハンドラがInputNoDataのErrorEventを終了する場合。

· アプリケーションのイベントハンドラがInputWithDataのErrorEventをOPOS_ER_CLEARで終了する場合。
· アプリケーションがClearInputメソッドを呼び出した場合。
コントロールによっては、イベント駆動入力を開始するためにメソッドを呼び出す必要があります。コントロールが入力データを受け取った後、一般的には入力を再初期化するためにメソッドを再度呼び出すまでは、以降の入力データを受け付けません。例として、ＭＩＣＲとシグニチャキャプチャがあります。このタイプのイベント駆動入力は「非同期入力」と呼ばれることもあります。
DataCountプロパティはコントロールでキューイングされたDataEventの数を得るために参照されます。
コントロールがキューイングしたすべての入力データは、ClearInputメソッドを呼び出せば削除できます。 ClearInputは、共有可能デバイスではOpen後に、排他使用デバイスではClaimDevice後に呼び出せます。
一般的なイベント駆動入力モデルは、入力データを直接戻すメソッドやプロパティを含むデバイスクラスの定義を特には定めていません。デバイスクラスの中には、より直覚的または柔軟に動作するよう、メソッドやプロパティを定義しているものがあります。
例として、キーロックがあります。このタイプの入力は「同期入力」と呼ばれることもあります。
入力データの順序について
複数の入力デバイスからの入力順の保証は、アプリケーションの処理に一任されます。したがって、DataEventを受け取ったアプリケーションは、すみやかに、次のDataEventを受け取れるように処理をしなければなりません。この順序性は、PC標準キーボード入力も含めて、アプリケーションで考慮する必要があります。
たとえば、商品コードをスキャナより入力し、商品が複数ならば、スキャナからの入力の後でキーボードより個数を入力するシステムを想定し、実際の操作が次の順序で行われたとき、
     商品1の読み取り、商品2の読み取り、個数
商品1の読み取りによるDataEventの通知の後、商品2の読み取りによるDataEvent通知が保留されている間に、個数のキーボード入力をアプリケーションが受け取ると、
     商品1の読み取り、個数、商品2の読み取り
の操作が行われたことになり、個数は商品1の数として処理されてしまいます。このようなことになるのは、商品1の読み取りによるスキャナからのDataEventEnabledプロパティをTRUEに設定していないときに発生します。
このように複数の入力デバイスからの入力データが関連する場合には、入力デバイスのDataEventのイベント処理は、可能な限り短時間に終了し、次のDataEventをすみやかに受け取り可能にする必要があります。また、場合によっては、データ入力用の専用スレッドかタスクが必要になるかもしれません。
出力モデルについて
OLE for Retail POSの出力は、非同期と同期の2つの出力タイプからなります。各デバイスタイプは一方または両方のタイプをサポートすることも、両方ともサポートしないこともあります。
同期出力
デバイス出力を迅速に実行したい場合にこの出力タイプが有効です。このメリットは単純さにあります。
アプリケーションはクラス固有メソッドを呼び出して出力を実行します。出力が完了するまで、制御はアプリケーションに戻りません。
非同期出力
デバイス出力が低速のハードウェアで、会話的に処理する必要がある場合に、この出力タイプが有効です。デバイスが出力を実行しているときに、アプリケーションが別の処理を実行できることから、このメリットは確実な応答性にあります。
アプリケーションはクラス固有メソッドを呼び出して出力を開始します。コントロールはリクエストをバッファリングし、このリクエストの識別子をOutputIDプロパティに設定して、できる限り迅速に戻ります。デバイスがリクエストを正常に終了すると、OPOSがOutputCompleteEventを通知します。このイベントのパラメータは完了したリクエストのOutputIDです。
非同期リクエストを実行しているときにエラーが発生すると、ErrorEventが通知されます。アプリケーションのイベントハンドラは、未処理の出力を再試行するかまたは、それをクリアできます。 ErrorEventが処理中は、コントロールはErrorの状態です。　
（備考：エラーを引き起こす原因が除去されていない場合は、コントロールは直ちにError状態に再びなり、別のErrorEventを通知します。）
非同期出力はFIFOベースで実行されます。
コントロールがバッファリングした出力はすべて、ClearOutputメソッドを呼び出すことによって削除できます。クリアした出力に対してOutputCompleteEventは通知されません。このメソッドは（可能ならば）処理中の出力も停止します。
デバイス電源通知モデルについて
　　　　　　　　　　　第1.3版にて追加
アプリケーションでは、使用しているデバイスの電源状態を知る必要がある場合があります。OPOSの以前のバージョンでは、この情報を通知する方法がありませんでした。
備考：このモデルは、PCやPOS端末本体の電源状態（「バッテリ・オン」や「バッテリ・ロー」のような）を通知することを目的にしていません。これらの情報の通知には、PCパワーマネージメント標準機能とAPIが使用されます。
モデル
OPOSでは、デバイスの電源を３つの状態に分類します。
· ONLINE：　デバイスは電源オン状態でかつレディ状態です。これは「使用可能」状態を示します。
· OFF：　デバイスは電源オフ状態または本体に未接続状態です。これは「使用不可能」状態を示します。
· OFFLINE：　デバイスは電源オン状態ですが、ノットレディ状態か応答不可状態です。ボタンを押してオンライン状態にする必要があるかもしれません。また、本体からの要求に応答できない状態かもしれません。これは「使用不可能」状態を示します。


上記の状態の組み合わせとして、下記の状態が定義されています。
· OFF_OFFLINE：　デバイスは電源オフ状態、またはオフライン状態です。SOはこれらの２つの状態を識別することができません。


電源通知は、デバイスがオープン、排他アクセス権の獲得（排他デバイスの場合）を経てイネーブル状態となっている場合にのみ機能します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
備考－イネーブル／ディセーブル　ｖｓ． 電源状態
これら２つの状態は、全く別のもので通常は関連がありません。　　　OPOSでは、「イネーブル」／「ディセーブル」は論理的な状態であるのに対し、電源状態は物理的な状態であると定義しています。デバイスによっては、論理的には「イネーブル」であっても、物理的には「オフライン」かもしれません。または、論理的には「ディセーブル」であっても、物理的には「オンライン」かもしれません。物理的な電源状態にかかわらず、OPOSは、デバイスがイネーブル状態の場合のみ状態を通知します。（SOは一般的にイネーブル状態の間しかデバイスと通信できないので、この制限が必要です。）
デバイスが「オフライン」の場合、SOはデバイスを「イネーブル」にしようとはしません。しかし、一度「イネーブル」になると、通常、SOは電源状態が変わっても（「オフライン」や「オフ」になっても）デバイスを「ディセーブル」にはしません。
プロパティ
OPOSのデバイス電源通知モデルは、すべてのデバイスクラスに対して下記の共通APIを追加しています：
· CapPowerReportingプロパティ：　デバイスの通知可能レベルを識別します。このプロパティの値は下記のうちのいずれかです。：
· OPOS_PR_NONE：　SOはデバイスの電源状態の判断ができません。よって、電源通知機能は機能しません。
· OPOS_PR_STANDARD：　SOは、２種類の電源状態を判断し通知が可能です。――　OFF_OFFLINE（電源オフまたはオフライン）とONLINE。
· OPOS_PR_ADVANCED：　SOは、３種類のすべての電源状態を判断し通知が可能です。――　ONLINE、OFFLINE と OFF。
· PowerStateプロパティ：　判断が可能ならば、SOによって現在の電源状態にセットされます。このプロパティの値は下記のうちのいずれかです。：
· OPOS_PS_UNKNOWN

· OPOS_PS_ONLINE

· OPOS_PS_OFF

· OPOS_PS_OFFLINE

· OPOS_PS_OFF_OFFLINE

· PowerNotifyプロパティ：　StatusUpdateEventsやPowerStateプロパ ティを使用した電源通知機能をイネーブルにするために、アプリケーションがこのプロパティをセットします。このプロパティはデバイスがイネーブルになる前にのみセットが可能です。（すなわちDeviceEnabledがTRUEにセットされる前）
この制限により、アプリケーションに対する悪影響を発生させることなく、電源通知機能の単純な実装が可能となっています。アプリケーションは、電源通知を受けるか否かのいずれかですが、これらの場合について切り換えの仕組みは必要ありません。このプロパティの値は下記のうちのいずれかです。：
· OPOS_PN_DISABLED

· OPOS_PN_ENABLED

DeviceEnabledプロパティと電源通知機能
CapPowerReportingが OPOS_PR_NONE以外の値で、かつ PowerNotifyが OPOS_PN_ENABLEDの場合、下記の記述内容が、DeviceEnabledに追加されます。
· コントロールがDeviceEnabledをFALSEからTRUEに変更すると、　電源状態の監視が開始されます。
· デバイスがONLINEの場合：
· PowerStateはOPOS_PS_ONLINEに設定されます。
· StatusUpdateEventが通知され、そのStatusパラメータはOPOS_SUE_POWER_ONLINEが設定されます。
· デバイスの電源状態がOFF、OFFLINE、OFF_OFFLINEの場合、コントロールはイネーブルはできないと判断し、ResultCodeにOPOS_E_NOHARDWARE、または OPOS_E_OFFLINE を設定します。
しかし、デバイスをイネーブルにできない他の条件がなく、またコントロールがイネーブル要求に対し正常終了を返す場合：
· PowerStateはOPOS_PS_OFF、OPOS_PS_OFFLINE、またはOPOS_PS_OFF_OFFLINEに設定されます。
· StatusUpdateEventが通知され、そのStatusパラメータはOPOS_SUE_POWER_OFF、OPOS_SUE_POWER_OFFLINE、またはOPOS_SUE_POWER_OFF_OFFLINEが設定されます。
· コントロールがDeviceEnabledをTRUEからFALSEに変更すると、　OPOSとしては、コントロールがもはや電源状態の監視は行わないもの、と定義されています。したがって：

PowerStateは、OPOS_PS_UNKNOWNに設定されます。
OPOSコントロールの解説
章の構成

第2章では、共通のプロパティ、イベント、メソッドのインタフェースについて説明します。
後続の章では、以下のOLE for Retail POSのActiveXコントロールについての、インタフェースの説明を行います。
· ドロワー
· ラインディスプレイ
· ハードトータル
· キーロック
· 磁気ストライプリーダ(MSR)

· POSプリンタ
· スキャナ（バーコードリーダ）
· POSキーボード
· コインディスペンサ（第1.2版にて自動釣り銭機に拡張）
· MICR（磁気インクリーダ）
· 秤
· シグニチャ・キャプチャ
· 自動釣り銭機（第1.2版にて追加）
· トーンインジケータ（第1.2版にて追加）
· フィスカルプリンタ（第1.3版にて追加）
· PINパッド（第1.3版にて追加）
· リモートオーダディスプレイ（第1.3版にて追加）
· バンプバー（第1.3版にて追加）
· CAT（第1.4版にて追加）

· ポイントカード機（第1.5版にて追加）

· パワーマネージメント（第1.5版にて追加）

付録A. システムレジストリのOPOS利用について詳細に説明します。

付録B. OPOSヘッダファイルがあります。

付録C. 技術的な詳細説明があります。

付録D. ClaimDeviceおよびReleaseDeviceについて

付録E. 本書の履歴

データの型

以降の説明で用いるパラメータの型と戻り値の型は次のとおりです。
型
意味
BOOL
TRUE（ゼロ以外）とFALSE（ゼロ）を有効値とする整数。


COM IDL型：VARIANT_BOOL(short)。値は VARIANT_TRUE(-1)とVARIANT_FALSE(0)を取ります。


VARIANT型：VT_BOOL

BSTR
文字ストリング。文字列、NUL値（文字列の終了を示す）からなります。


COM IDL型：BSTR（unsigened short*）

VARIANT型：VT_BSTR

BSTR*
文字ストリングのポインタ。


COM IDL型：BSTR*（unsigened short**）

VARIANT型：VT_BYREF | VT BSTR

LONG
32ビット長の整数。


COM IDL型：long

VARIANT型：VT_14

LONG*
32ビット長のポインタ。


COM IDL型：long*

VARIANT型：VT_BYREF | VT_14

CURRENCY
第1.3版以降
通貨値。64ビット長の整数。小数点以下を4桁固定で定義。例えば、整数 “1234567” は
“123.4567” を意味する。


COM IDL型：CURRENCY(union tagCY)

“union tagCY”は、下記のような宣言方法

{

　　struct{ long Hi; long Lo; };

＿　　int64 int64;

};

VARIANT型：VT_CY

CURRENCY*
第1.3版以降
通貨値のポインタ。


COM IDL型：CURRENCY*(union tagCY*)

VARIANT型：VT_BYREF | VT CY

第2章
共通プロパティ、メソッド、イベント
一覧
プロパティ
	名称
	版数
	型
アクセス
	

	AutoDisable
	1.2
	Boolean
R/W
	

	BinaryConversion
	1.2
	Long
R/W
	

	CapPowerReporting
	1.3
	Long
R
	

	CheckHealthText
	1.0
	String
R
	

	Claimed
	1.0
	Boolean
R
	

	DataCount
	1.2
	Long
R
	

	DataEventEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	

	DeviceEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	

	FreezeEvents
	1.0
	Boolean
R/W
	

	OpenResult
	1.5
	Long
R
	

	OutputID
	1.0
	Long
R
	

	PowerNotify
	1.3
	Long
R/W
	

	PowerState
	1.3
	Long
R
	

	ResultCode
	1.0
	Long
R
	

	ResultCodeExtended
	1.0
	Long
R
	

	State
	1.0
	Long
R
	

	
	
	
	

	ControlObjectDescription
	1.0
	String
R
	

	ControlObjectVersion
	1.0
	Long
R
	

	ServiceObjectDescription
	1.0
	String
R
	

	ServiceObjectVersion
	1.0
	Long
R
	

	DeviceDescription
	1.0
	String
R
	

	DeviceName
	1.0
	String
R
	


メソッド
	名称
	版数
	

	Open
	1.0
	

	Close
	1.0
	

	ClaimDevice
	1.0
	

	ReleaseDevice
	1.0
	

	CheckHealth
	1.0
	

	ClearInput
	1.0
	

	ClearOutput
	1.0
	

	DirectIO
	1.0
	


イベント
	名称
	版数
	

	DataEvent
	1.0
	

	DirectIOEvent
	1.0
	

	ErrorEvent
	1.0
	

	OutputCompleteEvent
	1.0
	

	StatusUpdateEvent
	1.0
	


概説
この節では、後続のデバイスカテゴリの多くに共通のプロパティ、イベント、メソッドを示します。
各デバイスクラスの一覧の節では、そのクラスに適用しない共通プロパティ、イベント、メソッドに「適用外」の記載をしています。これらはそのクラスのコントロールには存在しません。
プロパティ
AutoDisableプロパティ　R/W　　　　第1.2版にて追加
形式
BOOL AutoDisable;

説明
このプロパティはイベント駆動入力デバイスに適用されます。これは、入力データの受信を制御するための追加オプションをアプリケーションに提供します。アプリケーションがひとつの入力のみを受信し処理したい場合や、一度に一つの入力のみを受信したい場合、このプロパティをTRUEに設定します。
TRUEの場合、DataEventとして通知されるデータをサービスオブジェクトが受信するとすぐに、DeviceEnabled＝FALSEに設定されます。次の入力が受信できるようにするためには、アプリケーションはDeviceEnabled＝TRUEに設定しなければなりません。
FALSEの場合、サービスオブジェクトはデータ受信時にデバイスを自動的にディセーブルにしません。これは第1.2版より前のOPOSコントロールの動作です。
このプロパティはOpenメソッドによりFALSEに初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティの設定に成功しました。
参照
「OLE for Retail POSコントロール概要」
BinaryConversion プロパティ　R/W　第1.2版にて追加
形式
LONG BinaryConversion;

説明
OPOSはBStringを使用してマルチキャラクタ入力／出力を受け渡します。BStringは安全にテキストデータに使用できます。BstringはアプリケーションとOPOSコントロールの間の受け渡し時に、OLEはUnicodeコードから、またはUnicodeコードへと、言語固有の変換を行います。BStringがバイナリデータの受け渡しに使用される場合、アプリケーションでのBString文字内のデータバイトがコントロールでの対応データと適合しない時は、これらの変換はデータを変更する場合があります。 Unicodeコードキャラクタがアプリケーションやコントロールに渡される時、各コンポーネントの言語固有の違いが誤解釈を引き起こすため、この不適合はBStringポインタが使用されている場合にも起こり得ます。（これは、MBCSコードページ932を使用してる日本語で報告されましたが、他の言語でも起こり得ます。）
0x00から0x7Fまでの文字は言語固有の変換という心配もなく引き渡されます。0x80から0xFFまでの文字のみが時々不正な変換を引き起こします。
本仕様書では、BinaryConversionに影響されるプロパティとメソッドのパラメータについては、各々のプロパティとメソッドの説明箇所に、以下の行が記述されています。
このデータのフォーマットはBinaryConversionプロパティの値に依存します。詳細はBinaryConversionプロパティを参照してください。
BinaryConversionの値は以下の通りです。
値






意味
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
OPOS_BC_NONE

データは変換されずにBstring一文字は1バイトで格納されます。（これはデフォルトで、第1.2版より前のOPOSサービスオブジェクトの動作です。）
OPOS_BC_NIBBLE
各バイトは二つの文字に変換されます。（このオプションでバイナリとASCII文字間の最速変換ができます。）
各データバイトは以下のように変換されます。　　第一文字＝0x30＋データバイトの7-4ビット　　　第二文字＝0x30＋データバイトの3-0ビット
例：バイト値154=0x9Aは文字0x39 0x3A（文字列”9:”）の文字に変換されます。この変換方法は、バイト値154=0x9Aをコード0x39 0x41（文字列の”9A”）の文字に変換する、一般的な16進値のASCII文字変換とは異なります。
OPOS_BC_DECIMAL
各バイトは三つの文字に変換されます。（このオプションでVisual Basicやそれに似た言語用にバイナリとASCII文字間の最も簡単な変換ができます。）
VAL（string）はASCIIからバイナリへ変換するために各３文字で使用されます。各バイトから3つのASCII文字を作成するためにRIGHT(“^^”+STR(byte),3)が使用され、’^’はスペース文字を表します。
例１：バイト値154=0x9Aは、文字0x31 0x35 0x34になります（＝文字列”154”）。
例２：バイト値8は、文字0x30 0x30 0x38になります（＝文字列”008”）。
サービスオブジェクトに必要な事項は以下の通りです。
（１）サービスオブジェクトがASCIIからバイナリへ変換する時は、STR（byte）は先行スペースを作成するので、先行スペースまたはASCIIゼロを用意しておかなければなりません。(例えば、アプリケーションは”^^8^27”を受け渡すとき、’^’はスペース文字を表し、8（0x08）と27（0x1B）の２つのバイトと解釈されます．）
（２）サービスオブジェクトがバイナリからASCIIに変換する時は、常に各バイトを正確に三つのASCII10進文字（0x30から0x39の範囲で）に変換しなければなりません。
BinaryConversion設定時（OPOS_BC_NONEでない場合）で、プロパティやメソッドパラメータがBinaryConversionの指定が適用される場合は、アプリケーションに以下の義務があります。
· プロパティの設定とメソッドパラメータの受け渡し前に、文字列データをBinaryConversion値に指定されたフォーマットに変換する。
· プロパティの設定とメソッドパラメータの受け取り後に、文字列データをBinaryConversion値に指定されたフォーマットから変換する。
よりよく理解するための変換の指針として、データの流れが入力モデルか出力モデルかに従うこと。出力モデルならば、アプリケーションは、上記の前者の義務を守ること。入力モデルならば、上記の後者の義務を守ること。

このプロパティはOpenメソッドによりOPOS_BC_NONEに初期化されます。

戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
　　　　　　　　　　　　　　　　　
OPOS_SUCCESS
プロパティの設定に成功しました。
OPOS_E_ILLEGAL
不正な値が指定されました。
CapPowerReporting プロパティ
第1.3版にて追加
形式
LONG CapPowerReporting;
説明
デバイスの通知能力を識別します。
電源通知能力を示す値は下記のとおりです。
値
意味
　　　　　　　　　　　　　　　　　
OPOS_PR_NONE
SOはデバイスの電源状態の判断ができません。よって、電源通知機能は機能しません。
OPOS_PR_STANDARD
SOは、２種類の電源状態を判断し通知が可能です。――　OFF_OFFLINE（電源オフまたはオフライン）とONLINE。
OPOS_PR_ADVANCED
SOは、３種類のすべての電源状態判断し通知が可能です。――　ONLINE、OFFLINE と OFF。
このプロパティはOpenメソッドにより初期化されます。
参照
「デバイス電源通知モデルについて」、PowerStateプロパティ、PowerNotifyプロパティ
CheckHealthText プロパティ
形式
BSTR CheckHealthText;
説明
直前に呼び出したCheckHealthメソッドの結果を保持します。以下に診断結果の例を示します。
· “Internal HCheck: Successful”

· “External HCheck: Not Responding”

· “Interactive HCheck: Complete”

最初のCheckHealthメソッド呼び出し以前にはこの値は初期化されません。
参照
CheckHealthメソッド
Claimed プロパティ
形式
BOOL Claimed;
説明
TRUE：デバイスの排他アクセス権が獲得されています。
FALSE：デバイスはほかのアプリケーションと共有できるよう解放されています。
多くの場合、デバイスの排他アクセス権を獲得した後で、メソッドやプロパティへのアクセス、イベントの発生が可能となります。
Claimedプロパティの値はOpenメソッドによってFALSEに初期化されます。
参照
「OLE for Retail POSコントロール概要」、「デバイス共有モデルについて」、ClaimDeviceメソッド、ReleaseDeviceメソッド
ControlObjectDescription プロパティ
形式
BSTR ControlObjectDescription;
説明
コントロールオブジェクトとそれを製造している会社を示す文字列です。
このプロパティでコントロールオブジェクトを識別します。
このプロパティはいつでも読取り可能です。
参照
ControlObjectVersionプロパティ
ControlObjectVersion プロパティ
形式
LONG ControlObjectVersion;
説明
コントロールオブジェクトバージョン番号
このプロパティはコントロールオブジェクトバージョン番号を保持します。次の3つのバージョンレベルがあります。
バージョンレベル
説明
メジャー
百万の位
デバイスクラスに対してOPOSメジャーバージョンレベルを変更すると、かなりのインタフェース拡張が行われ、古くなったインタフェースのサポートを前メジャーバージョンレベルから削除します。
マイナ
千から十万までの位
デバイスクラスに対してOPOSマイナバージョンレベルを変更すると、多少のインタフェース拡張が行われ、このメジャーバージョンレベルでの前インタフェースのスーパーセットを提供しなければなりません。
ビルド
一から百までの位
コントロールオブジェクトディベロッパが設定する内部レベルです。COインプリメントに修正を行うと更新されます。
バージョン番号の例を次に示します。

1002038

この値はバージョン"1.2.38"として表示され、コントロールオブジェクトのメジャーバージョンが1、マイナバージョンが2、ビルドが38を意味します。
このプロパティはいつでも読取り可能です。
参照
ControlObjectDescriptionプロパティ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　備考　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デバイスクラスのコントロールオブジェクトは、メジャーバージョン番号がサービスオブジェクトのメジャーバージョン番号と一致する限り、そのクラスのサービスオブジェクトとともに動作
します。メジャーバージョン番号が一致するけれども、コントロールオブジェクトのマイナーバージョン番号がサービスオブジェクトのマイナーバージョン番号より大きい場合は、コントロールオブジェクトはサービスオブジェクトのリリース版では、サポートされていないいくつかの新しいメソッドやプロパティをサポートしている場合があります。
以下の規定は、コントロールオブジェクトのリリースでサポートされていて、サービスオブジェクトの旧リリースではサポートされていないAPIに適応します。
· サポートされていないプロパティの読み取り：コントロールオブジェクトはプロパティの初期化されていない値を返します。（初期化されていないプロパティのデフォルト値は「メソッドとプロパティの使い方」の項を参照願います。）
· サポートされていないプロパティの書き込み：コントロールオブジェクトは次のように返しますが、サポートされていないプロパティの書き込みやメソッド呼び出しが行われたことを認識しなければなりません。
アプリケーションがResultCodeプロパティを読み取る場合、コントロールオブジェクトはOPOS_E_NOSERVICEの値を返さなければなりません（サービスオブジェクトから現在のResultCodeを読み込むのではなく）。ResultCodeが、次のプロパティ書き込みやメソッド呼び出しで設定されるまで、本処理を行わなければなりません。
· サポートされていないメソッドの呼び出し：コントロールオブジェクトはOPOS_E_NOSERVICEの値を返します。しかし、サポートされていないプロパティの書き込みやメソッド呼び出しが行われたことを認識しなければなりません。
アプリケーションがResultCodeプロパティを読み取る場合、コントロールオブジェクトは、OPOS_E_NOSERVICEの値を返さなければなりません（サービスオブジェクトから現在のResultCodeを読み込むのではなく）。ResultCodeが、次のプロパティ書き込みやメソッド呼び出しで設定されるまで、本処理を行わなければなりません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

DataCountプロパティ　　　　　第1.2版にて追加
形式
LONG DataCount；
説明
コントロールでキューイングされているDataEventの数が入っています。
アプリケーションは、 DataCountを参照することにより保留されているデバイスからの入力の有無を確認できます。保留されている入力は、アプリケーションが他の処理中であったり、イベントが凍結していたりなどの原因でまだイベント通知が発行されていません。
このプロパティはOpenメソッドによりゼロに初期化されます。
参照
「入力モデルについて」、DataEventイベント
DataEventEnabled プロパティ  R/W

形式
BOOL DataEventEnabled;
説明
TRUE：入力データを受信するとすぐにDataEventが通知されます。TRUEに変更すると、入力データがすでにバッファリングされていれば、DataEventが即座に通知されます。（ただし、「即座の」通知を遅らせる他の条件もあることに注意が必要です。もし、FreezeEventsがTRUEか、またはアプリケーションで他のイベントを既に処理中の場合、DataEventは状況が変化するまでSO内にキューイングされたままの状態となります。）
FALSE：後でアプリケーションに送れるよう、入力データはバッファリングされます。また、入力エラーが発生しても、DataEventEnabledがFALSEの間、ErrorEventは通知されません。
このプロパティはOpenメソッドによってFALSEに初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティの設定に成功しました。
参照
「入力モデルについて」、DataEventイベント
DeviceDescription プロパティ
形式
BSTR DeviceDescription;
説明
デバイスを識別する文字列です。
このプロパティは、デバイスとそれに関連する情報を示します。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
参照
DeviceNameプロパティ
DeviceEnabled プロパティ  R/W

形式
BOOL DeviceEnabled;
説明
TRUE：デバイスはイネーブルにされています（動作状態です）。TRUEに変更するとイネーブルにされます。
FALSE：デバイスはディセーブルにされています。FALSEに変更すると、可能ならば物理的にディセーブルにされます。後続の入力は廃棄され、出力動作を行うことはできません。
このプロパティを変更しても、普通、物理的には出力デバイスに影響しません。しかし、整合性を保つため、出力デバイスを使用する前に、アプリケーションがこのプロパティをTRUEに設定しなければなりません。
第1.3版以降：DeviceEnabledがTRUEの間、デバイスの電源状態が通知されます。
詳細は「デバイス電源通知モデルについて」を参照して下さい。
このプロパティはOpenメソッドによりFALSEに初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティの設定に成功しました。
OPOS_E_NOTCLAIMED
排他使用デバイスをイネーブルにするには、その前に排他アクセス権を獲得しなければなりません。
その他の値
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
「OLE for Retail POSコントロール概要」
DeviceName プロパティ
形式
BSTR DeviceName;
説明
デバイスを識別する文字列です。
このプロパティは、デバイスとそれに関連する情報を示します。DeviceDescriptionの短縮バージョンで、30文字までに制限されています。
DeviceNameは、通常、アプリケーションのメッセージボックスにデバイスを識別する時に、DeviceDescriptionの文字列では長すぎる場合に使用します。
このプロパティはOpenメソッドにより初期化されます。
参照
DeviceDescriptionプロパティ
FreezeEvents プロパティ  R/W

形式
BOOL FreezeEvents;
説明
TRUEの場合、コントロールがイベントを通知しないよう、アプリケーションがリクエストしています。凍結が解除されるまで、イベントはコントロールが保持します。
FALSEの場合、アプリケーションにイベントを通知できます。凍結されていた間に保持されたイベントは、FreezeEventsをFALSEに変更すると、そのイベントが通知されます。

イベントによる割り込みが望ましくないコードシーケンスに対して、アプリケーションはイベントの凍結を選択できます。
このプロパティはOpenメソッドによりFALSEに初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このプロパティの設定に成功しました。
OpenResult 　プロパティ
第1.5版にて追加
形式　　　LONG OpenResult;
説明
最新のOpenメソッドでの結果を保持しています。
OpenResultの値は下記。
値
意味
OPOS_SUCCESS
オープンが成功しました。
OPOS_OR_ALREADYOPEN
コントロールはすでにオープンされています。
OPOS_OR _REGBADNAME
レジストリに指定したデバイス名称キーが存在しません。
OPOS_OR _REGPROGID
デバイス名キーのデフォルト値が読めないか、そこに保持されたプログラマティクIDを有効なクラスIDに変換できませんでした。
OPOS_OR _CREATE
サービスオブジェクトインスタンスを生成できなかったか、IDispatchインターフェースを取得できませんでした。
OPOS_OR _BADIF
サービスオブジェクトは指定版数で要求されるひとつ、もしくはひとつ以上のメソッドをサポートしていません。
OPOS_OR _FAILEDOPEN
サービスオブジェクトはオープン呼び出しでエラーのステータスを返しました、しかしながらそれ以上の定義されたエラーコードを返しませんでした。
OPOS_OR _BADVERSION
サービスオブジェクトのメジャーバージョンはコントロールオブジェクトのメジャーバージョンに適合していません。

以下の値は、サービスオブジェクトがオープン呼び出しでエラーコードを返した時に返されます。サービスオブジェクトは、利用可能ならこれらの内の一つを返すか、その他の値を定義するかを選択します。（サービスオブジェクトがこれらの値をどのように返すかの詳細は、Control Programmer's Guide のGetOpenResultの記述を参照。サービスオブジェクトがGetOpenResultを実装していなければ、OpenResultはOPOS_OR_FAILEDOPENを返します。）

OPOS_ORS_NOPORT
サービスオブジェクトは、Open処理の間にI/Oポート（例えば、RS232Cポート）にアクセスしようとしましたが、DeviceNameに対応するポートが無効もしくはアクセス不可です。

一般的な規則として、SOは、DeviceEnabledプロパティがTRUEに設定されるまで、物理デバイスへのアクセスを差し控えるべきです。しかし、なんらかの場合、オープンでなんらかのアクセスが必要になるかもしれません。例えば、デバイスタイプを動的に決定してDeviceNameとDeviceDescriptionプロパティを設定するためなどです。

OPOS_ORS _NOTSUPPORTED
サービスオブジェクトは指定されたデバイスをサポートしていません。

SOは、オープンしている時に、デバイスを制御できるかどうか判定します。この判定は、デバイスに対するレジストリ内容の点検や、オープン処理での動的な問い合わせなどによりおこなわれるでしょう。
OPOS_ORS _CONFIG
構成情報エラー。

通常、これはレジストリの不完全な設定で発生します。そのため、デバイスをオープンするための十分な、もしくは有効なデータをSOが得ることができなかったからです。
OPOS_ORS _SPECIFIC
この値より大きなエラー値はサービスオブジェクト固有のエラーです。

上記のリターン値を適用できないなら、SOはその他のOpenResult値を定義します。これらの値はサービスオブジェクト固有であり、以下のケースで有用です。


1) アプリケーションが、デバッグまたはテストする際に、これらのエラーをログ、もしくはレポートする。

 
2) エラー条件をレポートしたり、エラーの回復を行うために、アプリケーションがSO固有のロジックを追加する。

このプロパティはOpenメソッドで初期化されます。
OutputID プロパティ
形式
LONG OutputID;
説明
直前に開始した非同期出力の識別子を保持します。
メソッドが非同期出力の開始に成功すると、コントロールはリクエストに識別子を割り当てます。出力が完了すると、OutputCompleteEventを通知して、その出力IDをパラメータとして渡します。
出力ID番号は、コントロールによって割り当てられ、未処理非同期出力の出力の中でユニークであることが保証されます。IDについてその他のことは規定されません。
参照
「出力モデルについて」、OutputCompleteEventイベント
PowerNotify プロパティ　　R/W
第1.3版にて追加
形式
LONG PowerNotify;
説明
アプリケーションから設定された電源通知機能のタイプです。
電源通知機能を示す値は下記のとおりです。
値
意味
　　　　　　　　　　　　　　　　　
OPOS_PN_DISABLED
コントロールはアプリケーションに対していかなる電源通知をも提供しません。電源通知に関するStatusUpdateEventsは通知されず、またPowerStateプロパティにも何も設定されません。
OPOS_PN_ENABLED
DeviceEnabledがTRUEに設定されると、コントロールは電源通知に関するStatusUpdateEventsの通知、PowerStateプロパティの更新が行われます。機能レベルは、CapPowerReportingの値に依存します。
PowerNotifyプロパティは、デバイスがディセーブルの間、すなわちなDeviceEnabledプロパティがFALSEの間のみ設定が可能です。
このプロパティはOpenメソッドによりOPOS_PN_DISABLEDに初期化されます。この設定により、OPOSの従来バージョンとの互換性を保ちます。


戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいすれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このプロパティの設定に成功しました。
OPOS_E_ILLEGAL
次のいずれかが発生しました：
· デバイスは既にイネーブル。
· PowerNotify = OPOS_PN_ENABLED だが
CapPowerReporting = OPOS_PR_NONE

その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
「デバイス電源通知モデルについて」、CapPowerReportingプロパティ、PowerStateプロパティ
PowerState プロパティ
第1.3版にて追加
形式
LONG PowerState;
説明
判断が可能であれば、現在のデバイスの電源状態が設定されます。
電源状態を示す値は下記のとおりです。
値
意味
　　　　　　　　　　　　　　　　　
OPOS_PS_UNKNOWN
下記の理由のいずれかにより、デバイスの電源状態の判断ができません。
· CapPowerReporting = OPOS_PR_NONE、　デバイスは電源通知機能をノンサポート。
· PowerNotify = OPOS_PN_DISABLED、　　電源通知機能がディセーブル。
· DeviceEnabled = FALSE、電源状態監視はデバイスがイネーブルになるまで動作せず。
OPOS_PS_ONLINE
デバイスは電源オンでかつレディ状態です。CapPowerReporting = OPOS_PR_STANDARD、または、OPOS_PR_ADVANCED の場合、この値が返されます。
OPOS_PS_OFF
デバイスは電源オフ、または本体に接続されていません。
CapPowerReporting = OPOS_PR_ADVANCEDの場合のみ、この値が返されます。
OPOS_PS_OFFINE
デバイスは電源オンですが、ノットレディ状態か要求に対する応答が不可能状態です。
CapPowerReporting = OPOS_PR_ADVANCEDの場合のみ、この値が返されます。
OPOS_PS_OFF_OFFLINE
デバイスは電源オフ、またはオフライン状態です。
CapPowerReporting = OPOS_PR_STANDARDの場合のみ、この値が返されます。
 

このプロパティはOpenメソッドによりOPOS_PS_UNKNOWNに初期化されます。PowerNotifyがイネーブルにセットされ、DeviceEnabledがTRUEの場合、このプロパティはSOが検出した電源状態の検出に従い更新されます。
参照
「デバイス電源通知モデルについて」、CapPowerReportingプロパティ、PowerNotifyプロパティ
ResultCode プロパティ
形式
LONG ResultCode;

説明
このプロパティは各メソッドが設定します。書込み可能プロパティを設定したときも設定されます。
このプロパティはいつでも読取り可能です。Openメソッドを呼び出すまでは、値OPOS_E_CLOSEDを戻します。
特定のエラーに対し、下記の結果コードの内、ひとつ以上が有効であると考えられます。そのような展開でのエラー報告の優先順位は下記の通りです。 

· OPOS_E_CLAIMED

· OPOS_E_NOTCLAIMED

· OPOS_E_DISABLED

結果コードの値は次のとおりです。
値
意味
OPOS_SUCCESS
正常動作。
OPOS_E_CLOSED
クローズされているデバイスにアクセスしようとしました。
OPOS_E_CLAIMED
別のプロセスが排他アクセスしているデバイスにアクセスしようとしました。このアクセスを行えるには、その前に別のプロセスが排他アクセス権を解放しなければなりません。排他使用デバイスの場合、アプリケーションがデバイスの排他アクセス権を獲得していないと、アクセスができません。
OPOS_E_NOTCLAIMED
メソッドまたはプロパティ設定処理を使用する前に、排他アクセス権の獲得をしなければならない排他使用デバイスにアクセスしようとしました。デバイスを別のプロセスがすでに排他アクセスしている場合には、ステータスOPOS_E_CLAIMEDが戻されます。
OPOS_E_NOSERVICE
コントロールがサービスオブジェクトと通信できません。おそらく、セットアップエラーかコンフィギュレーションエラーを修正しなければなりません。
OPOS_E_DISABLED
デバイスをディセーブルしているときには動作を実行できません。
OPOS_E_ILLEGAL
デバイスに無効な動作か、サポートされていない動作を実行しようとしたか、無効なパラメータ値を使用しました。
OPOS_E_NOHARDWARE
デバイスをシステムに接続していないか、電源が入っていません。
OPOS_E_OFFLINE
デバイスがオフラインです。
OPOS_E_NOEXIST
ファイル名（またはほかの指定値）が存在していません。
OPOS_E_EXISTS
ファイル名（またはほかの指定値）がすでに存在しています。
OPOS_E_FAILURE
デバイスがシステムに接続され、電源が入っていて、オンラインですが、リクエストされた処理をデバイスが実行できません。
OPOS_E_TIMEOUT
デバイスからの応答を待ち合わせていたサービスオブジェクトがタイムアウトしたか、サービスオブジェクトからの応答を待ち合わせていたコントロールがタイムアウトしました。
OPOS_E_BUSY
現在のSOの状態は、この要求を受け付けられません。例えば、非同期出力が実行中の場合、いくつかのメソッドは受け付けられません。
OPOS_E_EXTENDED
クラス固有エラー状態が発生しました。ResultCodeExtendedプロパティでエラー状態コードを確認できます。
参照
「ステータス、結果コード、状態モデル」
ResultCodeExtended プロパティ
形式
LONG ResultCodeExtended;

説明
ResultCodeがOPOS_E_EXTENDEDの場合、このプロパティにデバイスクラスの説明で記述されているクラス固有のエラー情報値が設定されます。
ResultCodeが別の値の場合、サービスオブジェクトがSO固有の値をこのプロパティに設定できます。これらの値に意味があるのは、アプリケーションがSO固有の値を追加して処理する場合だけです。
参照
ResultCodeプロパティ
ServiceObjectDescription プロパティ
形式
BSTR ServiceObjectDescription;

説明
デバイスをサポートしているサービスオブジェクトと、そのデバイスを製造している会社を示す文字列です。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
ServiceObjectVersion プロパティ
形式
LONG ServiceObjectVersion;

説明
サービスオブジェクトバージョン番号
このプロパティはサービスオブジェクトバージョン番号を保持します。次の3つのバージョンレベルがあります。
バージョンレベル
説明
メジャー
百万の位です。
デバイスクラスに対してOPOSメジャーバージョンレベルを変更すると、かなりのインタフェース拡張が行われ、古くなったインタフェースのサポートを前メジャーバージョンレベルから削除します。
マイナ
千から十万までの位です。
デバイスクラスに対してOPOSマイナバージョンレベルを変更すると、多少のインタフェース拡張が行われ、このメジャーバージョンレベルでの前インタフェースのスーパーセットを提供しなければなりません。
ビルド
一から百までの位.です。
サービスオブジェクトディベロッパが設定する内部レベル。SOインプリメントに修正を行うと更新されます。
バージョン番号の例を次に示します。

1002038

この値はバージョン"1.2.38"として表示され、サービスオブジェクトのメジャーバージョンが1、マイナバージョンが2、ビルドが38であることを意味します。
このプロパティはOpenメソッドによって初期化されます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　備考　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デバイスクラスのサービスオブジェクトは、メジャーバージョン番号がコントロールオブジェクトのメジャーバージョン番号と一致する限り、そのクラスのコントロールオブジェクトとともに動作します
。メジャーバージョン番号が一致するけれども、サービスオブジェクトのマイナーバージョン番号がコントロールオブジェクトのマイナーバージョン番号より大きい場合は、サービスオブジェクトはコントロールオブジェクトの該リリース版では、アクセスできない、いくつかの新しいメソッドやプロパティをサポートしている場合があります。
アプリケーションがそれらの機能を使用するためには、サービスオブジェクトに対応するコントロールオブジェクトに更新する必要があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
State プロパティ
形式
LONG State;

説明
コントロールの現在の状態を示します。
値
意味
OPOS_S_CLOSED
コントロールはクローズしています。
OPOS_S_IDLE
コントロールは正常な状態にあり、ビジーではありません。
OPOS_S_BUSY
コントロールは正常な状態にあり、出力を実行しているためビジーです。
OPOS_S_ERROR
エラーが報告され、通常のI/Oが再開できるには、その前にアプリケーションがコントロールを正常な状態に戻さなければなりません。
このプロパティはいつでも読取り可能です。
参照
「ステータス、結果コード、状態モデル」
メソッド
CheckHealth メソッド
形式
LONG CheckHealth (LONG Level);
Levelパラメータは、デバイスで実行するヘルスチェックのタイプを示します。以下の値を指定できます。
値
意味
OPOS_CH_INTERNAL
デバイスを物理的に使用しないヘルスチェックを実行します。デバイスを内部テストで可能なだけテストします。
OPOS_CH_EXTERNAL
デバイスを使用して完全なテストを実行します。たとえば、パターンをプリンタに印刷できます。
OPOS_CH_INTERACTIVE
デバイスとの対話テストを実行します。サポートするサービスオブジェクトは、通常、モーダルダイアログボックスを表示して、テストオプションと結果を示します。
説明
デバイスの状態をテストするときに呼び出します。
このメソッドの結果はCheckHealthTextプロパティに格納されます。
CheckHealthメソッドは常に同期です。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
ヘルスチェックプロシージャが適切に開始されたことを示し、確認できた場合、デバイスが正常であることを示します。しかし、多くのデバイスでは、正常かどうかはテスト結果を見ないと決定できません。
OPOS_E_ILLEGAL
指定されたヘルスチェックレベルをサービスオブジェクトがサポートしていません。
OPOS_E_BUSY
出力が進行中の間、実行できません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
「OLE for Retail POSコントロール概要」、CheckHealthTextプロパティ
ClaimDevice メソッド
第1.5版にて名称変更
形式
LONG ClaimDevice (LONG Timeout);

Timeoutパラメータは、排他アクセス権を獲得するまでの最大待ち時間（ミリ秒単位）を示します。ゼロの場合、メソッドはデバイスの排他アクセスが獲得できなかった場合でも、その結果を直ちに戻します。
OPOS_FOREVER(-1)が設定されている場合は、メソッドは排他アクセス権が獲得できるまで必要なだけ待ちます。
説明
デバイスに対して排他アクセスを要求するときに、このメソッドを呼び出します。多くのデバイスは、まずアプリケーションが排他アクセス権を獲得して、それからデバイスを使用しなければなりません。
成功すると、ClaimedプロパティはTRUEに設定されます。
第1.0 – 1.4版

第1.5版より前では、このメソッド名称はClaimです。
第1.5版以降
アーリーバウンドアプリケーションはClaimDeviceを使用しなくてはなりません。レイトバウンドアプリケーションとの互換性のため、コントロールオブジェクトのIDispatchインタフェースはClaimDeviceとClaimの両者をサポートします。1.5版対応のアプリケーションはClaimではなくClaimDeviceを使用することを推奨します。
アーリーバウンドアプリケーションは、アプリケーション開発時に、クラスID、インタフェースID、メソッド、プロパティ、イベントをコールするための詳細を読み取ることを要求します。これにより、メソッドやプロパティの呼び出し、およびイベント受理をスタティックな手順で構築できます。Microsoft Visual C++、Visual Basic、さらにほとんどのコンパイル言語は、アーリーバインディングをサポートします。

レイトバウンドアプリケーションは実行時に詳細を読み込むことを要求します。メソッドやプロパティの呼び出しに、イベント受理を加えた実行手順をダイナミックに構築します。レイトバインディングは多くのコンパイル言語で実装されていますが、プログラマーに付加的な作業、特にイベント受理処理を要求することがあります。

戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
排他アクセスが認められました。ClaimedプロパティはTRUEになっています。このアプリケーションがすでにデバイスを排他アクセスしていた場合も戻されます。
OPOS_E_ILLEGAL
このデバイスを排他アクセス用に占有することはできません。または、無効なTimeoutパラメータが指定されています。
OPOS_E_TIMEOUT
別のアプリケーションがデバイスに排他アクセスしていて、解放されるのを待っていたがTimeout時間（ミリ秒単位）が過ぎました。
参照
「デバイス共有モデルについて」、ReleaseDeviceメソッド
ClearInput メソッド
形式
LONG ClearInput ();

説明
バッファリングされているデバイス入力をすべてクリアするときに呼び出します。
保留になっていたデータイベントや入力エラーイベント（ DataEventEnabledがTRUEに、FreezeEventsをFALSEに設定されるのを待ち合わせている。）はクリアされます。
戻り値
次の値が戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
入力がクリアされました。
OPOS_E_CLAIMED
デバイスは他のプロセスにより排他アクセスされています。
OPOS_E_NOTCLAIMED 
本メソッドの実行前にデバイスの排他アクセス権を獲得する必要があります。
参照
「入力モデルについて」
ClearOutput メソッド
形式
LONG ClearOutput ();
説明
バッファリングされているデバイス出力をすべてクリアするときに呼び出します。また、可能ならば、処理中の出力も停止します。
保留になっていた出力エラーイベント（FreezeEventsがFALSEに設定されるのを待ち合わせている。）もクリアされます。
戻り値
次の値が戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
出力がクリアされました。
OPOS_E_CLAIMED
デバイスは他のプロセスにより排他アクセスされています。
OPOS_E_NOTCLAIMED 
本メソッドの実行前にデバイスの排他アクセス権を獲得する必要があります。
参照
「出力モデルについて」
Close メソッド
形式
LONG Close ();
説明
デバイスとそのリソースを解放するときに呼び出します。
DeviceEnabledプロパティがTRUEの場合、まずデバイスがディセーブルにされます。
ClaimedプロパティがTRUEの場合、まずデバイスの排他アクセスが解除されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
デバイスがディセーブルにされ、クローズしました。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
「OLE for Retail POSコントロール概要」、Openメソッド
DirectIO メソッド
形式
LONG DirectIO (LONG Command, LONG* pData, BSTR* pString);
パラメータ
説明
Command
コマンド番号。サービスオブジェクトが割り当てた特定値です。
pData
数値データのポインタ。値はコマンド番号とサービスオブジェクトによって変化します。
pString
文字列データのポインタ。値はコマンド番号とサービスオブジェクトによって変化します。このデータのフォーマットはBinaryConversionプロパティの値に依存します。詳細はBinaryConversionプロパティを参照してください。
説明
サービスオブジェクトと直接通信するときに呼び出します。
このメソッドにより、標準コントロールオブジェクトではサポートしていないデバイスクラスの機能を、サービスオブジェクトがアプリケーションに提供できるようになります。サービスオブジェクトによるコマンドの定義に応じて、このメソッドは同期にも非同期にもなります。
DirectIOを使用するとアプリケーションの移植性がなくなります。しかし、アプリケーションは、条件コード内でDirectIOを実行することによって、移植性を維持できます。条件コードは、ServiceObjectDescription、DeviceDesciription、またはDeviceNameプロパティの値に基づきます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
DirectIOが成功しました。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
DirectIOEventイベント
Open メソッド
形式
LONG Open (BSTR DeviceName);
DeviceNameパラメータは、オープンするデバイス名を指定します。
説明
デバイスをオープンするときに呼び出します。
デバイス名は、このコントロールオブジェクトがサポートするデバイスのどれを使用するかを指定します。DeviceNameはこのデバイスクラスのシステムレジストリに存在しなければなりません。デバイス名と物理デバイスの関係は、オペレーティングシステムレジストリ内のエントリで決まります。これらのエントリはベンダが提供するセットアップユーティリティかコンフィギュレーションユーティリティが更新します。（付録Ａ「OPOSレジストリの利用法」を参照してください。）
Openメソッドが成功すると、Claimed、DeviceEnabled、DataEventEnabled、FreezeEventsのプロパティと、OPOSコピーライト記述およびバージョン番号が設定されます。その他のクラス固有プロパティも初期化されます。
第1.5版以降
OpenResultプロパティの値はOpenメソッドで設定されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
オープンに成功しました。
OPOS_E_ILLEGAL
該当のコントロールはすでにオープンしています。
OPOS_E_NOEXIST
指定されたDeviceNameが見つかりません。
OPOS_E_NOSERVICE
対応するサービスオブジェクトに接続できません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　備考　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Openメソッド実行後のResultCodeプロパティの値は、次の２つのケースでは、Openメソッドの戻り値と異なります。
1.  コントロールがクローズしておりOpenメソッドが失敗した時： ResultCodeプロパティは、OPOS_E_CLOSEDのままとなる。　
2.  コントロールが既にオープンされている時： Openメソッドの戻り値は、OPOS_E_ILLEGALとなりますが、 ResultCodeプロパティ値は、 Openメソッド実行前の値を保持しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
参照
「OLE for Retail POSコントロール概要」、Closeメソッド
ReleaseDevice メソッド
第1.5版にて名称変更
形式
LONG ReleaseDevice ();

説明
デバイスの排他アクセスを解除するときにこのメソッドを呼び出します。
DeviceEnabledプロパティがTRUEで排他デバイスならば、デバイスはディセーブルにされます。（共有可能デバイスの場合、ReleaseDeviceはデバイスのイネーブル状態に影響を与えません。）
第1.0 – 1.4版

第1.5版より前では、このメソッド名称はReleaseです。
第1.5版以降
アーリーバウンドアプリケーションはReleaseDeviceを使用しなくてはなりません。レイトバウンドアプリケーションとの互換性のため、コントロールオブジェクトのIDispatchインタフェースはReleaseDeviceとReleaseの両者をサポートします。1.5版対応のアプリケーションはReleaseではなくReleaseDeviceを使用することを推奨します。
アーリーバウンドアプリケーションは、アプリケーション開発時に、クラスID、インタフェースID、メソッド、プロパティ、イベントをコールするための詳細を読み取ることを要求します。これにより、メソッドやプロパティの呼び出し、およびイベント受理をスタティックな手順で構築できます。Microsoft Visual C++、Visual Basic、さらにほとんどのコンパイル言語は、アーリーバインディングをサポートします。

レイトバウンドアプリケーションは実行時に詳細を読み込むことを要求します。メソッドやプロパティの呼び出しに、イベント受理を加えた実行手順をダイナミックに構築します。レイトバインディングは多くのコンパイル言語で実装されていますが、プログラマーに付加的な作業、特にイベント受理処理を要求することがあります。

戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
排他アクセスが解除されました。ClaimedプロパティはFALSEになります。
OPOS_E_ILLEGAL
アプリケーションは該当のデバイスへの排他アクセス権を持っていません。
参照
「デバイス共有モデルについて」、ClaimDeviceメソッド
イベント
DataEvent イベント
形式
void DataEvent (LONG Status);
Statusパラメータには入力ステータスが入ります。その値はコントロールに応じて異なり、入力のタイプや特性を示します。
説明
デバイスからアプリケーションへ、データの入力が行われたことを示すために通知されます。DataEventEnabledプロパティはFALSEとなり、アプリケーションがこのプロパティをTRUEに戻すまで、データイベントはそれ以上発生しません。実際の入力データはデバイス固有プロパティに格納されます。
データ受信時にDataEventEnabledがFALSEであった場合、データは内部OPOSバッファで待ち合わされ、デバイス固有入力データプロパティは更新されず、イベントも通知されません。（このプロパティがTRUEに戻されたときに、待ち合わされている入力データがあり、FreezeEventsプロパティがFALSEであれば、直ちにイベントの通知が行われます。）
参照
「入力モデルについて」、DataEventEnabledプロパティ、FreezeEventsプロパティ
DirectIOEvent イベント
形式
void DirectIOEvent (LONG EventNumber, LONG* pData, BSTR* pString);
パラメータ
説明
EventNumber
イベント番号。サービスオブジェクトが割り当てた特定値です。
pData
数値データのポインタ。イベント番号とサービスオブジェクトで変化する特定値です。
pString
文字列のポインタ。イベント番号とサービスオブジェクトで変化する特定値です。このデータのフォーマットはBinaryConversionプロパティの値に依存します。詳細はBinaryConversionプロパティを参照してください。
説明
アプリケーションと直接通信するために、サービスオブジェクトが通知します。
このイベントにより、コントロールオブジェクトではサポートされないイベントを、サービスオブジェクトがアプリケーションに提供することが可能となります。
参照
DirectIOメソッド
ErrorEvent イベント
形式
void ErrorEvent (LONG ResultCode, LONG ResultCodeExtended,
LONG ErrorLocus, LONG* pErrorResponse);
パラメータ
説明
ResultCode
エラーイベントが生じた原因を示すコードです。値についてはResultCodeの項を参照してください。
ResultCodeExtended
エラーイベントが生じた原因を示す拡張コードです。値についてはResultCodeExtendedの項を参照してください。
ErrorLocus
エラーの位置です。下記の値を参照してください。
pErrorResponse
エラーイベント応答のポインタです。下記の値を参照してください。
ErrorLocus パラメータの値は次のいずれかです。
値
意味
OPOS_EL_OUTPUT
非同期出力を処理しているときにエラーが発生しました。
OPOS_EL_INPUT
イベント駆動入力で、入力データ処理をしているときにエラーが発生しました。入力データは利用できません。
OPOS_EL_INPUT_DATA
イベント駆動入力で、入力データ処理をしているときにエラーが発生しました。すでにバッファリングされたデータは利用できます。
pErrorResponseパラメータが指す位置にある内容は、ErrorLocusに基づいてデフォルト値があらかじめ設定されています。アプリケーションはその値を以下のいずれかに変更できます。
値
意味
OPOS_ER_RETRY
ErrorLocusがOPOS_EL_OUTPUTの場合だけ使用します。
非同期出力を再試行します。エラー状態は解除されます。
ErrorLocusがOPOS_EL_OUTPUTの場合のデフォルトです。
OPOS_ER_CLEAR
非同期出力またはバッファリングされている入力データをクリアします。エラー状態は解除されます。ErrorLocusがOPOS_EL_INPUTの場合のデフォルトです。
OPOS_ER_CONTINUEINPUT
ErrorLocusがOPOS_EL_INPUT_DATAの場合だけ使用します。エラーを容認し、コントロールに処理の継続を指示するものです。コントロールはエラー状態のままですが、DataEventEnableプロパティの設定値に従って、別なDataEventが通知されます。
すべての入力がイベント処理された後、DataEventEnableプロパティが、再びTRUEに設定されたとき、ErrorEventでOPOS_EL_INPUTが通知されます。
ErrorLocusがOPOS_EL_INPUT_DATAの場合のデフォルトです。
説明
エラーが検出され、コントロールのStateがエラー状態に遷移したときに通知します。
正しいアプリケーションシーケンシングが行われるよう、DataEventEnabledプロパティがTRUEになるまで、入力エラーイベントは通知されません。
参照
「ステータス、結果コード、状態モデル」
OutputCompleteEvent イベント
形式
void OutputCompleteEvent (LONG OutputID);
OutputIDパラメータは、完了した非同期出力リクエストのID番号を示します。
説明
前に開始された非同期出力リクエストが正常に終了したときに通知します。
参照
「出力モデルについて」
StatusUpdateEvent イベント
形式
void StatusUpdateEvent (LONG Status);
Statusパラメータはデバイスクラス固有データ用で、ステータス変化のタイプを示します。
説明
コントロールがデバイスステータス変化の警報をアプリケーションに出す必要がある場合に通知します。
たとえば、ドロワー位置の変化（開閉）、POSプリンタセンサの変化（用紙の有無）などです。
デバイスがイネーブルとなったとき、アプリケーションにデバイスの状態を知らせるために、コントロールは最初のStatusUpdateEventを発行する場合もあります。しかし、この動作（イネーブル直後のイベント通知）は必須ではありません。
第1.3版以降　――　電源状態通知機能
PowerNotify = OPOS_PN_ENABLEDの場合、すべてのデバイスクラスは下記のいずれかの Statusパラメータ値とともにStatusUpdateEventを発行します。
値
意味
OPOS_SUE_POWER_ONLINE
デバイスは電源オンでかつレディ状態です。CapPowerReporting = OPOS_PR_STANDARD、または、OPOS_PR_ADVANCED の場合、この値が返されます。
OPOS_SUE_POWER_OFF
デバイスは電源オフ、または本体に接続されていません。
CapPowerReporting = OPOS_PR_ADVANCEDの場合のみ、この値が返されます。
OPOS_SUE_POWER_OFFLINE
デバイスは電源オンですが、ノットレディ状態か要求に対する応答が不可能な状態です。
CapPowerReporting = OPOS_PR_ADVANCEDの場合のみ、この値が返されます。
OPOS_SUE_POWER_OFF_OFFLINE
デバイスは電源オフ、またはオフライン状態です。
CapPowerReporting = OPOS_PR_STANDARDの場合のみ、この値が返されます。


共通プロパティPowerStateにも、デバイスの現在の電源状態を保持さ
れます。
参照
「ステータス、結果コード、状態モデル」；「デバイス電源通知モデルについて」；CapPowerReportingプロパティ、PowerNotifyプロパティ
第3章
ドロワー
一覧
プロパティ
	共通
	版数
	型
アクセス
	使用可能条件

	AutoDisable
	1.2
	Boolean
R/W
	適用外

	BinaryConversion
	1.2
	Long
R/W
	Open

	CapPowerReporting
	1.3
	Long
R
	Open

	CheckHealthText
	1.0
	String
R
	Open 

	Claimed
	1.0
	Boolean
R
	Open 

	DataCount
	1.2
	Long
R
	適用外 

	DataEventEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	適用外

	DeviceEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	Open 

	FreezeEvents
	1.0
	Boolean
R/W
	Open 

	OpenResult
	1.5
	Long
R
	無し

	OutputID
	1.0
	Long
R
	適用外

	PowerNotify
	1.3
	Long
R/W
	Open

	PowerState
	1.3
	Long
R
	Open

	ResultCode
	1.0
	Long
R
	-- 

	ResultCodeExtended
	1.0
	Long
R
	Open 

	State
	1.0
	Long
R
	-- 

	
	
	
	

	ControlObjectDescription
	1.0
	String
R
	-- 

	ControlObjectVersion
	1.0
	Long
R
	-- 

	ServiceObjectDescription
	1.0
	String
R
	Open 

	ServiceObjectVersion
	1.0
	Long
R
	Open 

	DeviceDescription
	1.0
	String
R
	Open 

	DeviceName
	1.0
	String
R
	Open 

	
	
	
	

	専用
	
	
	

	CapStatus
	1.0
	Boolean
R
	Open

	CapStatusMultiDrawerDetect
	1.5
	Boolean
R
	Open

	DrawerOpened
	1.0
	Boolean
R
	Open & Enable


メソッド
	共通
	版数
	使用可能条件

	Open
	1.0
	-- 

	Close
	1.0
	Open 

	ClaimDevice
	1.0
	Open 

	ReleaseDevice
	1.0
	Open & Claim 

	CheckHealth
	1.0
	Open & Enable   (注)

	ClearInput
	1.0
	適用外

	ClearOutput
	1.0
	適用外

	DirectIO
	1.0
	Open 

	
	
	

	専用
	
	

	OpenDrawer
	1.0
	Open & Enable   (注)

	WaitForDrawerClose
	1.0
	Open & Enable   (注)

	
	
	

	
	
	


（注）　ドロワーを排他アクセスしているアプリケーションがないこと。
Events

	名称
	版数
	発生条件

	DataEvent
	1.0
	適用外

	DirectIOEvent
	1.0
	Open & Enable

	ErrorEvent
	1.0
	適用外

	OutputCompleteEvent
	1.0
	適用外

	StatusUpdateEvent
	1.0
	Open & Enable  


概説
ドロワーコントロールのOLEプログラマティクIDは“OPOS.CashDrawer”です。
機能


ドロワーは次の機能を持っています。
· ドロワーを開けるコマンドのサポート。
また、次の機能はオプションとして実装されます。
· ドロワー状態の報告：1台のドロワーが接続されている状態でのドロワーの開閉状態が判断できるものです。
· ドロワー特有の状態報告：複数のドロワーが接続されている状態でのドロワーの開閉状態が判断できるものです。
デバイスの共有
ドロワーは共有可能なデバイスです。デバイスを共有する際のルールは以下のとおりです。
· デバイスをオープンしイネーブルにすると、アプリケーションはすべてのプロパティとメソッドを使用することができます。また、開閉状態の変化をステータスアップデートイベントにより受け取ることができます。
· 複数のアプリケーションがデバイスをオープンしイネーブルにすると、それらすべてのアプリケーションはプロパティとメソッドを扱うことができます。また、開閉状態の変化イベントは、それらすべてのアプリケーションに通知されます。
· あるアプリケーションがドロワーの排他制御権を獲得すると、そのアプリケーションのみがOpenDrawerとWaitForDrawerCloseメソッドを呼び出すことができます。これによってある程度のセキュリティが保証されます。たとえば、メインとなるPOSアプリケーションが起動時にデバイスの排他アクセス権を獲得すると、これらのメソッドの制御はこのアプリケーションのみに限られます。
· 使用上の詳細な必要条件は、「一覧」を参照してください。
プロパティ
CapStatus プロパティ
形式
BOOL CapStatus;

説明
TRUE：ドロワーの開閉状態を通知することができます。
FALSE：ドロワーの開閉状態を通知することができません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。

CapStatusMultiDrawerDetect プロパティ

第1.5版にて追加
形式
BOOL CapStatusMultiDrawerDetect;

説明
TRUE：複数ドロワー構成*のどのドロワーに対しても開閉状態を通知することができます。
FALSE：以下の通りになります。

DrawerOpenedプロパティがFALSEの場合、ドロワーは閉められています。

DrawerOpenedプロパティがTRUEの場合、少なくとも一つのドロワーは開けられています。特定のドロワーの状態については不明です。つまり、複数ドロワー構成*の場合、通知できるのは a) 全てのドロワーが閉められている。 b) 一つ以上のドロワーが開けられている。かのいずれかになります。

このプロパティは、CapStatusの値が TRUE の時に限り有効になります。

このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。

*複数ドロワー構成 － プリンタかターミナルが、一つのポートから複数個のドロワーをサポートしている構成。例えば、Yケーブルを使用して２つのドロワーを接続する構成。
DrawerOpened プロパティ
形式
BOOL DrawerOpened;

説明
TRUE：ドロワーは開けられています。
FALSE：ドロワーは閉められています。
CapStatusプロパティがFALSEの場合、デバイスは状態変化の通知を行うことができず、このDrawerOpenedプロパティは常にFALSEとなっています。
CapStatusMultiDrawerDetectプロパティがFALSEの場合、少なくとも一つのドロワーが開けられているならば、DrawerOpenedプロパティは TRUEになります。特定のドロワーの対しては不明です。詳細はCapStatusMultiDrawerDetectプロパティの項目を参照してください。

このプロパティは、デバイスをイネーブルにしたときに適切な値に初期化されます。
メソッド
OpenDrawer メソッド
形式
LONG OpenDrawer ()
説明
ドロワーを開けます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにもその値が格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
正常終了。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
WaitForDrawerClose メソッド
形式
LONG WaitForDrawerClose (LONG BeepTimeout, LONG BeepFrequency, LONG BeepDuration, LONG BeepDelay);
パラメータ
説明
BeepTimeout
ビープ音を鳴らすまでの待ち時間（ミリ秒）です。0の場合、直ちに鳴り始めます。
BeepFrequency
ビープ音の周波数（ヘルツ）です。
BeepDuration
ビープ音の長さです（ミリ秒）です。
BeepDelay
ビープ音間の空き時間（ミリ秒）です。
説明
ドロワーが閉じられるのを待つために使用されます。BeepTimeoutミリ秒経過してもドロワーが開いている場合には、警告としてビープ音が鳴らされます。
エラーが発生しない限り、このメソッドはドロワーが開いている間、アプリケーションに制御を戻しません。ドロワーが閉められると、鳴らされていたビープ音は止められます。

CapStatusMultiDrawerDetectプロパティがFALSEである場合、エラーが発生しない限り、このメソッドは複数ドロワー構成で一つ以上のドロワーが開いている間、アプリケーションに制御を戻しません。全てのドロワーが閉められると、鳴らされていたビープ音は止められます。
CapStatusプロパティがFALSEである場合には、デバイスは状態変化の通知を行うことができず、このメソッドは正常終了として即時に制御を返します。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにもその値が格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
正常終了。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
イベント
StatusUpdateEvent イベント　
形式
void StatusUpdateEvent (LONG Status);
Statusパラメータには、最新のドロワー状態が設定されています。
第1.0版‐第1.2版
ブール値としてのTRUE（0以外）であればドロワーが開けられ、反対に、FALSE（0）であれば閉められたことを意味します。
第1.3版以降
次の値のいずれかが設定されます。
値
意味
CASH_SUE_DRAWERCLOSED ( = 0 )

ドロワーは閉じています。
CASH_SUE_DRAWEROPEN ( = 1 )

ドロワーは開いています。
電源状態通知のStatusUpdateEventの値
「第2章 共通プロパティ、メソッド、イベント」のStatusUpdateEventの記述を参照して下さい。（PowerNotifyプロパティがOPOS_PN_ENABLEDの場合にのみ設定されます）
説明
ドロワーの開閉状態が変更されたときに通知されます。
CapStatusプロパティがFALSEの場合は、デバイスは状態変化の通知を行うことができず、このイベントは通知されません。

CapStatusMultiDrawerDetectプロパティがFALSEの場合には、CASH_SUE_DRAWEROPENの値が( = 1 )は、少なくとも一つのドロワーが開いている事を示します。特定のドロワーは不明です。詳細は、CapStatusMultiDrawerDetectの項目を参照してください。
第4章
ラインディスプレイ
一覧
プロパティ　
	共通
	版数
	型
アクセス
	使用可能条件

	AutoDisable
	1.2
	Boolean
R/W
	適用外

	BinaryConversion
	1.2
	Long
R/W
	Open

	CapPowerReporting
	1.3
	Long
R
	Open

	CheckHealthText
	1.0
	String
R
	Open

	Claimed
	1.0
	Boolean
R
	Open

	DataCount
	1.2
	Long
R
	適用外

	DataEventEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	適用外

	DeviceEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	Open & Claim

	FreezeEvents
	1.0
	Boolean
R/W
	Open

	OpenResult
	1.5
	Long
R
	無し

	OutputID
	1.0
	Long
R
	適用外 

	PowerNotify
	1.3
	Long
R/W
	Open

	PowerState
	1.3
	Long
R
	Open

	ResultCode
	1.0
	Long
R
	無し

	ResultCodeExtended
	1.0
	Long
R
	Open

	State
	1.0
	Long
R
	無し

	ControlObjectDescription
	1.0
	String
R
	無し

	ControlObjectVersion
	1.0
	Long
R
	無し

	ServiceObjectDescription
	1.0
	String
R
	Open

	ServiceObjectVersion
	1.0
	Long
R
	Open

	DeviceDescription
	1.0
	String
R
	Open

	DeviceName
	1.0
	String
R
	Open


	専用
	
	

	

	CapBlink
	1.0
	Long
R
	Open

	CapBrightness
	1.0
	Boolean
R
	Open

	CapCharacterSet
	1.0
	Long
R
	Open

	CapDescriptors
	1.0
	Boolean
R
	Open

	CapHMarquee
	1.0
	Boolean
R
	Open

	CapICharWait
	1.0
	Boolean
R
	Open

	CapVMarquee
	1.0
	Boolean
R
	Open

	
	
	
	

	DeviceWindows
	1.0
	Long
R
	Open

	DeviceRows
	1.0
	Long
R
	Open

	DeviceColumns
	1.0
	Long
R
	Open

	DeviceDescriptors
	1.0
	Long
R
	Open

	DeviceBrightness
	1.0
	Long
R/W
	Open, Claim, & Enable

	CharacterSet
	1.0
	Long
R/W
	Open, Claim, & Enable

	CharacterSetList
	1.0
	String
R
	Open

	
	
	
	

	CurrentWindow
	1.0
	Long
R/W
	Open

	Rows
	1.0
	Long
R
	Open

	Columns
	1.0
	Long
R
	Open

	CursorRow
	1.0
	Long
R/W
	Open

	CursorColumn
	1.0
	Long
R/W
	Open

	CursorUpdate
	1.0
	Boolean
R/W
	Open

	
	
	
	

	MarqueeType
	1.0
	Long
R/W
	Open

	MarqueeFormat
	1.0
	Long
R/W
	Open

	MarqueeUnitWait
	1.0
	Long
R/W
	Open

	MarqueeRepeatWait
	1.0
	Long
R/W
	Open

	InterCharacterWait
	1.0
	Long
R/W
	Open


メソッド
	共通
	版数
	使用可能条件

	Open
	1.0
	無し 

	Close
	1.0
	Open

	ClaimDevice
	1.0
	Open

	ReleaseDevice
	1.0
	Open & Claim

	CheckHealth
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	ClearInput
	1.0
	適用外 

	ClearOutput
	1.0
	適用外 

	DirectIO
	1.0
	Open

	
	
	

	専用
	
	

	DisplayText
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	DisplayTextAt
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	ClearText
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	ScrollText
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	
	
	

	SetDescriptor
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	ClearDescriptors
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	
	
	

	CreateWindow
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	DestroyWindow
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	RefreshWindow
	1.0
	Open, Claim, & Enable


イベント
	名称
	版数
	発生条件

	DataEvent
	1.0
	適用外 

	DirectIOEvent
	1.0
	Open & Claim

	ErrorEvent
	1.0
	適用外 

	OutputCompleteEvent
	1.0
	適用外 

	StatusUpdateEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable 


概説
ラインディスプレイコントロールのOLEプログラマティクIDは“OPOS.LineDisplay”です。
機能
ラインディスプレイコントロールは次の機能を持っています。
· テキスト文字の表示をサポートします。ディスプレイのデフォルトのモード（あるいは、唯一のモードとして）は文字表示です。
また、次の機能は、オプションとして実装されます。
· マーキー
のようなスクロールを持ったウィンドウを提供します。ディスプレイは、水平マーキー、垂直マーキー、あるいは双方をサポートします。
· テレタイプ効果を行うために、一文字ごとに時間間隔をおいて表示できます。
· 文字単位、あるいは、デバイス単位のブリンキングができます。
· 一つ以上のディスクリプターをサポートします。ディスクリプターとは、ある決まった名称を持った小さな表示です。これらは、アイテム、合計、釣り銭といったような取り引き状態を示すために用いられるものです。
· デバイスの輝度を一つ以上のレベルで表現することにより、デバイスの輝度制御ができます。すべてのデバイスは、標準とブランク（少なくともソフトウェアの制御により）の2つの輝度を持たなければなりません。しかし、複数の輝度が可能なデバイスもあります。
本バージョンのOPOS仕様では、次の特性に関しては特に言及していません。
· グラフィック表示（ピクセル、あるいはドット単位で位置を扱えるラインディスプレイ）。
モデル


ラインディスプレイの一般的なモデルは、次のようなものです。
· 一つ以上の行に文字を表示する一つ以上の桁を含んで成り立っています。デフォルトの文字設定中の文字は、文字設定を定義する性能とともに少なくとも以下のいずれかを含みます。
· 0から9までの数字、および、スペース、マイナス (‘-’)、ピリオド (‘.’)を含みます。
· 上記に加えて、‘A’から‘Z’までの大文字のアルファベットも含みます。
· すべてのASCII文字 (0x20～0x7F)。これらは、スペース、数字、大小文字のアルファベット、および、いくつかの特殊文字を含んでいます。
· 行と桁の位置は、ウィンドウの左上角を(0, 0)とした数値で割り振られます。
· ウィンドウ0は常に以下のように定義されます。
· ビューポート － ウィンドウにより更新される表示領域部分 － は全表示領域となります。
· ウィンドウサイズは、全表示領域と同じです。
したがって、ウィンドウ0 － デバイスウィンドウと呼ばれることもあります － は、直接ディスプレイに対応します。
· 付加的なウィンドウを作成することができます。作られたウィンドウは次のような性格を持っています。
· そのビューポートは、表示領域のすべて、あるいは、一部分となります。
· デバイスの一部分、もしくは、すべての表示領域をビューポート
とした、水平方向、垂直方向のいずれか一方向において物理表示領域よりも大きなウィンドウを作成することができます。また、このウィンドウ内部をマーキーのようにスクロールすることができます。
· 各ウィンドウごとに、行数、桁数、現在のカーソル位置（行、桁）、スクロールタイプ、タイマー値を保持しています。
· すべてのビューポートは透過的に扱われます。二つのビューポートが重なっている場合、各位置に表示される文字はいずれかのウィンドウにより最後に表示された文字となります。
ディスプレイのモード


ラインディスプレイのモードには次の3つがあります。
· イミディエイトモード
MarqueeTypeプロパティがDISP_MT_NONEで、InterCharacterWaitプロパティが0のときのモードです。
ウィンドウがビューポートより大きい場合には、ビューポートに対応する文字のみが表示されます。
· テレタイプモード
MarqueeTypeプロパティがDISP_MT_NONEで、InterCharacterWaitプロパティが0以外のときのモードです。
DisplayText メソッドと DisplayTextAt メソッドの要求はキュー管理され、受け付けられた順に処理されます。InterCharacterWait タイマー値は、各文字を表示する間隔時間を意味します。InterCharacterWait プロパティ値は、ビューポート内に表示される文字に対してのみ適用されます。
· マーキーモード
MarqueeTypeプロパティがDISP_MT_NONE以外のときのモードです。
ウィンドウはビューポートよりも大きくなくてはなりません。
マーキースクロールは、MarqueeType プロパティをDISP_MT_INITに設定しマーキー初期化モードに入り、そして、ClearText メソッド、DisplayText メソッド、DisplayTextAt メソッドを使用して初期化されます。その後、MarqueeType プロパティがスクロールを開始する値に設定されたときにマーキー実行モードへと移り、マーキースクロールは、ウィンドウの先頭（あるいは、方向が右、あるいは、下の場合には末尾）からビューポート内で表示され始めます。
モードがマーキー実行モードから非モードへと設定された場合には、マーキーはその表示状態で終了します。その後、引き続きマーキー実行モードへと設定された場合には、その表示状態からスクロールされます。
マーキー実行モードからマーキー初期化モードへと設定された場合には、マーキーは終了します。新しい内容でマーキースクロールを実行するには、ウィンドウ上へ文字列を編集してからマーキー実行モードへと設定します。
マーキー実行モード中に DisplayText、DisplayTextAt、ClearText、RefreshWindow、ScrollText 各メソッドを使用することは禁止されています。
デバイスの共有


ラインディスプレイは、以下に示すように排他的に使用すべきデバイスです。
· アプリケーションは、デバイスをイネーブルにする前に、排他アクセス権を獲得しなければなりません。
· アプリケーションは、プロパティを参照、あるいは、デバイスを更新するメソッドを呼び出す前には、デバイスの排他アクセス権を獲得し、イネーブルにしなければなりません。
· 使用上の必要条件に関しては、「一覧」を参照してください。
プロパティ
CapBlink プロパティ
形式
LONG CapBlink;

説明
デバイスの文字ブリンクの種別を示します。以下の値のいずれかが設定されます。
値
説明
DISP_CB_NOBLINK
ブリンキングはサポートされません。
DISP_CB_BLINKALL
ブリンキングはサポートされます。ディスプレイ上のすべての文字が同時にブリンクするか、またはブリンクしません。
DISP_CB_BLINKEACH
ブリンキングはサポートされます。任意の文字単位にブリンクを行うことが可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapBrightness プロパティ
形式
BOOL CapBrightness;

説明
TRUE：輝度の制御ができます。
FALSE：制御できません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapCharacterSet プロパティ
第1.5版にて更新
形式
LONG CapCharacterSet;

説明
デバイスがデフォルトで表示できる文字の種類を示します。以下の値のいずれかが設定されます。
値
説明
DISP_CCS_NUMERIC
表示できる文字は、0～9の数字、スペース、マイナス (‘-’)、ピリオド (‘.’) のみです。
DISP_CCS_ALPHA
DISP_CCS_NUMERICに加えて大文字のアルファベットが表示可能です。
DISP_CCS_ASCII
0x20～0x7FまでのASCII文字が表示可能です。
DISP_CCS_KANA
文字設定は、コードページ932の一部をサポートします。それは、0xA1と0xDFの間の半角のカタカナと、0x20と0x7Fの間の全てのASCII文字を含んでいますが、漢字は含まれていません。
DISP_CCS_KANJI
文字設定は、コードページ932をサポートします。それは、0xA1と0xDFの間の半角のカタカナ、0x20と0x7Fの間の全てのASCII文字をサポートします。また、JIS第一水準、JIS第二水準レベルで定義される文字のシフトJISコード文字をサポートします。
DISP_CCS_UNICODE
文字設定は、ユニコードをサポートします。
デフォルトの文字設定は、これらの範囲以上の文字を含んでいる場合があります。CharacterSetプロパティの初期設定値により付加的な情報を調べることができます。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapDescriptors プロパティ
形式
BOOL CapDescriptors;

説明
TRUE：ディスクリプターをサポートします。
FALSE：サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapHMarquee プロパティ
形式
BOOL CapHMarquee;

説明
TRUE：水平方向のマーキースクロールをサポートします。
FALSE：サポートされません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapICharWait プロパティ
形式
BOOL CapICharWait;

説明
TRUE：文字の表示時間遅延をサポートします。
FALSE：サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapVMarquee プロパティ
形式
BOOL CapVMarquee;

説明
TRUE：垂直方向のマーキースクロールをサポートします。
FALSE：サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CharacterSet プロパティ  R/W 
第1.5版にて更新
形式
LONG CharacterSet;

説明
表示している文字のキャラクターセット（文字設定）が設定されます。
以下の値のいずれかが設定されます。
値
説明
101-199までの値
コードページ、または、ASCII、Windows ANSI 文字設定のいずれにも相当しないデバイス特殊文字設定です。
400-990までの値
コードページ、標準の値のいずれかに相当します。
DISP_CS_UNICODE
ユニコードを設定します。この定数値は997です。
DISP_CS_ASCII
ASCIIキャラクタを設定します。0x20と0x7Fの間のASCIIキャラクタをサポートします。この定数値は998です。
DISP_CS_WINDOWS
Windows ANSIキャラクタを設定します。この定数値は999です。これは正確には、Windowsのコードページ1252と等しい。
Range 1000 and higher
Windowsのコードページ；標準値の一つと適合します。
このプロパティは、Openメソッドを呼び出し、デバイスをイネーブルにしたときに適切な値に初期化されます。この値は、CapCharacterSetプロパティで指定される文字設定が少なくともサポートされます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
正常に設定されました。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
CharacterSetListプロパティ、CapCharacterSetプロパティ
CharacterSetList プロパティ
形式
BSTR CharacterSetList;

説明
文字設定番号が文字列で設定されます。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。文字列は、コンマで区切られたASCII数字により成り立っています。
たとえば、文字列が“101,850,999”の場合には、デバイスはデバイス特有の文字設定、コードページ850番、および、Windows ANSI文字設定をサポートします。
参照
CharacterSetプロパティ
Columns プロパティ
形式
LONG Columns;

説明
カレントウィンドウの桁数が設定されています。
ウィンドウ番号0では、Columnsプロパティは、DeviceColumnsプロパティと同じです。その他のウィンドウでは、DeviceColumnsプロパティより小さいか大きい場合があります。
このプロパティは、OpenメソッドによりDeviceColumnsプロパティの値に初期化されます。また、CurrentWindowプロパティを設定、または、CreateWindowメソッド、DestroyWindowメソッドを呼び出すことにより更新されます。
参照
Rowsプロパティ
CurrentWindow プロパティ  R/W

形式
LONG CurrentWindow;

説明
カレントウィンドウの番号が設定されており、該ウィンドウのテキストが表示されます。
いくつかのプロパティが各ウィンドウに関連付けられています。それらには、Rows、Columns、CursorRow、CursorColumn、CursorUpdate、MarqueeType、MarqueeUnitWait、MarqueeRepeatWait、InterCharacterWaitがあります。
このプロパティが変更されるとカレントウィンドウが変わり、関連するプロパティはこのウィンドウの値へと設定されます。
このプロパティへウィンドウ番号の設定を行ってもそのビューポート内容は更新されません。このウィンドウと他のウィンドウのビューポートがオーバーラップし、他のウィンドウがビューポートの内容を更新した場合に、このウィンドウのビューポート内容を戻すためにRefreshWindowメソッドが呼び出されます。
このプロパティはOpenメソッドにより0（デバイスウィンドウ）に初期化されます。また、CreateWindowメソッド、または、DestroyWindowメソッドの呼び出しにより更新されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なウィンドウ値が指定されました。
CursorColumn プロパティ  R/W

形式
LONG CursorColumn;

説明
カレントウィンドウの、次の表示文字が出力される桁が設定されています。
有効な値は、0から(Columns)の範囲です。（DisplayTextメソッドの“CursorColumn = Columns“の説明に関する備考を参照のこと。）
このプロパティは、Openメソッド、および、CreateWindowメソッドにより0に初期化されます。また、CurrentWindowプロパティの設定、ClearTextメソッド、または、DestroyWindowメソッドの呼び出しにより更新されます。CursorUpdateプロパティがTRUEの場合には、DisplayTextメソッド、DisplayTextAtの呼び出しにより更新されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なカーソル桁数値が指定されました。
参照
CursorRowプロパティ、DisplayTextメソッド
CursorRow プロパティ  R/W

形式
LONG CursorRow;

説明
カレントウィンドウの、次の表示文字が出力される行が設定されています。
有効な値は、0から(Rows - 1)の範囲です。
このプロパティは、Openメソッド、および、CreateWindowメソッドにより0に初期化されます。また、CurrentWindowプロパティの設定、ClearTextメソッド、または、DestroyWindowメソッドの呼び出しにより更新されます。CursorUpdateプロパティがTRUEの場合には、DisplayTextメソッド、DisplayTextAtメソッドの呼び出しにより更新されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なカーソル行値が指定されました。
参照
CursorColumnプロパティ、DisplayTextメソッド
CursorUpdate プロパティ  R/W

形式
BOOL CursorUpdate;

説明
TRUE：DisplayTextメソッド、または、DisplayTextAtメソッドで文字が表示されると、CursorRowプロパティとCursorColumnプロパティは、表示された最後の文字の次を指すように更新されます。
FALSE：文字が表示されてもカーソルプロパティは更新されません。
このプロパティは，各ウィンドウ毎に管理されます。
このプロパティは、Openメソッド、および、CreateWindowメソッドによりTRUEに初期化されます。また、CurrentWindowプロパティの設定、または、DestroyWindowメソッドの呼び出しにより更新されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常に設定されました。
参照
CursorRowプロパティ、CursorColumnプロパティ
DeviceBrightness プロパティ  R/W

形式
LONG DeviceBrightness;

説明
0から100までのパーセント表現によるデバイスの輝度が設定されています。
すべてのデバイスは、0%（ブランク）と100%（最大の明るさ）をサポートします。最低限、スペース文字を送出することによりブランクがサポートされます。CapBrightnessプロパティがTRUEであると、デバイスは一つ以上の輝度をサポートします。
デバイスが指定された輝度をサポートできない場合には、サービスオブジェクトにより適切な値に置き換えられます。
このプロパティは、Openメソッドの呼出し後にデバイスを最初にイネーブルにしたときに100に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効な値が指定されました。0から100の範囲外の値です。
DeviceColumns プロパティ
形式
LONG DeviceColumns;

説明
デバイスの桁数が設定されています。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
DeviceRowsプロパティ
DeviceDescriptors プロパティ
形式
LONG DeviceDescriptors;

説明
デバイスのディスクリプターの個数が設定されています。
CapDescriptorsプロパティがTRUEの場合には、DeviceDescriptorsプロパティは0以外の値が設定されています。そうでない場合には、0となっています。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
SetDescriptorメソッド、ClearDescriptorsメソッド
DeviceRows プロパティ
形式
LONG DeviceRows;

説明
デバイスの行数が設定されています。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
DeviceColumnsプロパティ
DeviceWindows プロパティ
形式
LONG DeviceWindows;

説明
サポートできるウィンドウの最大数が設定されています。0の場合には、デバイスウィンドウのみがサポートされ、新たなウィンドウを作成することはできないことを意味しています。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
CurrentWindowプロパティ
InterCharacterWait プロパティ  R/W

形式
LONG InterCharacterWait;

説明
DisplayTextメソッドとDisplayTextAtメソッド使用時に各文字を表示する際の遅延時間が設定されています。このタイマーは、テキスト表示時にテレタイプのような効果を与えます。
このプロパティは、ウィンドウがマーキーモード以外 － つまり、MarqueeTypeプロパティがDISP_MT_NONEに設定されている場合 － のときのみ参照されます。
このプロパティが0以外でウィンドウがマーキーモードでない場合には、ウィンドウはテレタイプモードとなります： DisplayTextメソッドと DisplayTextAtメソッドの要求はキュー管理され、受け付けられた順に処理されます。InterCharacterWaitタイマー値は、各文字を表示する間隔時間を意味します。この時間はミリ秒単位で指定されます。（タイマー精度により誤差が生じる場合があります。）CursorUpdateプロパティがTRUE の場合には、CursorRowプロパティと CursorColumnプロパティは、DisplayTextメソッド、DisplayTextAtメソッドがリターンする前に適切な値に更新されます。これは、例えすべての文字列が表示されきっていない場合にも適用されます。
タイマー値が0でマーキーモードでない場合には、イミディエイトモードとなります。文字列は即時に表示されます。このプロパティが0に設定されたちょうどそのときにキュー管理されていたいくつかの表示要求がある場合には、それら要求は可能な限り即時に表示されます。
CapICharWaitがFALSEの場合には、表示の遅延時間はサポートされず、また、このプロパティは使用されません。
このプロパティは、Openメソッド、および、CreateWindowメソッドにより0に初期化されます。また、CurrentWindowプロパティの設定、または、DestroyWindowメソッドの呼び出しにより更新されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効な値が指定されました。
参照
DisplayTextメソッド
MarqueeFormat プロパティ  R/W

形式
LONG MarqueeFormat;

説明
カレントウィンドウのマーキースクロールの型が設定されています。
以下の値のいずれかが設定されます。
値
説明
DISP_MF_WALK
反対側からデータを置き進めることによりマーキースクロールが開始されます。たとえば、マーキータイプが左方向の場合には、ビューポートの右側に文字が置かれ、左方向へスクロールされていきます。
DISP_MF_PLACE
文字を置くようにマーキースクロールを開始します。たとえば、マーキータイプが左方向の場合には、ビューポートは左側から文字が置かれていきます。そして、ビューポートが一杯になった後、スクロールが開始されます。
MarqueeFormatプロパティは、Openメソッド、CreateWindowメソッドによりDISP_MF_WALKに初期化されます。また、CurrentWindowプロパティへの設定、あるいは、DestroyWindowメソッドの呼び出しにより更新されます。
MarqueeFormatプロパティは、マーキー実行モードに移行したときに参照されます。また，MarqueeFormatプロパティは、マーキーモード以外の場合には参照されません。
MarqueeFormatがDISP_MF_WALKでマーキー初期化モードからマーキー実行モードへと移った場合には、以下のことが行われます。
1. 次のようにウィンドウをビューポートに対応させます。

MarqueeType
ウィンドウ

ビューポート

左方向
第一桁目
=
最終桁

上方向
第一行目
=
最終行

右方向
最終桁
=
第一桁目

下方向
最終行
=
第一行目
ビューポートをブランクにし、即座に第2ステップへと移ります。
2. ウィンドウの対応領域をビューポートへ表示し、MarqueeUnitWaitミリ秒待ちます。マーキー方向に一行、あるいは、一桁分だけビューポートに対応するウィンドウを移動します。これをビューポートが一杯になるまで繰り返します。
3. ビューポートをリフレッシュします。その後、MarqueeUnitWaitミリ秒間ウェイトします。ウィンドウの対応領域を一行、あるいは、一桁分移動します。これを最終行、あるいは、最終桁がビューポート内でスクロールされるまで繰り返します。（この場合、MarqueeUnitWaitミリ秒間のウェイトは省かれます）。
4. MarqueeRepeatWaitミリ秒間ウェイトします。その後、第一ステップへ戻ります。
MarqueeFormatがDISP_MF_PLACEでマーキー初期化モードからマーキー実行モードへと移った場合には、以下のことが行われます。
1. 次のようにウィンドウをビューポートに対応させます。

MarqueeType
ウィンドウ

ビューポート

左方向
第一桁目
=
第一桁目

上方向
第一行目
=
第一行目

右方向
最終桁
=
最終桁

下方向
最終行
=
最終行
ビューポートをブランクにし、即座に第2ステップへと移ります。
2. 一行、あるいは、一桁の文字列をビューポートへ表示し、MarqueeUnitWaitミリ秒待ちます。これをビューポートが一杯になるまで繰り返します。
3. マーキー方向に一行、あるいは、一桁分だけビューポートに対応するウィンドウを移動し、ビューポートをリフレッシュします。その後、MarqueeUnitWaitミリ秒間ウェイトします。最終行、あるいは、最終桁がビューポート内でスクロールされるまで繰り返します（この場合、MarqueeUnitWaitミリ秒間のウェイトは省かれます）。
4. MarqueeRepeatWaitミリ秒間ウェイトします。その後、第一ステップへ戻ります。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効な値が設定されました。あるいは、ウィンドウ番号0に対して行われました。
参照
MarqueeType プロパティ、MarqueeUnitWait プロパティ、MarqueeRepeatWait プロパティ
例 1
ウォーク型.
 - 2行20桁のラインディスプレイとします。
 - VB アプリケーションがLDと名付けられたラインディスプレイオ
 ブジェクトを持っているとします。
 - そのアプリケーションが次を実行したとします。

LD.CreateWindow(0, 3, 2, 3, 2, 5) 

LD.DisplayText(“0123456789”, DISP_DT_NORMAL)

ウィンドウ内容は次のようになっています。
	
	0
	1
	2
	3
	4

	0
	0
	1
	2
	3
	4

	1
	5
	6
	7
	8
	9


また、ディスプレイは次のようになっています（ほかのウィンドウはすべてブランク表示とします）。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19

	0
	
	
	
	0
	1
	2
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	5
	6
	7
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


アプリケーションが次のシーケンスを行ったとすると、

LD.MarqueeType = DISP_MT_INIT

LD.MarqueeFormat = DISP_MF_WALK

LD.DisplayTextAt(0, 4, “AB”, DISP_DT_NORMAL)
ビューポートには変化がなく、ウィンドウは次のようになります。
	
	0
	1
	2
	3
	4

	0
	0
	1
	2
	3
	A

	1
	B
	6
	7
	8
	9


アプリケーションが次を行うと、

LD.MarqueeType = DISP_MT_LEFT
ウィンドウには変化がなく、ビューポートは次のようになります。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19

	0
	
	
	
	
	
	0
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	
	
	B
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


MarqueeUnitWaitミリ秒後、ビューポートは次のようになります。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19

	0
	
	
	
	
	0
	1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	
	B
	6
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


MarqueeUnitWaitミリ秒後、ビューポートは次のようになります。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19

	0
	
	
	
	0
	1
	2
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	B
	6
	7
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


MarqueeUnitWaitミリ秒後、ビューポートは次のようになります。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19

	0
	
	
	
	1
	2
	3
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	6
	7
	8
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


MarqueeUnitWaitミリ秒後、ビューポートは次のようになります。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19

	0
	
	
	
	2
	3
	A
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	7
	8
	9
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


マーキーはウィンドウの最後までスクロールします。
MarqueeRepeatWaitミリ秒後、マーキー表示は次のような表示に戻って繰り返されます。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19

	0
	
	
	
	
	
	0
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	
	
	B
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


例 2
プレース型
- 2行20桁のラインディスプレイとします。
- VB アプリケーションがLDと名付けられたラインディスプレイオ
  ブジェクトを持っているとします。
- そのアプリケーションが次を実行したとします。

LD.CreateWindow(0, 3, 2, 3, 2, 5) 

LD.DisplayText(“0123456789”, DISP_DT_NORMAL)

ウィンドウ内容は次のようになっています。
	
	0
	1
	2
	3
	4

	0
	0
	1
	2
	3
	4

	1
	5
	6
	7
	8
	9


また、ディスプレイは次のようになっています（ほかのウィンドウはすべてブランク表示とします）。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19

	0
	
	
	
	0
	1
	2
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	5
	6
	7
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


アプリケーションが次のシーケンスを行ったとすると、

LD.MarqueeType = DISP_MT_INIT

LD.MarqueeFormat = DISP_MF_PLACE

LD.DisplayTextAt(0, 4, “AB”, DISP_DT_NORMAL)
ビューポートには変化がなく、ウィンドウは次のようになります。
	
	0
	1
	2
	3
	4

	0
	0
	1
	2
	3
	A

	1
	B
	6
	7
	8
	9


アプリケーションが次を行うと、

LD.MarqueeType = DISP_MT_LEFT
ウィンドウには変化がなく、ビューポートは次のようになります。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19

	0
	
	
	
	0
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	B
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


MarqueeUnitWaitミリ秒後、ビューポートは次のようになります。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19

	0
	
	
	
	0
	1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	B
	6
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


MarqueeUnitWaitミリ秒後、ビューポートは次のようになります。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19

	0
	
	
	
	0
	1
	2
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	B
	6
	7
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


ウィンドウの終端に達してからは、このマーキーの動きはウォーク型と同じ動作内容となります。
MarqueeUnitWaitミリ秒後、ビューポートは次のようになります。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19

	0
	
	
	
	1
	2
	3
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	6
	7
	8
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


MarqueeUnitWaitミリ秒後、ビューポートは次のようになります。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19

	0
	
	
	
	2
	3
	A
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	7
	8
	9
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


マーキーはウィンドウの最後までスクロールします。
MarqueeRepeatWaitミリ秒後、マーキー表示は次のような表示に戻って繰り返されます。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19

	0
	
	
	
	0
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	B
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


MarqueeRepeatWait プロパティ  R/W

形式
LONG MarqueeRepeatWait;

説明
マーキースクロールを繰り返す際の待ち時間が設定されています。
この待ち時間は、ミリ秒単位で設定されます。（タイマー精度により誤差が生じる場合があります。）
このプロパティは、Openメソッド、および、CreateWindowメソッドにより0に初期化されます。また、CurrentWindowプロパティの設定、または、DestroyWindowメソッドの呼び出しにより更新されます。
マーキーモードでないときには MarqueeRepeatWaitプロパティは使用されません。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効な値が指定されました。
参照
MarqueeTypeプロパティ、MarqueeFormatプロパティ、MarqueeUnitWaitプロパティ
MarqueeType プロパティ  R/W

形式
LONG MarqueeType;

説明
カレントウィンドウのマーキースクロールのタイプが設定されています。この値がDISP_MT_NONE以外の場合、ウィンドウはマーキーモードであると表現します。
値
説明
DISP_MT_NONE
スクロールをしません。
DISP_MT_INIT
マーキー初期化モード。MarqueeTypeプロパティがほかの値へ設定されるまでウィンドウへの書き込みは、ビューポートへ影響しません。
DISP_MT_UP
上方向にスクロールします。Rowsプロパティがウィンドウ作成時のCreateWindowメソッドのパラメータHeight以下の場合、または、CapVMarqueeプロパティがTRUEでない場合には無効です。
DISP_MT_DOWN
下方向にスクロールします。Rowsプロパティがウィンドウ作成時のCreateWindowメソッドのパラメータHeight以下の場合、または、CapVMarqueeプロパティがTRUEでない場合には無効です。
DISP_MT_LEFT
左方向にスクロールします。Columnsプロパティがウィンドウ作成時のCreateWindowメソッドのパラメータWidth以下の場合、または、CapHMarqueeプロパティがTRUEでない場合には無効です。
DISP_MT_RIGHT
右方向にスクロールします。Columnsプロパティがウィンドウ作成時のCreateWindowメソッドのパラメータWidth以下の場合、または、CapHMarqueeプロパティがTRUEでない場合には無効です。
マーキーは、MarqueeTypeプロパティにDISP_MT_INITを設定しマーキー初期化モードに入り、ClearTextメソッド、DisplayTextメソッド、DisplayTextAtメソッドを使用することにより、初期化されます。その後、MarqueeTypeプロパティにスクロールさせる適切な値を設定することにより、マーキー実行モードとなります。
マーキー実行モード時にDISP_MT_NONEを設定すると、マーキースクロールはその場で止まります。また、その後、マーキー実行モードにすると現在の表示状態から引き続いて継続されます。
マーキー実行モードからマーキー初期化モードへ変更した場合には、マーキーは終了します。そして、ウィンドウ内容を変更しその新しいデータ内容でマーキーを再開させるために、マーキー実行モードへと設定します。
ウィンドウ番号0（デバイスウィンドウ）の場合には、MarqueeTypeプロパティは常にDISP_MT_NONEとなっています。
Openメソッド、または、CreateWindowメソッドの呼び出しによりMarqueeTypeプロパティは、DISP_MT_NONEに初期化されます。また、CurrentWindowプロパティの設定、または、DestroyWindowメソッドの呼び出しにより更新されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効な値が指定されました。または、ウィンドウ番号0が指定されています。
参照
MarqueeUnitWaitプロパティ、MarqueeFormatプロパティ、MarqueeRepeatWaitプロパティ
(hidden)

MarqueeUnitWait プロパティ  R/W

形式
LONG MarqueeUnitWait;

説明
ウィンドウ内で桁単位、あるいは行単位でマーキースクロールする際の表示遅延時間が設定されています。
この表示遅延時間は、ミリ秒単位で設定されます。（タイマー精度により誤差が生じる場合があります。）
MarqueeTypeプロパティがDISP_MT_NONEの場合には、MarqueeUnitWaitプロパティは使用されません。
このプロパティは、Openメソッド、および、CreateWindowメソッドにより0に初期化されます。また、CurrentWindowプロパティを設定、または、DestroyWindowメソッドの呼び出しにより更新されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに設定されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効な値が指定されました。
参照
MarqueeTypeプロパティ、 MarqueeFormatプロパティ、MarqueeRepeatWaitプロパティ
Rows プロパティ
形式
LONG Rows;

説明
カレントウィンドウの行数を示します。
ウィンドウ番号0の場合には、RowsプロパティはDeviceRowsプロパティと同じです。その他のウィンドウに関しては、DeviceRowsプロパティより小さい場合もあるし大きい場合もあります。
OpenメソッドによりこのプロパティはDeviceRowsプロパティと同じ値に初期化されます。また、CurrentWindowプロパティが設定されたとき、CreateWindowメソッド、DestroyWindowメソッドの呼び出しによって更新されます。
参照
Columnsプロパティ
メソッド
ClearDescriptors メソッド
形式
LONG ClearDescriptors ();

説明
すべてのディスクリプターを消灯させます。
CapDescriptorsプロパティがFALSEの場合には、このメソッドは機能しません。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにもその値が格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常終了です。
OPOS_E_ILLEGAL
デバイスは、ディスクリプターをサポートしていません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
SetDescriptorメソッド、DeviceDescriptorsプロパティ
ClearText メソッド
形式
LONG ClearText ();

説明
カレントウィンドウ上のすべての文字を消去します。CursorRowプロパティとCursorColumnプロパティは、0へ設定されます。ビューポートはウィンドウの先頭部分へ移動します。
イミディエイトモード、テレタイプモードでは、ビューポートは即時にクリアーされます。
マーキー初期化モードでは、ビューポートへの影響はありません。
マーキー実行モード中では、このメソッドの使用は禁止されています。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにもその値が格納ます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常終了です。
OPOS_E_ILLEGAL
マーキー実行中です。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
DisplayTextメソッド
CreateWindow メソッド
形式
LONG CreateWindow (LONG Row, LONG Column, LONG Height,LONG Width,LONG WindowHeight, LONG WindowWidth);
パラメータ
説明
Row
ビューポートの開始デバイス行位置。
Column
ビューポートの開始デバイス桁位置。
Height
ビューポートのデバイス行数。
Width
ビューポートのデバイス列数。
WindowHeight
ウィンドウの論理的な行数。
WindowWidth
ウィンドウの論理的な列数。
説明
Row、Column、Height、Widthパラメータで示されるディスプレイの物理位置にビューポートを作成します。ウィンドウのサイズは、WindowHeight、WindowWidthパラメータによって指定されます。有効なウィンドウの行範囲は(0)から(Height-1)で、桁範囲は(0)から(Width-1)です。
ウィンドウは、ディスプレイ上に割り当てられた物理的なビューポートサイズ以上の大きさを持っていなければなりません。
ウィンドウは、一つの方向においてビューポートよりも大きくすることができます。ウィンドウのスクロールプロパティ、すなわち、MarqueeTypeプロパティ、MarqueeFormatプロパティ、MarqueeUnitWaitプロパティ、および、MarqueeRepeatWaitプロパティを使って、このようなウィンドウをマーキー風に連続してスクロールすることができます。
ウィンドウが作成されると、CreateWindowメソッドはこのウィンドウに割り当てられたウィンドウ番号をCurrentWindowプロパティに設定します。以下のプロパティがそれぞれのウィンドウごとに管理され、また、それぞれの値に初期化されます。
プロパティ
値
Rows
WindowHeight
Columns
WindowWidth
CursorRow
0

CursorColumn
0

CursorUpdate
TRUE

MarqueeType
DISP_MT_NONE

MarqueeFormat
DISP_MF_WALK

MarqueeUnitWait
0

MarqueeRepeatWait
0

InterCharacterWait
0

戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにもその値が格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常終了です。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なパラメータが渡されました。あるいは、すべてのウィンドウが使用中です。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
DestroyWindowメソッド、CurrentWindowプロパティ
DestroyWindow メソッド
形式
LONG DestroyWindow ();

説明
カレントウィンドウを削除します。表示されている内容は変化しません。
CurrentWindowプロパティは、ウィンドウ番号0に設定されます。デバイスウィンドウと関連するプロパティ内容は更新されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにもその値が格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常終了です。
OPOS_E_ILLEGAL
ウィンドウ番号0が設定されています。このウィンドウを削除することはできません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
CreateWindowメソッド、CurrentWindowプロパティ
DisplayText メソッド
形式
LONG DisplayText (BSTR Data, LONG Attribute);
パラメータ
説明
Data  
表示する文字列です。このデータのフォーマットは BinaryConversionプロパティに依存しています。詳細はBinaryConversionプロパティを参照してください。
Attribute  
表示属性。DISP_DT_NORMAL、あるいは、DISP_DT_BLINKのいずれかを指定します。
説明
CursorRowとCursorColumnで指定される位置からDataパラメータの文字列を表示します。
行末に達した場合には、文字表示は次行に続けられます。ウィンドウの末尾になっても表示すべき文字がある場合には、ウィンドウは1行だけ上へスクロールアップします。CursorUpdateプロパティがTRUEの場合には、CursorRowプロパティとCursorColumnプロパティは引数Dataの末尾文字の次を指すように更新されます。
備考： Dataの末尾文字が行末に表示される場合には、スクロールは行われません。この場合、CursorUpdateプロパティがTRUEの場合には、CursorRowプロパティは末尾文字が表示されている行に設定され、CursorColumnプロパティは実行前のColumnsプロパティ（つまり、その行の末尾文字のひとつ次）に設定されます。
この規定は、文字が末尾位置に書かれても表示はスクロールされないということを保証します。その代わり、コントロールオブジェクトは別の文字が書かれるまでウィンドウのスクロールを遅らせることができます。
DisplayText メソッド（および、DisplayTextAt メソッド）の動作はモードによってことなります。
· イミディエイトモード（MarqueeType = DISP_MT_NONE かつ InterCharacterWait = 0）： ウィンドウとビューポートを即座に更新します。
· テレタイプモード（ MarqueeType = DISP_MT_NONE かつInterCharacterWait not = 0）： Dataはキューに管理されます。キュー管理された要求は順に処理され（典型的にはOPOSコントロール内のほかのスレッドにより）InterCharacterWait ミリ秒ごとに一文字ずつビューポートに送られることによりウィンドウとビューポートは更新されます。
· マーキー初期化モード（MarqueeType = DISP_MT_INIT）： ウィンドウを更新するのみでビューポートは更新されません。
· マーキー実行モード（MarqueeType not = DISP_MT_INIT）： 無効
CapBlinkプロパティがDISP_CB_NOBLINKの場合、Attributeは無視されます。DISP_CB_BLINKALLの場合には、文字をブリンクするように設定されたときにすべての表示がブリンクします。
DISP_CB_BLINKEACHの場合には、ブリンク属性を持って表示された文字のみがブリンクします。
Dataに含まれる特殊文字には次のようなものがあります。
値
説明
Carriage Return (10進数の13)

次の文字の出力位置を現在行の先頭へ移動します。
Newline / Line Feed (10進数の10)

次の文字の出力位置を次行の先頭へ移動します。現在の行がウィンドウの最終行の場合には、ウィンドウはスクロールします。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにもその値が格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常終了です。
OPOS_E_ILLEGAL
Attributeが無効です。あるいは、マーキー実行中です。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
DisplayTextAtメソッド、ClearTextメソッド、InterCharacterWaitプロパティ
DisplayTextAt メソッド
形式
LONG DisplayTextAt (LONG Row, LONG Column, BSTR Data, LONG Attribute);
パラメータ
説明
Row
テキストの開始行。
Column
テキストの開始列。
Data
表示文字列。このデータのフォーマットは BinaryConversionプロパティに依存しています。詳細はBinaryConversionプロパティを参照してください。
Attribute
表示属性。DISP_DT_NORMAL、あるいは、DISP_DT_BLINKのいずれかを指定します。
説明
Dataパラメータの文字列は、RowパラメータとColumnパラメータで指定される位置から表示されます。
このメソッドは、CursorRowプロパティにRowパラメータを、CursorColumnプロパティにColumnパラメータを設定し、DisplayTextメソッドを呼び出すことと同じ結果が得られます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにもその値が格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常終了です。
OPOS_E_ILLEGAL
RowあるいはColumnが範囲外、Attributeが無効、あるいは、マーキー実行モードです。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
DisplayTextメソッド、ClearTextメソッド、InterCharacterWaitプロパティ
RefreshWindow メソッド
形式
LONG RefreshWindow (LONG Window);
Windowパラメータには、リフレッシュするウィンドウ番号を指定します。
説明
カレントウィンドウをWindowパラメータで指定されるウィンドウにし、このウィンドウの以前表示されていた内容が再表示されます。ビューポートへのウィンドウ対応領域とウィンドウのカーソル位置には影響がありません。
このメソッドは、ほかのウィンドウによって表示領域上を上書きされた後、現在のウィンドウ内容に戻す場合に使われます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにもその値が格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常終了です。
OPOS_E_ILLEGAL
WindowがDeviceWindowsプロパティ値以上か作成されていません。あるいは、マーキー実行モードです。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
ScrollText メソッド
形式
LONG ScrollText (LONG Direction, LONG Units);
Directionパラメータには、スクロールの方向を設定します。この値は、以下のいずれかの値です。
値
説明
DISP_ST_UP
上スクロール。
DISP_ST_DOWN
下スクロール。
DISP_ST_LEFT
左スクロール。
DISP_ST_RIGHT
右スクロール。
Unitsパラメータには、スクロールする行数、あるいは、桁数を設定します。
説明
カレントウィンドウをスクロールさせます。また、スクロールしても、 CursorRowプロパティとCursorColumnプロパティには影響がありません。
ScrollTextメソッドは、イミディエイトモード時のみに使用されます。
スクロール方向に対してウィンドウのサイズがビューポートのサイズと等しい場合には、ウィンドウの内容はスクロールされ、最後のUnits行目、あるいは、Units桁目はスペースになり、ビューポートは更新されます。
スクロール方向に対してウィンドウのサイズがビューポートよりも大きい場合には、ウィンドウのデータは変化しません。その代わり、ビューポートへのウィンドウの対応部分が指定方向に移動します。ウィンドウのデータは変化せず、ビューポートが更新されます。Units数分スクロールすることによってウィンドウデータの先頭を超える場合には、ビューポートの第―行目、あるいは第１桁目がウィンドウの第―行目、あるいは第１桁目になるようウィンドウはスクロールされます。Units数分スクロールすることによってウィンドウデータの末尾を超える場合には、ビューポートの最終行目、あるいは最終桁目がウィンドウの最終行目、あるいは最終桁目になるようウィンドウはスクロールされます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにもその値が格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常終了です。
OPOS_E_ILLEGAL
Directionが無効です。あるいは、テレタイプモードかマーキー実行モードです。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
DisplayTextメソッド
例 1
- 2行20桁のラインディスプレイを考えます。
- VB アプリケーションがLDと名付けられたラインディスプレイオ
ブジェクトを持っているとします。
- そのアプリケーションが次を実行したとします。

LD.CreateWindow(0, 3, 2, 4, 2, 4) 

LD.DisplayText(“abcdABCD”, DISP_DT_NORMAL)

ウィンドウ内容は次のようになっています。
	
	0
	1
	2
	3

	0
	a
	b
	c
	d

	1
	A
	B
	C
	D


また、デバイス上のビューポートは次のようになっています。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19

	0
	
	
	
	a
	b
	c
	d
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	A
	B
	C
	D
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


次のメソッドを呼ぶと、

LD.ScrollText (DISP_ST_LEFT, 2)
ウィンドウのデータは次のようになります。
	
	0
	1
	2
	3

	0
	c
	d
	
	

	1
	C
	D
	
	


また、ビューポートは次のようになります。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19

	0
	
	
	
	c
	d
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	C
	D
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


例 2
- 2行20桁のラインディスプレイを考えます。
- VB アプリケーションがLDと名付けられたラインディスプレイオ
ブジェクトを持っているとします。
- そのアプリケーションが次を実行したとします。

LD.CreateWindow(0, 3, 2, 4, 2, 8) 

LD.DisplayText(“abcdefghABCDEFGH”, DISP_DT_NORMAL)

ウィンドウ内容は次のようになっています。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	0
	a
	b
	c
	d
	e
	f
	g
	h

	1
	A
	B
	C
	D
	E
	F
	G
	H


また、デバイス上のビューポートは次のようになっています。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19

	0
	
	
	
	a
	b
	c
	d
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	A
	B
	C
	D
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


次のメソッドを呼ぶと、

LD.ScrollText (DISP_ST_LEFT, 2)
ウィンドウのデータには変化がなく、ビューポートだけが次のようになります。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19

	0
	
	
	
	c
	d
	e
	f
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	C
	D
	E
	F
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


このとき、次のメソッドを呼ぶと、

LD.ScrollText (DISP_ST_UP, 1)
ウィンドウのデータは次のようになります。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	0
	A
	B
	C
	D
	E
	F
	G
	H

	1
	
	
	
	
	
	
	
	


また、ビューポートは次のようになります。
	
	0
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19

	0
	
	
	
	C
	D
	E
	F
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


SetDescriptor メソッド
形式
LONG SetDescriptor (LONG Descriptor, LONG Attribute);
Descriptorパラメータには、状態を変更したいディスクリプターを指定します。その有効範囲は、0から（DeviceDescriptors-1）までです。
Attributeパラメータは、ディスクリプター属性を設定します。その値は、下表のいずれかの値です。
値
説明
DISP_SD_ON
ディスクリプターの点灯。
DISP_SD_BLINK
ディスクリプターのブリンク。
DISP_SD_OFF
ディスクリプターの消灯。
説明
一つのディスクリプターの状態を設定します。
CapDescriptorsプロパティがFALSEの場合には、このメソッドは機能しません。
Descriptorパラメータで与えられたディスクリプターの物理位置は、デバイスとそのサービスオブジェクト間において決定されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにもその値が格納されます。
値
説明
OPOS_SUCCESS
正常終了です。
OPOS_E_ILLEGAL
デバイスは、ディスクリプターをサポートしていません。あるいは、無効な引数が渡されました。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
ClearDescriptorsメソッド、DeviceDescriptorsプロパティ
補足説明
　ここでは、ラインディスプレイ仕様について補足説明をします。
ウィンドウとビューポートについて
　ラインディスプレイには、ウィンドウとビューポートの概念があります。ビューポートとは、デバイス上の一部分、あるいは、全領域に割り当てられる可視領域のことです。このビューポートに対して、ビューポートの大きさ以上（少なくとも同等の大きさを持つ必要がある）の仮想的な領域を対応付けることができます。この仮想的な領域がウィンドウと呼ばれ、実際に表示される文字が編集される領域となります。また、一つのビューポートに対して一つのウィンドウが定義されます。
　ビューポートとウィンドウの関係には、次の3つの場合のみが定義されます。
① ビューポートとウィンドウの大きさが同等な場合
② ビューポートよりもウィンドウが水平方向に大きい場合
③ ビューポートよりもウィンドウが垂直方向に大きい場合
　つまり、水平方向と垂直方向がともにビューポートよりも大きなウィンドウを作成することはできません。通常もっとも頻繁に使用されるウィンドウは、上記の①で定義されるウィンドウです。②および③で定義されるウィンドウの主な使用法は、マーキースクロールによって効果的に情報を伝達する場合などにおいてです。
· ウィンドウとビューポートの作成
　簡単のために、2行10桁の表示領域をもつラインディスプレイ デバイスについて考えてみます（下図参照）。そのデバイスの桁数と行数は、それぞれDeviceColumnsプロパティとDeviceRowsプロパティによって定義されています。


　ここで、このデバイス上にビューポートを割り当て、ウィンドウを作成する方法は、CreateWindowメソッドを用いて行われます（34ページを参照）。
　このとき、作成可能なビューポートとウィンドウの関係において、 CreateWindowメソッドに渡されるパラメーターには次の3つの関係式があります（Ｃ言語の表記法で記されています）。
① (Height == WindowHeight) && (Width == WindowWidth)

② (Height == WindowHeight) && (Width != WindowWidth)

③ (Height != WindowHeight) && (Width == WindowWidth)

　上記の①～③は、先のビューポートとウィンドウの関係①～③にそれぞれ対応します。
· 各ウィンドウ形態の仕様
①　(Height == WindowHeight) && (Width == WindowWidth)の場合
　これは、ビューポートとウィンドウの大きさが等しい場合で、通常頻繁に使用されるウィンドウ形態です。たとえば、前述のデバイスに対して
CreateWindow(0, 1, 2, 8, 2, 8)

を実行すると次図のような関係が作成されます。


　この場合には、ウィンドウの全領域がビューポート上にマッピングされ、領域全体が可視領域となっています。
　このウィンドウへの文字列の表示は、すべてウィンドウ上に編集することによって行われます。この方法は、CursorRowプロパティとCursorColumnプロパティを (0, 0) ～ (1, 7) の範囲内（つまり、ウィンドウの座標軸内）で定義しDisplayTextメソッドを使うか、前述の範囲内のカーソル位置を指定してDisplayTextAtメソッドを使うかのいずれかです。このとき、指定した表示文字列中のある文字がウィンドウの末端 (1, 7) に位置した場合には、まず、上方向に一行分スクロールされ、末尾行が空白行となります。次に、引き続く文字列がその空白行へ表示されます。スクロール時にビューポートからはみ出した表示データはウィンドウ内部からも削除されます。
　このウィンドウに表示されている文字列のスクロールは、ScrollTextメソッドを使って行われます。ScrollTextメソッドで指定された桁（あるいは、行）数分だけ指定された方向（上・下・左・右のいずれか）にスクロールし、このスクロールによって新しく得られた表示領域は、スペース表示となります。また、スクロールによってはみ出した文字は、ウィンドウ上からも削除されます。これは、このウィンドウに対する文字列表示でのスクロールと同等なものです。また、CursorRowプロパティとCursorColumnプロパティの各値は、このスクロールによっては更新されません。つまり、スクロール後のカーソル位置の値は、スクロール前の値と同等です。
②　(Height == WindowHeight) && (Width != WindowWidth)の場合
　これは、ビューポートに比べてウィンドウが水平方向に大きい場合で、電光掲示板のように水平方向にメッセージを流して宣伝効果を高めるための特殊なウィンドウ形態です。たとえば、前述のデバイスに対して
CreateWindow(0, 1, 2, 8, 2, 15)

を実行すると次図のような関係が作成されます。


　この場合には、ウィンドウの一部分の領域がビューポート上にマッピングされ、その領域のみが可視領域となっています。次図は、ウィンドウ作成直後のウィンドウとビューポートを示しています。


　このウィンドウへの文字列の表示も、すべてウィンドウ上に編集することによって行われます。この方法は、CursorRowプロパティとCursorColumnプロパティを (0, 0) ～ (1, 14) の範囲内（つまり、ウィンドウの座標軸内）で定義しDisplayTextメソッドを使うか、前述の範囲内のカーソル位置を指定して DisplayTextAtメソッドを使うかのいずれかです。また、メソッドに指定された文字列中のある文字がウィンドウの末端 (1, 14) に達した場合には、先のビューポートとウィンドウが同じ大きさの場合と同じ動作をします。まず、上方向に一行分スクロールされ、末尾行が空白行となります。次に、引き続く文字列がその空白行へ表示されます。スクロール時にビューポートからはみ出した表示データはウィンドウ内部からも削除されます。また、ビューポートに対応するウィンドウ上のデータ内容がこのときのスクロールにより更新された場合には、ビューポート上の表示内容は更新されます。
　このウィンドウに表示されている文字列のスクロールは、ScrollTextメソッドを使って行われますが、先のビューポートとウィンドウの大きさが同等な場合とは異なった動きをします。これは、ScrollTextメソッドで指定された桁（あるいは、行）数分だけ指定された方向（上・下・左・右のいずれか）にスクロールした結果、ウィンドウの領域を超える場合には、そのウィンドウの先頭部分、あるいは、末尾部分の文字列が表示されます。このことを利用することにより、ビューポートをウィンドウの各コーナー（左上角、左下角、右上角、あるいは、右下角）に配置することができます。


　たとえば、上図で右に10文字分スクロールすると次のような概念図が描かれます。


　また、CursorRowプロパティとCursorColumn ロパティの各値は、このスクロールによっては更新されません。つまり、スクロール後のカーソル位置の値は、スクロール前の値と同等です。
　このウィンドウに対するビューポートの移動は、ScrollTextメソッド、あるいは、MarqueeTypeプロパティの操作によってのみ行われます。つまり、DisplayTextメソッド（あるいは、DisplayTextAtメソッド）での文字列表示がビューポートの領域を超えても、ビューポート内のデータは文字列に応じてスクロールされません。たとえば、図Ａで示される状態時に、
DisplayText(“HELLO,OPOS-J”, DISP_DT_NORMAL)

を実行すると、図Ｂで示される結果が得られます。
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メソッド実行後
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③　(Height != WindowHeight) && (Width == WindowWidth)の場合
　これは、ビューポートに比べてウィンドウが垂直方向に大きい場合で、電光掲示板の一つとして垂直方向にメッセージをスクロールして宣伝効果を高めるための特殊なウィンドウ形態です。たとえば、前述のデバイスに対して
CreateWindow(0, 1, 2, 8, 7, 8)

を実行すると次図のような関係が描かれます。


　この場合にも、ウィンドウの一部分の領域がビューポート上にマッピングされ、その領域のみが可視領域となっています。次図は、ウィンドウ作成直後のウィンドウとビューポートを示しています。
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　このウィンドウへの文字列の表示、スクロール、および、ビューポートの移動に関する仕様は、前のビューポートに比べてウィンドウが水平方向に大きいウィンドウ形態のときと同様に定義されます。
マーキースクロールについて
　マーキースクロールとは、電光掲示板のようにメッセージが繰り返し流されるスクロールであり、情報を効果的に伝達するためのものです。
· 対象となるウィンドウ形態、および、制限事項
　このマーキースクロールは、“ウィンドウとビューポートについて”の項目で示されるようなビューポートよりもウィンドウが大きなウィンドウ形態においてのみ定義されます。また、マーキースクロールにおいては、次のプロパティ値は参照されず、特に意味を持ちません。
・ InterCharacterWait プロパティ
　また、マーキースクロール中（MarqueeTypeプロパティに DISP_MT_UP, DISP_MT_DOWN, DISP_MT_LEFT, あるいは、DISP_MT_RIGHT が設定されている場合）に次のメソッドを使用することは禁止されています。
・DispalyTextメソッド
・DispalyTextAtメソッド
・ClearTextメソッド
・ ScrollText メソッド
　もし、マーキースクロール中に上記のメソッドが呼び出されると、メソッドの処理結果としてステータス OPOS_E_ILLEGAL が返されます。
· マーキースクロールの種類
　次の2つの種類のマーキースクロールが定義されます。
① プレース（Place）型
② ウォーク（Walk）型
　上記の各マーキースクロール型間においては、文字列表示のスクロール方法が異なります。また、どちらのマーキースクロール型に従ってスクロールされるかは、MarqueeFormat プロパティに設定されている値によって決定されます。
①　プレース型マーキースクロール
　プレース型のマーキースクロールの流れは、以下のルールに従ってスクロール表示されます。
1. ビューポートはいったんブランク表示になります。MarqueeTypeプロパティが DISP_MT_LEFT と DISP_MT_UP の場合には、ウィンドウをビューポートの左上角に位置するように設定します。あるいは、MarqueeTypeプロパティが DISP_MT_RIGHT と DISP_MT_DOWN の場合には、ウィンドウをビューポートの右下角に位置するように設定します。
2. ビューポートが一杯になるまで、MarqueeUnitWaitプロパティで示される単位時間ごとに一桁ずつ、あるいは、一行ずつビューポートに文字(列)を表示していきます。
3.ウィンドウ内の最終桁の文字、あるいは、最終行の文字列がビューポートに表示されるまで、ウィンドウをスクロールし文字(列)を表示していきます。このときには、MarqueeUnitWaitプロパティで示される単位時間ごとに一桁ずつ、あるいは、一行ずつ文字(列)が表示されます。
4. MarqueeRepeatWaitプロパティで示される単位時間後、1.のシーケンスに戻ります。
　たとえば、図C）のように2行3桁のウィンドウに対して2行2桁のビューポートが割り当てられているとします。


　このとき、プレース型で左方向にマーキースクロールを行うように設定するとビューポートには図D）のような表示の流れが得られます。


②　ウォーク型マーキースクロール
　ウォーク型のマーキースクロールの流れは、以下のルールに従ってスクロール表示されます。
1. ビューポートを消去（スペース表示）します。次に、MarqueeTypeプロパティが DISP_MT_LEFT、DISP_MT_RIGHT、DISP_MT_UP、あるいは、DISP_MT_DOWN の各場合に対応して、ビューポートの右端の桁、左端の桁、最下位行、あるいは、最上位行に文字(列)を表示します。
2. ビューポートに表示しきれるまで、MarqueeUnitWaitプロパティで設定される単位時間ごとに一桁ずつ、あるいは、一行ずつスクロールし文字(列)を表示していきます。
3. ウィンドウの最終桁の文字、あるいは、最終行の文字列がちょうどスクロールされるまで、ウィンドウをビューポート内でスクロールします。
4. MarqueeRepeatWaitプロパティで示される単位時間後、1.のシーケンスに戻ります。
　たとえば、図E）のように2行3桁のウィンドウに対して2行2桁のビューポートが割り当てられているとします。


　このとき、ウォーク型で左方向にマーキースクロールを行うように設定するとビューポートには図F）のような表示の流れが得られます。


· MarqueeTypeプロパティの設定について
　マーキースクロールは、MarqueeTypeプロパティに DISP_MT_NONE 以外の適切な値を設定することによりマーキースクロールが開始され、反対に、 DISP_MT_NONE を設定することによりスクロールは終了します。このときの終了状態は、 DISP_MT_NONE が設定されたときの表示状態となります。また、再度 DISP_MT_NONE 以外の適切な値を設定することによりそのときの終了状態からマーキースクロールが再開されます。
　また、MarqueeTypeプロパティへの値の設定においては、以下の規則に則ります。
1. DISP_MT_INIT が設定されているときは、マーキースクロールは行われず、DisplayTextメソッドなどを使用してウィンドウ上に文字列の設定ができます。しかし、ビューポートには何も反映されません。
2. マーキースクロール中に DISP_MT_INIT が設定された場合には、そのときの表示状態でスクロールは止まります。
3. DISP_MT_INIT から マーキースクロールを開始する値（ DISP_MT_INIT、DISP_MT_NONE 以外の値）へと設定された場合には、ビューポートがブランク表示にされてからマーキースクロールが開始されます。
4. DISP_MT_INIT から DISP_MT_NONE へと設定された場合には、ウィンドウの先頭部分がビューポートに表示されます。
カーソル、文字列表示とスクロールの関係について
· カーソルの設定
　カーソルとは、ウィンドウ上の各文字（半角文字単位）位置を行と桁の座標軸によって表現するプロパティであり、行位置を示すCursorRowプロパティと桁位置を示すCursorColumnプロパティにより構成されます。ウィンドウ上の文字位置は、一般的に座標（CursorRow、CursorColumn）により表現され、これらの値は各ウィンドウごとに管理されています。また、Ｘ行Ｙ桁の領域をもつウィンドウにおいては、ウィンドウの左上角は (0, 0) であり右下角は (X-1, Y-1) となり、カーソル値の有効範囲は、(0, 0) ～ (X-1, Y-1) の範囲内となります。
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作成直後


　図G）は、2行8桁のビューポートを持つ2行15桁のウィンドウを作成した直後を示したものです。作成直後のカーソル位置は、常に (0, 0) です。カーソル位置を設定するには、CursorRowプロパティあるいは CursorColumnプロパティに適切な値を設定することにより行われます。また、カーソル位置の設定によってビューポートの移動は発生しません。つまり、カーソル位置を現在のビューポート外へ設定したとしてもビューポートの表示内容には何の影響もありません。たとえば、上図の状態においてカーソル位置を (1, 14) に設定したとすると、設定後のウィンドウとカーソルの関係は図H）のように描かれます。


· 文字列の表示とカーソルの移動
　文字列を表示するには、DisplayTextメソッド、あるいは、DisplayTextAtメソッドを用いて文字列をウィンドウ上に編集することにより行われます。このときに指定された文字列は、DisplayTextメソッドの場合にはそのウィンドウで設定されているカーソル位置を基点として、また、DisplayTextAtメソッドの場合には指定されたカーソル位置を基点としてウィンドウ上に編集されます。ここで、そのウィンドウで管理されているCursorUpdateプロパティ値がTRUEの場合には、カーソル位置は編集された文字列の末尾文字の次を指すように自動で更新されます。たとえば、図G）の状態で、
DisplayText(“HELLO,OPOS-J”, DISP_DT_NORMAL)

を実行したすると図I）の結果が得られ、そのときのカーソル位置は、 CursorUpdateプロパティ値がFALSEのときには①を指し、反対にTRUEのときには②を指すものとなります。
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· ビューポートのスクロール
　ウィンドウ上でビューポートのスクロール表示は、次のいずれかの方法により行われます。
① ScrollTextメソッドの呼び出しによる行、あるいは、桁単位のスクロール。
② MarqueeTypeプロパティに適切な値を設定することによるマーキースクロール。
③ DisplayTextメソッド、あるいは、DisplayTextAtメソッドにより文字列がウィンドウの領域を超えることによるスクロール。
第5章
ハードトータル
一覧
プロパティ
	共通
	版数
	型
アクセス
	使用可能条件

	AutoDisable
	1.2
	Boolean
R/W
	適用外

	BinaryConversion
	1.2
	Long
R/W
	Open

	CapPowerReporting
	1.3
	Long
R
	Open

	CheckHealthText
	1.0
	String
R
	Open

	Claimed
	1.0
	Boolean
R
	Open

	DataCount
	1.2
	Long
R
	適用外

	DataEventEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	適用外

	DeviceEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	Open

	FreezeEvents
	1.0
	Boolean
R/W
	Open

	OpenResult
	1.5
	LONG
R
	無し

	OutputID
	1.0
	Long
R
	適用外

	PowerNotify
	1.3
	Long
R/W
	Open

	PowerState
	1.3
	Long
R
	Open

	ResultCode
	1.0
	Long
R
	無し

	ResultCodeExtended
	1.0
	Long
R
	Open

	State
	1.0
	Long
R
	無し

	ControlObjectDescription
	1.0
	String
R
	無し

	ControlObjectVersion
	1.0
	Long
R
	無し

	ServiceObjectDescription
	1.0
	String
R
	Open

	ServiceObjectVersion
	1.0
	Long
R
	Open

	DeviceDescription
	1.0
	String
R
	Open

	DeviceName
	1.0
	String
R
	Open


	専用
	
	

	

	CapErrorDetection
	1.0
	Boolean
R
	Open

	CapSingleFile
	1.0
	Boolean
R
	Open

	CapTransactions
	1.0
	Boolean
R
	Open

	FreeData
	1.0
	Long
R
	Open & Enable

	TotalsSize
	1.0
	Long
R
	Open & Enable 

	NumberOfFiles
	1.0
	Long
R
	Open & Enable  

	TransactionInProgress
	1.0
	Boolean
R
	Open 


メソッド
	共通
	版数
	使用可能条件

	Open
	1.0
	無し

	Close
	1.0
	Open 

	ClaimDevice
	1.0
	Open 

	ReleaseDevice
	1.0
	Open & Claim 

	CheckHealth
	1.0
	Open & Enable; (注1) 

	ClearInput
	1.0
	適用外

	ClearOutput
	1.0
	適用外

	DirectIO
	1.0
	Open 

	
	
	

	専用
	
	

	ClaimFile
	1.0
	Open & Enable; (注2)

	ReleaseFile
	1.0
	Open & Enable 

	
	
	

	Read
	1.0
	Open & Enable; (注2)

	Write
	1.0
	Open & Enable; (注2)

	SetAll
	1.0
	Open & Enable; (注2)

	ValidateData
	1.0
	Open & Enable; (注2)

	RecalculateValidationData
	1.0
	Open & Enable; (注2)

	
	
	

	Create
	1.0
	Open & Enable; (注1)

	Find
	1.0
	Open & Enable; (注1)

	FindByIndex
	1.0
	Open & Enable; (注1)

	Delete
	1.0
	Open & Enable; (注2)

	Rename
	1.0
	Open & Enable; (注2)

	
	
	

	BeginTrans
	1.0
	Open & Enable 

	CommitTrans
	1.0
	Open & Enable 

	Rollback
	1.0
	Open & Enable 

	
	
	


(注1) ハードトータルデバイスを排他アクセスしているアプリケーションがいないこと。
(注2) ハードトータルデバイスを排他アクセスしているか、そのファイルに対するメソッドを実行中のアプリケーションがいないこと。
イベント
	名称
	版数
	発生条件

	DataEvent
	1.0
	適用外

	DirectIOEvent
	1.0
	Open 

	ErrorEvent
	1.0
	適用外

	OutputCompleteEvent
	1.0
	適用外

	StatusUpdateEvent
	1.3
	Open,Claim,&Enable


概説
ハードトータルコントロールのOLEプログラマティクIDは“OPOS.Totals”です。
機能
ハードトータルは、次の機能を基本機能として実装しています。
· トータルメモリの領域に、“”（空の文字列）の名称を持つファイルを少なくとも1つサポートします。各々のトータルファイルは連続したバイトデータのように読み書きされます。
· 各々のトータルファイルは固定長で生成され、削除、初期化、排他アクセス要求ができます。
· トータルメモリは保護されていますが、制約つきのリソースです。たとえば、数千バイトの大きさしかないこともあります。
以下の機能は、オプションとして実装されます。
· ファイル名を付けたトータルファイルを作成する機能をサポートします。これは、ルートディレクトリレベルのみのファイルシステムの特性と共通します。上記の基本性能に加えて、各トータルファイルのファイル名の変更が可能となります。
· 次のトランザクション処理機能をサポートします。
begin：トランザクション処理の開始
commit：トランザクション処理を終了し、変更データを保存する
rollback：トランザクション処理を終了し、変更データを廃棄する
· 高度なエラー検知をサポートします。このエラー検知はハードウェアまたはソフトウェアにより実現されます。
モデル
以下にハードトータルの一般的なモデルを示します。
· ハードトータルデバイスは論理的に連続したバイトデータとして扱われ、アプリケーションがその内容を「トータルファイル」として細分します。これは、Createにより実行され、名称、サイズ、エラー検出レベルが割り当てられます。トータルファイルはCreate時に設定された固定長のファイルです。
基本機能のみの場合は、“”（空の文字列）の名前を持つ1つのトータルファイルを作成でき、操作することができます。オプション機能が実装されている場合は、任意の名前を持つトータルファイルを作成できます。
トータルファイルは従来のファイルシステムに似ていますが、強力なファイルシステムの提供を意図していません。どちらかといえば、データ保護やアクセスの簡便化を目的としています。
リソースの使用時の不必要なオーバヘッドを少なくするため、ディレクトリの階層構造はサポートせず、ファイルアトリビュートは最低限にし、ファイルの動的なサイズ変更はできません。
· 次のような操作がトータルファイルで実行できます。
· Read：一連のデータを読み取ります。
· Write：一連のデータを書き込みます。
· SetAll：トータルファイル内のすべてのデータを指定値に設定します。
· Find：既存のトータルファイルを名前で検索し、ファイルハンドルとサイズを返します。
· FindByIndex：ハードトータル内のすべてのファイルを列挙するために使用します。
· Delete：名前を指定してトータルファイルを削除します。
· Rename：トータルファイルの名前を変更します。
· ClaimFile：アプリケーションが特定のファイルの排他アクセス権を獲得します。タイムアウト値はほかのアプリケーションがアクセス中である場合の最大待ち時間を指定します。ClaimDeviceメソッドはハードトータルデバイスの排他アクセス権を獲得する場合に使用します。
· ReleaseFile：ファイルの排他アクセス権を解放します。
· FreeDataプロパティは空きデータバイト数を示します。
· TotalsSizeプロパティはハードトータルデバイスの総バイト数を示します。
· NumberOfFilesプロパティはハードトータルデバイス内に存在するトータルファイルの数を示します。
· トランザクション処理機能はオプションでサポートされます。トランザクションは一連のデータ書き込みで定義され、一つ以上のハードトータルファイルへの操作単位として適用されます。
トランザクション処理中、そのデータ書き込みはcommitまたはrollbackまでメモリに保持されます。FreeDataはトランザクション処理中、顕著に減少します。それは、操作単位としてのcommitを成立させるために、テンポラリなトータル領域が使用されるためです。
· BeginTrans：トランザクション処理の始まりを意味します。
· CommitTrans：トランザクション処理の終了と変更データの保存を行います。ソフトウェアまたはハードウェアメソッドが、完全にトランザクションが保存されるか、何もアップデートがされないことを保証するのに使用されます。このことは一般的に、トランザクションをテンポラリトータルスペースに書き込み、commitが進行中であることを示すステータス情報をデバイス内に設定し、トータルファイルにデータを書き込んだ後、テンポラリトータルスペースを解放するという一連の動きを必要とします。システムパワーダウンかリセットなどによりcommitに割込がかかった場合には、ハードトータルサービスオブジェクトが再ロードと初期化されたときに、テンポラリスペースからトータルファイルにデータをコピーすることでcommitを完了することができます。これにより関連しているトータルデータの正当性を確保できます。
· Rollback：現在のトランザクション処理を終了し、更新内容を破棄します。Rollbackは更新内容をキャンセルするために、ユーザが介入する場合に利用します。また、高度なエラー検知機能により、トータル領域のデータが、更新用に正しく読めないことが検出されたなら、そのときはトランザクション処理をアボートする必要があります。
· TransactionInProgress：当プロパティには、トランザクション処理の現行の状態が設定されます。
アプリケーションはCommit Trans前にほかのハードトータルコントロールがファイルの排他アクセス権を獲得し、commitが失敗したりすでに排他アクセスされているステータスが返されることのないように、トランザクション処理中に使用されるファイルを排他アクセスする必要があります。
· 高度なエラー検知機能はオプションとして、次のようにサポートされます。
· ReadまたはWriteはバリデーションエラーを通知することがあります。データは通常バリデーションブロックに分割され、このブロック全体にサムチェックやＣＲＣが付けられています。バリデーションデータブロックのサイズはサービスオブジェクトにより決定されます。
バリデーションエラーはアプリケーションに、読み取りまたは書き込み対象のデータを含むバリデーションブロックが、ハードウェアエラーにより無効であることを通知します。（Writeのエラーはバリデーションブロックの一部を変更しなければならないときに起こる可能性があります。その一部分の変更前には、必ずバリデーションブロックの読み出しとブロック自体のバリデーションが行わなければなりません。）
バリデーションエラーを通知されたときは、アプリケーションでトータルファイル内のすべてのデータを読み出すべきです。アプリケーションにて、どの部分のデータが無効であるかを決め、読み出しの結果により処置を行うべきです。
· RecalculateValidationDataはトータルファイル内のすべてのバリデーションデータの再計算を行うときに、呼び出します。 RecalculateValidationDataは前項で説明したようなリカバリをした後で呼び出すものです。
· ValidateDataはトータルファイル内のすべてのデータをバリデーションチェックにより比較する場合に、呼び出します。
· データのWriteは、書き込まれたデータが存在する一個か複数のバリデーションブロックに対するバリデーションデータの再計算を自動的に行います。
· 高度なエラー検知は通常パフォーマンスの低下をもたらすため、トータルファイルを作成するごとに、アプリケーションで本機能を使用するかどうかを選択できます。
デバイスの共有
ハードトータルは共有可能なデバイスです。デバイスを共有する際のルールは以下のとおりです。
· デバイスオープンの後、大部分のプロパティはリード可能となります。
· デバイスをオープンしイネーブルにした後、アプリケーションはすべてのプロパティとメソッドを使用することができます。
· 複数のアプリケーションがデバイスをオープンし、イネーブルにした場合、そのすべてのアプリケーションはプロパティとメソッドを扱うことができます。
· ひとつのアプリケーションが、ハードトータルデバイスを排他アクセスすることもできます。それはすべてのほかのアプリケーションに対し、デバイス上のどのようなファイルの読み込み、更新、または排他アクセス権の獲得要求に対しても排他を行うことになります。
· ひとつのアプリケーションが、ハードトータルファイルを排他アクセスできます。それは、すべてのほかのアプリケーションに対し、そのファイルに対する読み込み、更新、または排他アクセス権の獲得要求とハードトータルデバイスに対する排他アクセス権の獲得要求に対して排他を行うことになります。
プロパティ
CapErrorDetection プロパティ
形式
BOOL CapErrorDetection;

説明
TRUE：高度なエラー検知機能をサポートしています。　　　
FALSE：サポートしていません。
このプロパティはOpenメソッドにより初期化されます。
CapSingleFile プロパティ
形式
BOOL CapSingleFile;

説明
TRUE：空の文字列(“”)により識別されるただ1つのファ
イルのみサポートしています。
FALSE：ファイル名を付けたトータルファイルをサポートしています。
このプロパティはOpenメソッドにより初期化されます。
CapTransactions プロパティ
形式
BOOL CapTransactions;

説明
TRUE：トランザクション処理機能がサポートされています。
FALSE：サポートされていません。
このプロパティはOpenメソッドにより初期化されます。
FreeData プロパティ
形式
LONG FreeData;
説明
ハードトータルデバイス内の空き領域のバイト数です。
この値はデバイスがイネーブルになったときに適切な値に初期化され、ファイルがCreateされるかDeleteされるたびに更新されます。ファイルの生成時にファイル情報のためにいくらかの領域が必要ですが、FreeDataはこの領域分の値が差し引かれています。このことはFreeDataの値のサイズの新しいファイルが生成できることを保証します。
トランザクション処理では、commitの準備のために、ハードトータル領域を割り付ける必要があるため、トランザクション処理中のデータ書き込み時は、一時的にFreeDataを減少させます。このため、アプリケーションは最大サイズのトランザクションが実行されるのに十分なFreeDataが確保されていることを保証しなければなりません。
参照
Createメソッド、Writeメソッド
NumberOfFiles プロパティ
形式
LONG NumberOfFiles;
説明
現在のハードトータルデバイス内のトータルファイルの数です。
このプロパティは、デバイスをイネーブルにしたときに初期化されます。
参照
FreeDataプロパティ
TotalsSize プロパティ
形式
LONG TotalsSize;
説明
ハードトータルエリアのサイズです。このサイズはファイルが何も存在しない場合に作成できる最大のファイルサイズです。
このプロパティは、デバイスをイネーブルにしたときに初期化されます。
参照
FreeDataプロパティ
TransactionInProgress プロパティ
形式
BOOL TransactionInProgress;

説明
TRUE：アプリケーションはトランザクション処理中です。
FALSE：トランザクション処理中ではありません。
このプロパティはOpenメソッドによりFALSEに初期化されます。
参照
BeginTransメソッド
メソッド
BeginTrans メソッド
形式
LONG BeginTrans ();
説明
ハードトータルへの一連の書き込みの開始をマークします。この書き込みは1つのグループとして適用されるか、またはまったく適用されないかでなければなりません。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
トランザクション機能がサポートされていないデバイスです。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
CommitTransメソッド、Rollbackメソッド
ClaimDevice メソッド (共通)

形式
LONG ClaimDevice (LONG Timeout);

Timeoutパラメータには、排他アクセス権を獲得するまでの最大待ち時間をミリ秒単位で設定します。
0が設定されている場合は、排他アクセス権の獲得ができなかった場合でも、その結果を直ちに戻します。
OPOS_FOREVER(-1)が設定されている場合は、メソッドは排他アクセス権が獲得できるまで必要なだけ待ちます。
説明
デバイスに対して排他的アクセスを要求するときにこのメソッドを呼び出します。
もしほかのアプリケーションがClaimFileを使うことによって、ハードトータルファイルのいずれかに対して排他的アクセスが行われていれば、ClaimDeviceメソッドはReleaseFileメソッドによって、それらのファイルの排他アクセス権が解放されるまで待ち合わせます。
正常終了時はClaimedプロパティがTRUEになります。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
排他アクセスが認められました。ClaimedプロパティはTRUEになります。アプリケーションがすでにデバイスを排他アクセスしていた場合にも返されます。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なTimeoutパラメータが指定されています。
OPOS_E_TIMEOUT
ほかのアプリケーションがデバイスや1つ以上のファイルへの排他アクセスを行なっているため、Timeoutミリ秒経過するまでに、排他アクセス権を獲得できなかったことを示します。
参照
ReleaseDeviceメソッド、ClaimFileメソッド、ReleaseFileメソッド
ClaimFile メソッド
形式
LONG ClaimFile (LONG HTotalsFile, LONG Timeout);
パラメータ
説明
HTotalsFile
要求するトータルファイルのハンドル
Timeout
ファイルの排他アクセス権が獲得できるまでの、最大待ち時間（ミリ秒単位）
0が設定されている場合は、排他アクセス権の獲得ができなかった場合でも、その結果を直ちに戻します。
OPOS_FOREVER(-1)が設定されている場合は、メソッドは排他アクセス権が獲得できるまで必要なだけ待ちます。
説明
指定したファイルへの排他アクセスを要求するときに、このメソッドを呼び出します。一度許可されるとそのアプリケーションが明らかに排他アクセス権を解放するかデバイスがクローズされるまで排他アクセスは継続されます。
もしほかのアプリケーションが、ClaimFileメソッドを使ってこのファイルに対して排他アクセスを行っていたり、ClaimDeviceメソッドを使用してトータルデバイスに対して排他アクセスを行っていれば、このClaimFileは、それらの排他アクセス権が解放されるまで待ち合わせます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
ファイルハンドルが無効かまたは、無効なTimeoutパラメータが指定されています。
OPOS_E_TIMEOUT
ほかのアプリケーションがトータルデバイスやトータルファイルへの排他アクセスを行なっているため、Timeoutミリ秒経過するまでに、排他アクセス権を獲得できなかったことを示します。
参照
ClaimDeviceメソッド、ReleaseFileメソッド
CommitTrans メソッド
形式
LONG CommitTrans ();
説明
現在のトランザクション処理を終了します。直前のBeginTransメソッドと、本メソッド間のすべての書き込み要求が、ハードトータルエリアに保存されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
このデバイスがトランザクション処理機能をサポートしていないか、実行中のトランザクションがありません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
BeginTransメソッド、Rollbackメソッド
Create メソッド
形式
LONG Create (BSTR FileName, LONG* pHTotalsFile, LONG Size,
BOOL ErrorDetection);
パラメータ
説明
FileName
ファイルに割り付けられる名前です。
　　　　　　　　　　10文字以内。すべて表示可能な文字（文字コード≧0x20）でなければなりません。
pHTotalsFile
新しく作成されるトータルファイルのハンドルへのポインタ。メソッドにより設定されます。
Size
ファイルのバイト長。一度作成されるとファイルサイズは変更できません。トータルファイルは固定長ファイルです。
ErrorDetection
このファイルに対するエラー検知レベル。TRUEであれば、サービスオブジェクトが高度なエラー検知をサポートしていればこれを有効にします。
　　　　　　　　　　 FALSEであれば高速なアクセスが要求されているのでこのファイルに対する高度のエラー検知は有効にしません。
説明
指定された名前、サイズ、エラー検知レベルでトータルファイルが作成されます。データエリアはバイナリの0で初期化されます。
CapSingleFileがTRUEであれば1ファイルだけが作成され、そのファイル名は空の文字列(“”)になります。それ以外であれば、作成されるハードトータルファイルの数は唯一ハードトータルエリアの有効空容量にのみ制限されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_CLAIMED
トータルデバイスがほかのアプリケーションによって排他アクセスされており、作成できません。
OPOS_E_ILLEGAL
FileNameが長すぎるか無効な文字を含んでいます。
OPOS_E_EXISTS
FileNameがすでに存在します。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended=OPOS_ETOT_NOROOM:
ファイルを作成するのに十分なエリアがありません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
Findメソッド、Deleteメソッド、Renameメソッド
Delete メソッド
形式
LONG Delete (BSTR FileName);
FileNameパラメータには、削除するトータルファイル名を指定します。
説明
指定された名前のファイルを削除します。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_CLAIMED
ほかのアプリケーションがトータルファイルまたはトータルデバイスへの排他アクセスを行っているため削除できません。
OPOS_E_ILLEGAL
FileNameが長すぎるか無効な文字を含んでいます。
OPOS_E_NOEXIST
FileNameが見つかりません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
Createメソッド、Findメソッド、Renameメソッド
Findメソッド
形式
LONG Find (BSTR FileName, LONG* pHTotalsFile, LONG* pSize);
パラメータ
説明
FileName
トータルファイルの名前です。
pHTotalsFile
トータルファイルのハンドルへのポインタ。メソッドにより設定されます。
pSize
ファイルサイズへのポインタ（バイトサイズ）メソッドにより設定されます。
説明
トータルファイルを検索します。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_CLAIMED
トータルデバイスがほかのアプリケーションによって排他アクセスされているため検索できません。
OPOS_E_ILLEGAL
FileNameが長すぎるか、無効な文字を含んでいます。
OPOS_E_NOEXIST
FileNameが見つかりません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。 

参照
Createメソッド、Deleteメソッド、Renameメソッド
FindByIndex メソッド
形式
LONG FindByIndex (LONG Index, BSTR* pFileName);
パラメータ
説明
Index
検索するトータルファイルのインデックスです。
pFileName
トータルファイル名へのポインタ。メソッドにより設定されます。
説明
与えられたインデックスで、現在示されるファイル名へのポインタが返されます。
このメソッドは、現在定義されている全トータルファイルを列挙する手間をはぶきます。インデックスが0の場合は先頭のファイル位置が返され、それに続くインデックスで以降のファイル名が返されます。 もっとも大きなインデックスの有効値はNumberOfFilesの値から1引いた値です。
ファイルの作成・削除を行うと、インデックスとファイルの関係も変わります。また、このときコントロールはファイル名と属性を管理するためのデータ領域を縮めるか再調整します。このため、すべてのファイル名を正常に取り出すためには、アプリケーションはデバイスを排他アクセスする必要があります。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_CLAIMED
トータルデバイスがほかのアプリケーションによって排他アクセスされているため検索できません。
OPOS_E_ILLEGAL
Indexが現在定義されている最大のインデックス値を超えています。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
Createメソッド、Findメソッド
Read メソッド
形式
LONG Read (LONG HTotalsFile, BSTR* pData, LONG Offset, LONG Count);
パラメータ
説明
HTotalsFile
CreateまたはFindメソッドから返されたトータルファイルのハンドル。
pData
トータルデータが読み出されるバッファへのポインタ。
このデータのフォーマットはBinaryConversionプロパティの値に依存します。詳細はBinaryConversionプロパティを参照してください。
Offset
読みだすデータの先頭オフセット値。
Count
読みだすデータのバイト数。
説明
トータルファイルからデータを読み出します。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_CLAIMED
トータルデバイスまたはトータルファイルがほかのアプリケーションによって排他アクセスされているため検索できません。
OPOS_E_ILLEGAL
ファイルハンドルが不正か、データレンジの一部がトータルファイルの限度を越えています。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended=OPOS_ETOT_VALIDATION:

　　　　　　　　　　バリデーションエラーがデータの読み出し中に発生しました。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
Writeメソッド
RecalculateValidationData メソッド
形式
LONG RecalculateValidationData (LONG HTotalsFile);
パラメータ
説明
HTotalsFile
トータルファイルのハンドル。
説明
指定されたトータルファイルのバリデーションデータを再計算します。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_CLAIMED
トータルデバイスまたはトータルファイルがほかのアプリケーションによって排他アクセスされているため再計算できません。
OPOS_E_ILLEGAL
ハンドルが無効、またはサービスオブジェクトまたはこのファイルが高度なエラー検知機能をサポートしていません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
Release メソッド (共通)
形式
LONG ReleaseDevice ();

説明
デバイスに対する排他アクセス権を解放します。
アプリケーションは、ClaimDeviceメソッドによりハードトータルデバイスを、ClaimFileメソッドにより特定のファイルを排他アクセス要求するが、ReleaseDeviceメソッドの呼び出しではハードトータルデバイスに対する排他アクセス権を解放します。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
排他アクセス権を解放しました。ClaimedプロパティはFALSEとなります。
OPOS_E_ILLEGAL
アプリケーションはデバイスに対して排他アクセスを行っていません。
参照
「デバイス共有モデル」、ClaimDeviceメソッド、ClaimFileメソッド
ReleaseFile メソッド
形式
LONG ReleaseFile (LONG HTotalsFile);
パラメータ
説明
HTotalsFile
解放するトータルファイルのハンドル。
説明
指定したファイルに対する排他アクセスを解放します。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
ハンドルが不正、または指定したファイルがこのアプリケーションにより排他アクセスされていません。
参照
ClaimDeviceメソッド、ClaimFileメソッド
Rename メソッド
形式
LONG Rename (LONG HTotalsFile, BSTR FileName);
パラメータ
説明
HTotalsFile
ファイル名変更するトータルファイルのハンドル。
FileName
ファイルに割り付ける新しい名前、10文字以内。すべて表示可能な文字（文字コード≧0x20）でなければなりません。
説明
トータルファイルのファイル名を変更します。
CapSingleFileプロパティがTRUEであれば、このメソッドは失敗します。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_CLAIMED
トータルデバイスまたはトータルファイルがほかのアプリケーションによって排他アクセスされているため、変更できません。
OPOS_E_ILLEGAL
ファイルハンドルが不正か、またはFileNameが長すぎるか不正な文字を含んでいます。または、CapSingleFileプロパティがTRUEです。
OPOS_E_EXISTS
FileNameがすでに存在します。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
Rollback メソッド
形式
LONG Rollback ();
説明
現在のトランザクションを終了します。直前のBeginTransからこのメソッドまでのすべての書き込みは破棄され、ハードトータル領域には保存されません。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
トランザクション処理機能がサポートされていないか、トランザクション処理を実行中ではありません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
BeginTransメソッド、CommitTransメソッド
SetAll メソッド
形式
LONG SetAll (LONG HTotalsFile, LONG Value);
パラメータ
説明
HTotalsFile
トータルファイルのハンドル。
Value
設定するデータ（最下位バイト）
説明
トータルファイル内のすべてのデータを指定した値に設定します。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_CLAIMED
トータルデバイスまたはトータルファイルがほかのアプリケーションによって排他アクセスされているため、指定した値に設定できません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
ValidateData メソッド
形式
LONG ValidateData (LONG HTotalsFile);
パラメータ
説明
HTotalsFile
トータルファイルのハンドル。
説明
バリデーションチェックによりトータルファイルのすべてのデータを比較します。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_CLAIMED
トータルデバイスまたはトータルファイルがほかのアプリケーションによって排他アクセスされているためバリデートできません。
OPOS_E_ILLEGAL
ハンドルが無効、もしくは、サービスオブジェクトかこのファイルが高度なエラー検知機能をサポートしていません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
Write メソッド
形式
LONG Write (LONG HTotalsFile, BSTR Data, LONG Offset, LONG Count);
パラメータ
説明
HTotalsFile
CreateまたはFindメソッドから返されたトータルファイルのハンドル。
Data
書き込むデータの格納されているバッファ。
このデータのフォーマットはBinaryConversionプロパティの値に依存します。詳細はBinaryConversionプロパティを参照してください。
Offset
書き込みデータの先頭オフセット。
Count
書き込みバイト数。
説明
トータルファイルにデータを書き込みます。
トランザクション処理が実行中の場合にはCommitTransまたはRollbackメソッドが呼び出されるまでバッファリングします。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_CLAIMED
トータルデバイスまたはトータルファイルがほかのアプリケーションによって排他アクセスされているため書き込みできません。
OPOS_E_ILLEGAL
ハンドルが不正、またはデータ列の一部がトータルファイルの範囲外です。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended=OPOS_ETOT_NOROOM:
トランザクション用の動作領域が不十分のため書き込みできません。

ResultCodeExtended=OPOS_ETOT_VALIDATION:
データの読み込みでバリデーションエラーが発生しました。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
Readメソッド、BeginTransメソッド、CommitTransメソッド、Rollbackメソッド、FreeDataプロパティ

第6章
キーロック
一覧
プロパティ
	共通
	版数
	型
アクセス
	使用可能条件

	AutoDisable
	1.2
	Boolean
R/W
	適用外

	BinaryConversion
	1.2
	Long
R/W
	Open

	CapPowerReporting
	1.3
	Long     R
	Open

	CheckHealthText
	1.0
	String
R
	Open 

	Claimed
	1.0
	Boolean
R
	Open 

	DataCount
	1.2
	Long
R
	適用外

	DataEventEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	適用外

	DeviceEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	Open 

	FreezeEvents
	1.0
	Boolean
R/W
	Open 

	OpenResult
	1.5
	Long     R
	無し

	OutputID
	1.0
	Long
R
	適用外

	PowerNotify
	1.3
	Long    R/W
	Open

	PowerState
	1.3
	Long     R
	Open

	ResultCode
	1.0
	Long
R
	無し

	ResultCodeExtended
	1.0
	Long
R
	Open 

	State
	1.0
	Long
R
	無し 

	
	
	
	

	ControlObjectDescription
	1.0
	String
R
	無し

	ControlObjectVersion
	1.0
	Long
R
	無し

	ServiceObjectDescription
	1.0
	String
R
	Open 

	ServiceObjectVersion
	1.0
	Long
R
	Open 

	DeviceDescription
	1.0
	String
R
	Open 

	DeviceName
	1.0
	String
R
	Open 

	
	
	
	

	専用
	
	
	

	KeyPosition
	1.0
	Long
R
	Open & Enable 

	PositionCount
	1.0
	Long
R
	Open 


メソッド
	共通
	版数
	使用可能条件

	Open
	1.0
	無し

	Close
	1.0
	Open 

	ClaimDevice
	1.0
	Open 

	ReleaseDevice
	1.0
	Open & Claim 

	CheckHealth
	1.0
	Open & Enable 

	ClearInput
	1.0
	適用外

	ClearOutput
	1.0
	適用外

	DirectIO
	1.0
	Open 

	
	
	

	専用
	
	

	WaitForKeylockChange
	1.0
	Open & Enable 


イベント
	名称
	版数
	発生条件

	DataEvent
	1.0
	適用外

	DirectIOEvent
	1.0
	Open 

	ErrorEvent
	1.0
	適用外

	OutputCompleteEvent
	1.0
	適用外

	StatusUpdateEvent
	1.0
	Open & Enable 


概説
キーロックコントロールのOLEプログラマティクIDは“OPOS.Keylock”です。


機能
キーロックは最小限以下の機能を持ちます。
· 少なくとも3つのキーロック位置をサポートします。
· キーロック位置が変化したときにハードウェア的に通知するか、ソフトウェアで検出する機能を持ちます。
キーロックは、3つのキーロック位置とそれぞれの定数を定義します。キーロックは、「ロック」、「通常」、「スーパバイザ」の位置を持ち、それぞれの位置と値は、次のとおりです。
· LOCK_KP_LOCK
1

· LOCK_KP_NORM
2

· LOCK_KP_SUPR
3

KeyPositionプロパティには、1からPositionCountプロパティで示されるキーロック位置の総数までの範囲内で、キーロック位置の値が設定されます。
デバイスの共有
キーロックは共有可能です。共有する際のルールは次のとおりです。
· デバイスをオープンし、イネーブルにした後、アプリケーションはすべてのプロパティとメソッドを使用することができます。また、StatusUpdateEventイベントを受け取ることができます。
· 複数のアプリケーションがデバイスをオープンし、イネーブルにした場合、そのすべてのアプリケーションはプロパティとメソッドを扱うことができます。また、それらのアプリケーションのすべてにStatusUpdateEventイベントが通知されます。
· キーロックは排他制御をサポートしません。ClaimDeviceメソッドがアプリケーションから呼ばれたならば、これらのメソッドはいつもOPOS_E_ILLEGALを返し、コントロールはほかの処理を何もしません。
· 使用上の必要条件については「一覧」を参照してください。
プロパティ
KeyPosition プロパティ
形式
LONG KeyPosition;
説明
キーロック位置を示す値が設定されます。
キーロック位置が変わると、この値はコントロールによって変更されます。アプリケーションがStatusUpdateEventを受けるのに加えて、この値は、新しいキーロック位置を示すように変更されます。
KeyPositionプロパティは、次のいずれかの値が設定されます。
値
意味
LOCK_KP_LOCK
キーロックが「ロック」位置にあります。値は1です。
LOCK_KP_NORM
キーロックが「通常」位置にあります。値は2です。
LOCK_KP_SUPR
キーロックが「スーパバイザ」位置にあります。値は3です。
その他
キーロックが上記以外の位置にあります。この値は、4からPositionCountプロパティによって示されるキーロック位置の総数までの範囲内です。
このプロパティはデバイスをイネーブルにしたときに初期化されます。
PositionCount プロパティ
形式
LONG PositionCount;
説明
キーロック位置の総数が設定されます。
キーロックデバイスに存在する位置の総数を示します。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
メソッド
WaitForKeylockChange メソッド
形式
LONG WaitForKeylockChange (LONG KeyPosition, LONG Timeout);
パラメータ
説明
KeyPosition
要求するキーロック位置です。以下の値を参照してください。
Timeout
この値で指定された時間内にキーロック位置が変化しなければ、制御をアプリケーションに返します。単位はミリ秒です。-1、0、正の値が指定できます。
KeyPositionパラメータは、次のいずれかの値を設定します。
値
意味
LOCK_KP_ANY
キーロック位置が変化するのを待ちます。値は0です。
LOCK_KP_LOCK
キーロック位置が「ロック」に設定されるのを待ちます。値は1です。
LOCK_KP_NORM
キーロック位置が「通常」に設定されるのを待ちます。値は2です。
LOCK_KP_SUPR
キーロック位置が「スーパバイザ」に設定されるのを待ちます。値は3です。
その他
キーロック位置が上記以外の位置のいずれかひとつに設定されるのを待ちます。この値は、4からPositionCountプロパティによって示されるキーロック位置の総数までの範囲です。
説明
指定されたキーロック位置に設定されるのを待ちます。
KeyPositionによって指定した位置が、現在のキーロック位置と同じならば、メソッドは直ちに戻ります。
Timeoutが0の場合、キーロック位置がKeyPositionで指定された位置にあればOPOS_SUCCESSを返し、指定された位置になければOPOS_E_TIMEOUTを返します。また、Timeoutが-1の場合は、タイムアウトは発生せず、KeyPositionで指定された位置に設定されるまで無限に待ちます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
キーロックが指定された位置にあります。KeyPositionがLOCK_KP_ANYならばキーロック位置は変化しました。
OPOS_E_TIMEOUT
指定されたキーロック位置に設定される前に、タイムアウトが発生しました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なパラメータ値が指定されました。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
イベント
StatusUpdateEvent イベント
形式
void StatusUpdateEvent (LONG State);
Stateパラメータは更新後のキーロック位置を示します。以下の値が設定されます。
値
意味
LOCK_KP_LOCK
キーロックが「ロック」位置にあります。値は1です。
LOCK_KP_NORM
キーロックが「通常」位置にあります。値は2です。
LOCK_KP_SUPR
キーロックが「スーパバイザ」位置にあります。値は3です。
その他
キーロックがほかの位置のいずれかにあります。この値は4からPositionCountプロパティによって示されるキーロック位置の総数までの範囲内です。
電源通知のStatusUpdateEventの値

「第2章 共通プロパティ、メソッド、イベント」のStatusUpdateEventの記述を参照。
説明
キーロック位置が変わったとき、イベントが通知されます。

第7章
磁気ストライプリーダ
一覧
プロパティ
	共通
	版数
	型
アクセス
	使用可能条件

	AutoDisable
	1.2
	Boolean
R/W
	Open 

	BinaryConversion
	1.2
	Long
R/W
	Open 

	CapPowerReporting
	1.3
	Long
R
	Open

	CheckHealthText
	1.0
	String
R
	Open 

	Claimed
	1.0
	Boolean
R
	Open 

	DataCount
	1.2
	Long
R
	Open

	DataEventEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	Open 

	DeviceEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	Open & Claim 

	FreezeEvents
	1.0
	Boolean
R/W
	Open 

	OpenResult
	1.5
	Long
R
	無し

	OutputID
	1.0
	Long
R
	適用外

	PowerNotify
	1.3
	Long
R/W
	Open

	PowerState
	1.3
	Long
R
	Open

	ResultCode
	1.0
	Long
R
	無し 

	ResultCodeExtended
	1.0
	Long
R
	Open 

	State
	1.0
	Long
R
	無し 

	
	
	
	

	ControlObjectDescription
	1.0
	String
R
	無し 

	ControlObjectVersion
	1.0
	Long
R
	無し 

	ServiceObjectDescription
	1.0
	String
R
	Open 

	ServiceObjectVersion
	1.0
	Long
R
	Open 

	DeviceDescription
	1.0
	String
R
	Open 

	DeviceName
	1.0
	String
R
	Open 


	専用
	
	

	

	CapISO
	1.0
	Boolean
R
	Open

	CapJISOne
	1.0
	Boolean
R
	Open

	CapJISTwo
	1.0
	Boolean
R
	Open

	CapTransmitSentinels
	1.5
	Boolean
R
	Open 

	
	
	
	

	TracksToRead
	1.0
	Long
R/W
	Open

	DecodeData
	1.0
	Boolean
R/W
	Open

	ParseDecodeData
	1.0
	Boolean
R/W
	Open

	ErrorReportingType
	1.2
	Long
R/W
	Open

	
	
	
	

	Track1Data
	1.0
	String
R
	Open

	Track2Data
	1.0
	String
R
	Open

	Track3Data
	1.0
	String
R
	Open

	Track4Data
	1.5
	String
R
	Open

	
	
	
	

	AccountNumber
	1.0
	String
R
	Open

	ExpirationDate
	1.0
	String
R
	Open

	Title
	1.0
	String
R
	Open

	FirstName
	1.0
	String
R
	Open

	MiddleInitial
	1.0
	String
R
	Open

	Surname
	1.0
	String
R
	Open

	Suffix
	1.0
	String
R
	Open

	ServiceCode
	1.0
	String
R
	Open

	Track1DiscretionaryData
	1.0
	String
R
	Open

	Track2DiscretionaryData
	1.0
	String
R
	Open

	TransmitSentinels
	1.5
	Boolean
R/W
	Open


メソッド
	共通
	版数
	使用可能条件

	Open
	1.0
	無し 

	Close
	1.0
	Open

	ClaimDevice
	1.0
	Open

	ReleaseDevice
	1.0
	Open & Claim 

	CheckHealth
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	ClearInput
	1.0
	Open & Claim

	ClearOutput
	1.0
	適用外 

	DirectIO
	1.0
	Open 


イベント
	名称
	版数
	発生条件

	DataEvent
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	DirectIOEvent
	1.0
	Open & Claim

	ErrorEvent
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	OutputCompleteEvent
	1.0
	適用外

	StatusUpdateEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable


概説
磁気ストライプリーダ(MSR)コントロールのOLEプログラマティクIDは、“OPOS.MSR”です。
機能
磁気ストライプリーダコントロールは、次の機能を持っています。
· 磁気ストライプからコード化されたデータを読み取ります。データは、トラック1、2、3、および、JIS-IIのあらゆる組み合わせから読み取ることができます。
· アルファニューメリックのデータバイトは、それらに対応する英数文字のコードにデコードすることができます。さらに、このデコードされたアルファニューメリックのデータは、デバイスプロパティとしてアクセスできる特定のフィールドに分けられます。
また、以下の機能がオプションとして実装されます。
· 次のカードタイプをサポートします。
ISO、JIS Type-I、かつ、または、JIS Type-II。

注：この仕様の目的に合わせて、次の規則を想定しています。
· トラック1はISOまたはJIS-Iトラック1。
· トラック2はISOまたはJIS-Iトラック2。
· トラック3はISOまたはJIS-Iトラック3。
· トラック4はJIS-II。

· カードタイプの判定はカードトラックが保持している内容の種類に基づいて行います。
· トラックデータに制御情報を含めて通知する機能。
JIS-II に対する補足
Ver1.4以前ではJIS-Ⅱデータの扱いが明確に定義されておらず、TracknDataのどのプロパティにデータが格納されるかはSOに依存していました。Ver1.5以降ではJIS-II データは、Track4Data プロパティに格納されますが、バージョン1.4 以前のSOとの互換性を保つために、他のTracknData にも格納されることがあります。（通常は、Track1DataまたはTrack3Data。）この場合、DataEvent のStatus、ErrorEvent のErrorCodeExtended プロパティにも二重にセットされます。ただし、アプリケーションがTrack4Data以外のプロパティを使用すると、格納されるプロパティがSOによって異なる可能性が有るため、アプリケーションの互換性が失われる可能性があります。
モデル
4つの書き込み可能なプロパティは、磁気ストライプリーダのデータ処理を制御します。
· TracksToReadプロパティは、4種類のトラックからどの組み合わせでカードを読むかを制御します。すべての指定トラックをカードから読み取れなくてもエラーではありません。むしろ、このプロパティはアプリケーション処理で必要なトラックを指定します。
· DecodeDataプロパティは、元のフォーマットから表示可能データへの変換を制御します。
· ParseDecodeDataプロパティは、一般の磁気ストライプリーダ規定に基づき、変換済みのデータからフィールドへの展開を制御します。
· ErrorReportingTypeプロパティは、無効なデータを含むトラックが読まれたときに発生するエラーイベントのハンドリング方法を制御します。
磁気ストライプリーダコントロールは、イベント駆動入力の一般的な入力モデルに従います。
· カード操作によるデータ入力を受け取ると、コントロールはDataEventをキューイングします。
· AutoDisableプロパティがTRUEならば、DataEventのキューイング時にコントロールは自動的にディセーブルとなります。
· DataEventEnabledプロパティがTRUEならば、キューイングしたDataEventはアプリケーションに通知されます。イベントを通知する直前にコントロールはデータをプロパティにコピーし、DataEventEnabledプロパティをFALSEに設定して次のデータイベントを抑止します。これにより､アプリケーションが現在の入力と関連プロパティを処理している間、以降の入力データをコントロールによってキューイングします。アプリケーションは、現在の入力データの処理を終えて次のデータ処理の準備ができたとき、DataEventEnabledプロパティをTRUEに設定してイベント通知を再び許可します。
· 入力データの読込み中または処理中に、コントロールにおいてエラーが発生した場合、ErrorEventが発行され、DataEventEnabledプロパティがTRUEならばアプリケーションに通知されます。
· DataCountプロパティを読むことでコントロールによってキューイングされたデータイベント数が得られます。
· キューイングされたすべての入力データは、ClearInputメソッドを呼び出して削除できます。
デバイスの共有
磁気ストライプリーダは、以下に示すように排他的に使用すべきデバイスです。
· アプリケーションは、デバイスをイネーブルにする前に排他アクセス権を獲得しなければなりません。
· アプリケーションは、デバイスの読み込みが始まる前か、デバイスを操作するメソッドを呼び出す前か、いくつかのプロパティにアクセスする前に、デバイスをイネーブルにしなければなりません。
· 使用上の必要条件については、「一覧」を参照のこと。
プロパティ
AccountNumber プロパティ
形式
BSTR AccountNumber;
説明
最後に通されたカードデータから得られたアカウント番号です。
次の場合は、空の文字列が設定されます。
· そのフィールドが読まれたデータトラックに含まれなかった。
· トラックデータフォーマットがParseDecodeDataプロパティでリストされたものの1つでなかった。
· ParseDecodeDataがFALSEであった。
CapISO プロパティ
形式
BOOL CapISO;
説明
TRUE：磁気ストライプリーダはISOカードをサポートしています。
FALSE：サポートしていません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapJISOne プロパティ
形式
BOOL CapJISOne;
説明
TRUE：磁気ストライプリーダはJIS Type-Iカードをサポートしています。
FALSE：サポートしていません。
JIS-IカードはISOカードのスーパーセットです。したがって、CapJISOneがTRUEであれば、同じくCapISOがTRUEであることを意味します。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapJISTwo プロパティ
形式
BOOL CapJISTwo;
説明
TRUE：磁気ストライプリーダはJIS Type-II カードをサポートしています。
FALSE：サポートしていません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。

CapTransmitSentinels プロパティ
1.5版で追加
形式
BOOL CapTransmitSentinels;
説明
TRUE：磁気ストライプリーダは開始符号、終了符号を読み取りデータに付加して返す機能をサポートしています。
FALSE：サポートしていません。
このプロパティはOpenメソッドにより初期化されます。

参照
TransmitSentinels プロパティ
DecodeData プロパティ  R/W

形式
BOOL DecodeData;
説明
FALSEならば、Track1Data、Track2Data、Track3Data、およびTrack4Dataプロパティは、元のエンコードされたビット列「コード変換しないフォーマット(Raw Format)」を含みます。
TRUEならば、Track1Data、Track2Data、Track3Data､およびTrack4Dataプロパティ内のトラックデータの各バイトは、コード変換していないフォーマットから、ASCIIビット列に対応して変換されます。7ビットデータは、それに対応するアルファニューメリック、または、カタカナキャラクタを判読するのにデコードを必要としないので、この変換は主として7ビットフォーマット以外のデータに適用されます。
各カードタイプ、トラックそしてトラックデータフォーマットに対して行うデコーディングは次のとおりです。
	カード
タイプ
	TrackData

プロパティ
	データ
フォーマット
	変換されていない
バイト
	デコードされた
バイト

	ISO
	Track1Data
	6-ビット
	0x00 － 0x3F
	0x20 － 0x5F

	
	Track2Data
	4-ビット
	0x00 － 0x0F
	0x30 － 0x3F

	
	Track3Data
	4-ビット
	0x00 － 0x0F
	0x30 － 0x3F

	JIS-I
	Track1Data
	6-ビット
	0x00 － 0x3F
	0x20 － 0x5F

	
	Track1Data
	7-ビット
	0x00 － 0x7F
	データ変化なし

	
	Track2Data
	4-ビット
	0x00 － 0x0F
	0x30 － 0x3F

	
	Track3Data
	4-ビット
	0x00 － 0x0F
	0x30 － 0x3F

	
	Track3Data
	7-ビット
	0x00 － 0x7F
	データ変化なし

	JIS-II
	Track4Data
	7-ビット
	0x00 － 0x7F
	データ変化なし


このプロパティはOpenメソッドによりTRUEに初期化されます。
このプロパティをFALSEに設定することにより、自動的にParseDecodeDataプロパティがFALSEに設定されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
参照
ParseDecodeDataプロパティ
ErrorReportingType プロパティ  R/W


第1.2版にて追加
形式
LONG ErrorReportingType;
説明
カードを通した場合や、TracksToReadプロパティによって指定された1つまたはそれ以上のトラックにデータとエラーが含まれる場合、ErrorEventによってエラーが報告されます 。
アプリケーションにErrorEventが通知されたとき、2種類のエラー報告タイプがサポートされます。
· カードレベル：一般的なエラーステータスが与えられ、カードデータは得られません。カードレベルは、単純にカードデータが正しく読めたかどうかを調査するために使用します。
· トラックレベル：コントロールは各トラックごとに分けられたステータスとともに拡張ステータスを返すことができます。また、適切なデータを含むか、データを全く含まないトラックについては、DataEventの発行と共にトラックプロパティを設定します。不適切なデータを含むトラックに対しては、トラックプロパティを空に設定します。トラックレベルは、トラックがエラーを含む場合、読み込みに成功した他トラックをアプリケーションが利用可能であるときに使用します。例えば、TracksToReadプロパティの値がMSR_TR_1_2_3であり、カードデータのトラック1と2には正しいデータが、トラック3には磁気ストライプリーダによって「ランダムノイズ」エラーが含まれたとします。この時トラックレベルエラー報告においては、ErrorEventがトラック1と2のプロパティに適切なデータを、トラック3のプロパティには空をそれぞれ設定し、各トラックの状態を示すエラーコードを返します。
値
意味
MSR_ERT_CARD
カードレベルでエラーを報告します。
MSR_ERT_TRACK
トラックレベルでエラーを報告します。
このプロパティはOpenメソッドによりMSR_ERT_CARDに初期化され、この場合、第1.2版以前と同等の機能がサポートされます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効な値が指定されました｡ 

参照
ErrorEvent
ExpirationDate プロパティ
形式
BSTR ExpirationDate;
説明
最後に通されたカードデータから得られた満期日がASCII４桁の10進数“YYMM”の形式で入ります。例えば、1998年2月は、”9802”であり、2018年8月は、”1808”となります。
次の場合は、空の文字列が設定されます。
· そのフィールドが読まれたデータトラックに含まれなかった。
· トラックデータフォーマットがParseDecodeDataプロパティの項目で記載されているものでなかった。
· ParseDecodeDataがFALSEであった。
FirstName プロパティ
形式
BSTR FirstName;
説明
最後に通されたカードデータから得られたファーストネームです。
次の場合は、空の文字列が設定されます。
· そのフィールドが読まれたデータトラックに含まれなかった。
· トラックデータフォーマットがParseDecodeDataプロパティの項目で記載されているものでなかった。
· ParseDecodeDataがFALSEであった。
MiddleInitial プロパティ
形式
BSTR MiddleInitial;
説明
最後に通されたカードデータから得られたミドルイニシャルです。
次の場合は、空の文字列が設定されます。
· そのフィールドが読まれたデータトラックに含まれなかった。
· トラックデータフォーマットがParseDecodeDataプロパティの項目で記載されたものでなかった。
· ParseDecodeDataがFALSEであった。
ParseDecodeData プロパティ  R/W

形式
BOOL ParseDecodeData;
BOOL ParseDecodedData;

(ParseDecodeData.
と同義)

説明
TRUEであれば、Track1DataおよびTrack2Dataプロパティに含まれるデコードされたデータは、さらにフィールドに分割されて対応するプロパティに設定されます。Track3Dataは、そのデータ内容がカード発行人によって定義された独自のフォーマットであるので変換されません。JIS-I Track 1フォーマットCおよび、ISO Track 1フォーマットCデータは、同様の理由で変換されません。また、Track4Dataも変換されません。
フィールドに対応するプロパティは、次のフォーマットからなるデータを持つカードのために定義されたフィールドです。
· JIS-I / ISO Track 1フォーマットA 

· JIS-I / ISO Track 1フォーマットB

· JIS-I / ISO Track 1 VISAフォーマット(デファクトスタンダード) 

· JIS-I / ISO Track 2フォーマット 

このプロパティは、OpenメソッドによりTRUEに初期化されます。
このプロパティをTRUEへ設定することによって、自動的にDecodeData プロパティがTRUEに設定されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
参照
DecodeDataプロパティ、Surnameプロパティ、Suffixプロパティ、AccountNumberプロパティ、FirstNameプロパティ、MiddleInitialプロパティ、Titleプロパティ、ExpirationDateプロパティ、ServiceCodeプロパティ、Track1DiscretionaryDataプロパティ、Track2DiscretionaryDataプロパティ
ServiceCode プロパティ
形式
BSTR ServiceCode;
説明
最後に通されたカードデータから得られたサービスコードです。
次の場合は、空の文字列が設定されます。
· そのフィールドが読まれたデータトラックに含まれなかった。
· トラックデータフォーマットがParseDecodeDataプロパティの項目で記載されているものでなかった。
· ParseDecodeDataがFALSEであった。
Suffix プロパティ
形式
BSTR Suffix;
説明
最後に通されたカードデータから得られたサフィックスです。
次の場合は、空の文字列が設定されます。
· そのフィールドが読まれたデータトラックに含まれなかった。
· トラックデータフォーマットがParseDecodeDataプロパティの項目で記載されているものでなかった。
· ParseDecodeDataがFALSEであった。
Surname プロパティ
形式
BSTR Surname;
説明
最後に通されたカードデータから得られた姓です。
次の場合は、空の文字列が設定されます。
· そのフィールドが読まれたデータトラックに含まれなかった。
· トラックデータフォーマットがParseDecodeDataプロパティの項目で記載されているものでなかった。
· ParseDecodeDataがFALSEであった。
Title プロパティ
形式
BSTR Title;
説明
最後に通されたカードデータから得られた肩書きです。
次の場合は、空の文字列が設定されます。
· そのフィールドが読まれたデータトラックに含まれなかった。
· トラックデータフォーマットがParseDecodeDataプロパティの項目で記載されているものでなかった。
· ParseDecodeDataがFALSEであった。
Track1Data プロパティ
形式
BSTR Track1Data;
説明
最後に通されたカードのトラック1の内容、あるいは空の文字列です。
TransmitSentinels が FALSE なら、このプロパティには開始符号と終了符号を含まないトラックデータが入ります。

TransmitSentinels が TRUE なら、開始符号と終了符号を含みます。

DecodeDataプロパティがTRUEならば、“生(Raw)”フォーマットから変換されてこのプロパティにデータが入ります。ParseDecodeDataプロパティがTRUEに設定されていれば、このプロパティによって返されたデータは解析されて、ほかのプロパティにも設定されます。
空の文字列は、トラックがアクセス可能でなかったことを示します。
参照
TracksToReadプロパティ
Track1DiscretionaryData プロパティ
形式
BSTR Track1DiscretionaryData;
説明
最後に通されたカードデータから得られたトラック1の任意データです。
次の場合は、空の文字列が設定されます。
· そのフィールドが読まれたデータトラックに含まれなかった。
· トラックデータフォーマットがParseDecodeDataプロパティの項目で記載されているものでなかった。
· ParseDecodeDataがFALSEであった。
このプロパティに含まれるデータ量は、トラック1データのフォーマットに応じて変化します。
Track2Data プロパティ
形式
BSTR Track2Data;
説明
最後に通されたカードデータのトラック2の内容、あるいは空の文字列です。
TransmitSentinels が FALSE なら、このプロパティには開始符号と終了符号を含まないトラックデータが入ります。

TransmitSentinels が TRUE なら、開始符号と終了符号を含みます。

DecodeDataプロパティがTRUEならば、“生(Raw)”フォーマットから変換されてこのプロパティにデータが入ります。ParseDecodeDataプロパティがTRUEに設定されていれば、このプロパティによって返されたデータは解析されて、ほかのプロパティにも設定されます。
空の文字列は、トラックがアクセス可能でなかったことを示します。
参照
TracksToReadプロパティ
Track2DiscretionaryData プロパティ
形式
BSTR Track2DiscretionaryData;
説明
最後に通されたカードデータから得られたトラック2の任意データです。
次の場合は、空の文字列が設定されます。
· そのフィールドが読まれたデータトラックに含まれなかった。
· トラックデータフォーマットがParseDecodeDataプロパティの項目に記載されているものでなかった。
· ParseDecodeDataがFALSEであった。
Track3Data プロパティ
形式
BSTR Track3Data;

説明
最後に通されたカードのトラック3の内容、あるいは空の文字列です。
TransmitSentinels が FALSE なら、このプロパティには開始符号と終了符号を含まないトラックデータが入ります。

TransmitSentinels が TRUE なら、開始符号と終了符号を含みます。

DecodeDataプロパティがTRUEならば、“生(Raw)”フォーマットから変換されてこのプロパティにデータが入ります。
空の文字列は、トラックがアクセス可能でなかったことを示します。
参照
TracksToReadプロパティ
Track4Data プロパティ
1.5版で追加
形式
BSTR Track4Data;

説明
最後に通されたカードのトラック4（JIS-II）の内容、あるいは空の文字列です。
TransmitSentinels が FALSE なら、このプロパティには開始符号と終了符号を含まないトラックデータが入ります。

TransmitSentinels が TRUE なら、開始符号と終了符号を含みます。

DecodeDataプロパティがTRUEならば、“生(Raw)”フォーマットから変換されてこのプロパティにデータが入ります。

空の文字列は、トラックがアクセス可能でなかったことを示します。
以前のバージョンとの整合性を保つため、JIS-II データは、他の TracknDataにも格納されている可能性がありますが、アプリケーションの互換性を保つために、できるだけTrack4Dataプロパティを使用することを推奨します。
参照
TracksToReadプロパティ
TracksToRead プロパティ  R/W
1.5版で更新
形式
LONG TracksToRead;
説明
アプリケーションがカード操作によってTrack1Data、Track2Data、Track3Data、およびTrack4Dataプロパティに設定したいトラックデータを示します｡
値
意味
MSR_TR_1
Track 1の内容。
MSR_TR_2
Track 2の内容。
MSR_TR_3
Track 3の内容。
MSR_TR_1_2
Track 1と2の内容。
MSR_TR_1_3
Track 1と3の内容。
MSR_TR_2_3
Track 2と3の内容。
MSR_TR_1_2_3
Track 1、 2、と3の内容。

MSR_TR_4
Track 4.の内容。

MSR_TR_1_4
Track 1と4の内容。

MSR_TR_2_4
Track 2、と4の内容。
MSR_TR_3_4
Track 3、と4の内容。

MSR_TR_1_2_4
Track 1、2、と4の内容。

MSR_TR_1_3_4
Tracks 1、3、と4の内容。

MSR_TR_2_3_4
Track 2、3、と4の内容。

MSR_TR_1_2_3_4
Track 1、2、3と4の内容。

要求するトラック数を減らすと不要データのアクセス処理が無くなり、カードの読み取り成功率が上がり、多少応答性能がよくなります。
TracksToReadは、磁気ストライプリーダの読み取り能力を示すものではなく、その代わり、どのトラックを採取し、デコードし、返してほしいかをアプリケーションから指定できるプロパティです。たとえば、ISOタイプのカードをJIS-IIの読み取りヘッドで読ませる場合、カードに指定トラックがないというだけでなく、望みのデータ以外の採取を排除します。
このプロパティはOpenメソッドでMSR_TR_1_2_3に初期化されます。

戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なトラックの値が指定されました｡ 

TransmitSentinels プロパティ  R/W

1.5版で追加
形式
BOOL TransmitSentinels;
説明
TRUEなら、Track1Data, Track2Data, Track3Data, と Track4Data に開始符号、終了符号を含みます。
FALSEなら、トラックデータプロパティには開始符号、終了符号は含みません。
このプロパティの値は、OpenメソッドによりFALSEに初期化されます。
戻り値
このプロパティが設定されると、下記の値がResultCodeプロパティに格納されます。

値
意味

OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。

OPOS_ILLEGAL
CapTransmitSentinels プロパティが FALSEである。

参照
CapTransmitSentinels プロパティ; Track1Data プロパティ; Track2Data プロパティ; Track3Data プロパティ; Track4Data プロパティ
イベント
DataEvent イベント
1.5版で更新
形式
void DataEvent (LONG Status);
パラメータ
説明
Status
4つのトラックに関するバイト情報をLONG値で4分割して持っています。下の図はどのように Statusが分割されているかを示します。
	上位ワード
	下位ワード

	上位バイト
	下位バイト
	上位バイト
	下位バイト

	トラック 4
	トラック 3
	トラック 2
	トラック 1


トラックの値が0なら、指定トラックでのデータ読み込みはありません。これは、ハードウェアデバイスがそのトラックに対する読み取りヘッドを単に持たないだけか、アプリケーションがTracksToReadプロパティでそのトラックからの入力を意図的に排除しています。
1以上なら、対応するTrackxDataプロパティのデータ長を示します。
説明
デバイスから入力データが入ったことを示すためのイベント通知です。
イベントが通知される前に、カード操作されて入力されたデータは Track1Data、Track2Data、Track3DataとTrack4Dataプロパティに設定されます。もし、DecodeDataがTRUEであればそのデータはデコードされます。また、ParseDecodeDataがTRUEであれば、データは解析され各フィールドに対応するプロパティに設定されます。
ErrorEvent イベント
1.5版で更新
形式
void ErrorEvent (LONG ResultCode, LONG ResultCodeExtended,
LONG ErrorLocus, LONG* pErrorResponse);
パラメータ
説明
ResultCode
エラーイベントが生じた原因を示すコードです。下記を参照のこと。
ResultCodeExtended
エラーイベントが生じた原因を示す拡張コードです。下記を参照のこと。
ErrorLocus
エラーの発生場所です。下記を参照のこと。
pErrorResponse
エラーイベントに対する処理を指定する領域へのポインタです。下記を参照のこと。
ErrorReportingTypeプロパティの値がMSR_ERT_CARDならば、ResultCodeには次の値のいずれかが設定されます。
値
意味
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended =OPOS_EMSR_START
　　　　　　　　　   スタート符号エラー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Start sentinel error)。

ResultCodeExtended = OPOS_EMSR_END

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   エンド符号エラー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(End sentinel error)。

ResultCodeExtended = OPOS_EMSR_PARITY
　　　　　　　　　　パリティエラー。

ResultCodeExtended = OPOS_EMSR_LRC
　　　　　　　　　　LRC エラー。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
ErrorReportingTypeプロパティの値がMSR_ERT_TRACKならば、ResultCodeには次の値のいずれかが設定されます。
値
意味
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended =下図のように分解されるトラックレベルステータス。
	上位ワード
	下位ワード

	上位バイト
	下位バイト
	上位バイト
	下位バイト

	トラック 4
	トラック 3
	トラック2
	トラック 1



それぞれのトラックステータスは次のいずれかです。

OPOS_SUCCESS


エラーはありません。

OPOS_EMSR_START
開始符号エラー
(Start sentinel error)


OPOS_EMSR_END

終了符号エラー
(End sentinel error)


OPOS_EMSR_PARITY
パリティエラー

OPOS_EMSR_LRC

LRCエラー

OPOS_E_FAILURE

他のエラー
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
 ErrorLocusパラメータの値は次のいずれかです。
値
意味
OPOS_EL_INPUT
イベント駆動入力で、入力データ処理をしているときにエラーが発生しました。入力データは利用できません。
OPOS_EL_INPUT_DATA
イベント駆動入力で、入力データ処理をしているときにエラーが発生しました。すでにキューイングされたデータは利用できます。
pErrorResponseパラメータが示す位置にある内容は、ErrorLocusに基づいたデフォルト値があらかじめ設定されています。アプリケーションは、その値を以下のいずれかに変更できます。
値
意味
OPOS_ER_CLEAR
キューイングされている入力データをクリアし、エラー状態は解除されます。ErrorLocusが OPOS_EL_INPUTの場合の､デフォルトです。
OPOS_ER_CONTINUEINPUT
 
ErrorLocusがOPOS_EL_INPUT_DATAの場合だけ使用します。エラーを容認し、コントロールに処理の継続を指示するものです。コントロールはエラー状態のままですが、DataEventEnabledプロパティの設定値に従って、別なDataEventが通知されます。すべての入力がイベント処理された後、DataEventEnabledプロパティが再びTRUEに設定されたとき、ErrorEventでOPOS_EL_INPUTが通知されます。ErrorLocusがOPOS_EL_INPUT_DATAの場合のデフォルトです。
説明
磁気ストライプデータの読み込み中にエラーが見つかったとき、イベントが発行されます。
正しいアプリケーションシーケンシングが行われるように、DataEventEnabledプロパティがTRUEに設定されるまで、入力エラーイベントは通知されません。
ErrorReportingTypeプロパティがMSR_ERT_CARDならば、エラーの発生したトラックまでは明示せず、トラックデータプロパティは変更されません。
ErrorReportingTypeプロパティがMSR_ERT_TRACKならば、ResultCode及びResultCodeExtendedパラメータによってトラックレベルステータスが示されます。また、トラックデータプロパティがDataEventと共に変更されますが、エラーが生じたトラックには空の文字列が設定されます。
DataEventのように各トラックのデータ長は通知されません。しかしながら、アプリケーションはTrackXDataの各プロパティを取得する事によりデータ長を決める事が出来ます。また、これはErrorEventなのでDataCountプロパティの値は増加しません。そして、コントロールはAutoDisableプロパティの値に関わらずイネーブルのままです。
参照
「ステータス、結果コード、状態モデル」、ErrorReportingTypeプロパティ









� 注意：日本版仕様の第1.0版とその他の版では、インクルードファイルのシンボル定義値の変更等があり、同一メジャー番号の場合でも動作しないデバイスクラスが存在します。　　　　　　　　　　　　　　　　　


� 実際には、イベントの通知をアプリケーションに延期することもできます。コントロールコンテナがイベント通知の凍結をコントロールにリクエストできます。たとえば、モーダルダイアログボックスがアクティブのとき、VisualBasicがこの機能を利用できます。したがって、FreezeEventがFALSEで、コンテナがイベント凍結をリクエストしていなかった場合に、イベントが発生します。コンテナが開始したイベント凍結については、本マニュアルのどこでも言及していません。アプリケーションがそれを認識することはほとんどなく、直接制御することはできないからです。その他ｺﾝﾃﾞｼｮﾝについては、“イベント”の節に説明されています。





�  注意：日本版仕様の第1.0版とその他の版では、インクルードファイルのシンボル定義値の変更等があり、同一メジャー番号の場合でも動作しないデバイスクラスが存在します。　　　　　　　　　　　　　　　　　


� 	マーキー：Marquee. ホテルなどの玄関前の歩道の上に差し掛けられたひさし。マーキーのようなスクロールとは、電光掲示板のようにメッセージが流れるスクロールを意味します。


� 	ビューポート：Viewport. デバイスの一部分、あるいは、全領域に割り当てられた可視領域のこと。


�	MSRコントロールオブジェクトはParseDecodeDataプロパティをサポートしなければなりません。加えてAPG第1.1版以前での誤記に従い、同等の機能をもつParseDecodedDataプロパティもサポートすることをお薦めします。
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